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本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章『それは恋い焦がれた再会でした -Puella-』




「やっと逢あえたね。ずっと待ってたんだよ？」




　その言葉に、紫し門もん詠えい哉やは硬直した。

　目の前に突如として現れた少女に強い既視感デジヤヴを覚えながら、言葉を失う。

　柔らかそうなミルクティ色の茶髪ボブカット。悪戯いたずらが好きそうな竜胆りんどう色の瞳。庇ひ護ご欲を余すことなく掻かき立て、誰も彼も虜とりこにしてしまうような愛いとおしい笑み。

　それは。

　紛まぎれもなく。

　かつて『約束』を交わした少女の面影と重なる。

「もー、遅くない？　ちょっとだけ」

　一切の挙動を放棄せざるを得ないほどの衝撃を受けた紫門に、その少女は相変わらず優しく微笑ほほえむだけだった。

「でも頑張ってくれたんだよね、ここまで来るのに。だから……ありがと」

　その一言一句が心を根底から揺さぶる。

　疑うまでもなく、彼女こそが紫門詠哉を騙かたる少年の最終目標────かつて生き別れた幼おさな馴な染じみ。

　六年前、突如として体内に『因子』を宿したせいで、超常現象規制機関によって連れ去られてしまった少女が、今、目の前にいる。こうして手を伸ばせば届く距離で、昔と変わらない笑みを浮かべて立っている。

　これを奇跡と呼ばずして何が奇跡と云いえようか。

「いくらなんでも無む茶ちやし過ぎだよ。まさか統轄学院に乗り込んで来るなんて」

　そうでもしなければ、届かなかった。

　規制機関に少女が囚とらわれて以来、音信不通。

　面会を希望しようにも、収容された統轄学院は絶海に浮かぶ人工浮島。

　中に立ち入るどころか、外部との交信も遮断された完全なるブラックボックス。

　だからこそ、彼は生徒として通う道を選んだ。体内に『因子』を宿す少女しか収監されない統轄学院に男子が『入学』するには、彼女たちを監督・管理する監理官を養成する仮採用監理官制度を利用する他なかった。

　絶対に赦ゆるさないと、心に誓った組織に与くみすることを意味したとしても。

「……本当に、本当に君なのか…………？」

　ようやっと紫し門もんが口を動かす。

　それに少女は、とても可お笑かしそうに笑う。

　まるで、久々の再会とは思えないほど自然に。

　まるで、他た愛あいのない冗談に呆あきれながらも楽しむみたいに。

　まるで、六年もの歳月を待たせてしまったとは思えないくらい親しげに。

「ちょっとなんで泣いてるの？　もう。仕方ないね、あなたは昔からほんとに」

　指摘されて、紫門は自分が泣いていることを初めて自覚した。

　それだけ現実とは思えない、あまりに信じられない奇跡だったのだ。

　だから、紫門詠えい哉やは、その名を騙かたらずに在りし日の少年として少女の前に立つ。

「ようやっと……見付けることが…………出来た、のか？」

「うん。そうだね。頑張ったね。ありがとね、とっても嬉うれしいよ」

「ふざけ……っ、僕は……君に……こんな不意打ちアリかよ……何から話したら良いか解わからなくなっちまったじゃねえか……いきなり目の前に現れるなよ…………っ」

「あはは、やっぱり嘘うそ吐つくのは苦手なんだね？　ほんと昔から何にも変わってない」

「君も相変わらずだな、なんだって好きな子に泣かされなきゃなんねえんだよ……っ」

「当たり前でしょ？　変わるはずないよ。ずっと昔から素直で不器用なあなたが好きだよ」

　だが。

　その姿に一瞬のノイズが走る。

　テクスチャ・バグでも引き起こされたみたいに輪郭が歪ゆがみ、色彩が狂う。

　そして、その変化は、決定的な致命傷を齎もたらす。

「待ってたよ」

　愛いとおしい少女が。

　もう二度と離れたくないと思った少女が。

　何があっても誰にも奪わせないと強く願った少女が。

「ずーっと待ってたんだよ」

　歪ゆがむ。

「あたしは一体いつまで待てばいいの？」

　悲痛の表情に変わる。

「こんなにっ……、待ってるのにっ……、お迎えに来てくれないのは……っ」

　次の瞬間。

　その姿が捻ねじ曲がり、何重にもブレたかと思えば。

　まったく異なる少女の姿へと瞬く間に変容を遂げてしまった。

「バケモノになっちゃったあたしになんて、もう逢あいたくないからじゃないの……？」




　大粒の涙を零こぼす、悪魔の名を冠した少女────アスモデウス。




「なん────ッ!?」

　目を見開いた紫し門もんが目撃したのは天井だった。

　そこは、この半年間、彼が暮らし続けている監理官宿舎の自室だった。

　なんとか呼吸を落ち着かせ起き上がり、窓の外へと目を向ける。広がるのは夜の闇に呑のまれながらも薄うっすらと灯あかりの灯ともる学院島の光景だった。

「また、この夢か……」

　その少女と出で逢あった日から、幾度となく繰り返される夢。

　あの日、紫門の前に現れた彼女は、意味深な言葉を残すと駆けて消えた。

　すぐに後を追ったが、その姿は既に何ど処こにも見当たらず、まるで最初から存在しなかったかのように痕跡すら感じられなかった。

　それでも、脳裏にフィルムの如ごとく刻み付けられた少女の姿が忘れられない。

「あの子は一体……誰なんだ？」




　答えなど明白なことで、圧倒的既視感が少女の正体を告げている。




　それから一ヶ月。

　未いまだに、紫門詠えい哉やは恋い焦がれる『約束』の少女との再会を果たせていない。





第一章『理想的な心象が及ぶ限界領域 -INShi-』
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　十二月下旬。

　早朝六時前ともなれば、その凍いて付くような寒さは鋭さを増す。

　小鳥が囀さえずり、心地の良い太陽の光が差すものの、極寒の海風が吹く太平洋上に設立された特殊能力統轄学院は静まり返っていた。

　だが。

　ずがーん、と。

　そんな静寂の朝を打ち破る爆音が炸さく裂れつし、紫し門もん詠えい哉やは目を覚ます。

　眠気は一撃でぶっ飛んだ。ご近所迷惑も甚だしい現象を引き起こした《観測者アルテフエクス》は、今日も悪わる怯びれた様子など一切見せずベランダからの侵入を敢行した。

「おっはよーう★」

　長い黒髪を真っ赤なシュシュでワンサイドアップに結ゆわき、さらに左手首にも同じシュシュをつけたルビー色の瞳を輝かせる少女。

　イマドキの女子高校生よろしく制服を着崩し、胸元なんか思春期男子にはちょっと刺激が強過ぎるレベルでご開帳させた派手目な十六歳。統轄学院指折りの問題児にして紫門のクラスメイト──人間ロケットブースターこと煌こう焚たき烽ほう火かの登場だった。

「……おはよう、烽火」

「はいはーい、最強に可愛かわいい烽火様の目覚ましタイムだよ」

「あと十分……いや、せめて五分寝かせてくれよ。今日から試験休み期間だろ？　あの地獄のような二学期末考査最終日の翌日だぞ？　どうして君は、そんなに元気爆発しているんだ、どうなってんだ────ふぐぅっ!?」

　ツンツン、と。

　まるで見慣れぬものでも見つけた小動物のように、烽火はベッドから一向に起きようとしない紫門の頬ほおを突つつき続ける。

　ともすれば、ベッドに手を突いて、擦り寄るような四よつん這ばい。つまるところ健康的な白い太ふと腿ももに、紫門は手を伸ばせば触れられてしまう。そんな過激な姿勢だと云いうのに、烽火の方は無防備に動くものだから、紫門の方も気が気でなかった。

　すると何か悪戯いたずらを思い付いたのか、烽火の顔がニヤリと緩む。

　女子高校生の矜きよう持じとして、短く折ったスカート。そして膝上まで伸びた黒ニーソ。そして柔らかそうな太ふと股ももが露出した絶対領域。

　それらの魅力を際限なく発揮させながら、烽火はこんなことを口走る。

「ちゃんと起きられたらご褒美の膝枕、してあげよっか烽火様が」

「非常に嬉うれしい申し出だね、きっと極上の夢を見せてくれるに違いない──って、今のはなしだ！　なんの話だ!?　ふざけんな僕はそんな誘惑を是非ともお願いしたい……っ！」

「拒否ってるのか、喜んでるのか……せめてどっちかにしよ？」

　羽毛布団を蹴って起き上がる紫し門もんに、烽ほう火かは笑いながら困った表情を浮かべて、

「ほら、登校しよ？　烽火様たちのテストは、むしろここからが本番だよ？」

　次の瞬間、烽火に異変が起こった。

　具体的には髪型。手首に巻いていた赤いシュシュが焔ほのおの粒子となり爆散すると同時、彼女の側頭部で再構築されるが如ごとく収束して、新たな髪束を形成する。二つ結びとなった黒髪の両端に紅ぐ蓮れんの炎が燈ともり、無数の赤く発光するラインがメッシュみたいに髪全体へと走った。

「燃え上がるツインテール……」

「違うよ、しぃっち。これはツーサイドアップ★」

　そこんとこ間違えないで、などと言われても紫門も苦笑を浮かべる他ない。

　いつものアシンメトリな髪型を見慣れているせいで、シンメトリな髪型に違和感を覚えなくもないが、これもこれで──と云いうよりも、正直な心情を吐露すれば、油断すると頬ほおが緩みそうになるほど似合っていた。

「テールが二本になったから威力二倍だよ？」

　なんて馬鹿げたことを言わなければ、本気で恋していたかもしれない。

「いつもワンサイドアップで力を抑えている烽火様は、ツーサイドアップにすると時限強化パンプアツプモードに突入する『設定』なのだ★　太陽フレアが同時に二つとかヤバくない？」

「ヤバいのは君の発想の方だ」

「因ちなみに勝負下着、穿はいてるよ？」

「誰も一言も聞いてないだろそんなこと」

「まぁ、例の如くスパッツ穿いてるから見えないけどさ」

「だったら言う必要ないだろっ!?　なんだ、僕は今日一日中、君が勝負下着を穿いていると云う事実を胸に刻みながら過ごさなきゃならんのか！　見ることが出来ないのにッ！」

「なんかそれだと、見ることが出来るなら問答無用で見ようとしてない？」

「……っ、妙に鋭い女の子は嫌いだよ」

　そんな言葉を聞きながら、烽火は紫門の制服一式を手に取って抱く。

　ぎゅーっと大切な縫いぐるみを抱えるようにしてから、これまた輝かしい満面の笑みで差し出してくる。

「はい、どーぞ。太陽フレアの烽火様の体温で暖かくしといたよ？」

「阿あ呆ほうか……っ！　いや、ありがたいけれどさ！　それ以上に恥ずかし過ぎるわ！」

　取とり敢あえず受け取ってしまったものの、すぐに袖を通すのは気恥ずかしい。とは云え好意を無下にするのも気がひけるので、仕方なく。本当に仕方なく、紫し門もんは登校する為に制服へと着替え始める。

　確かに定期考査は昨日で終わった。

　だが烽ほう火かの言う通り、彼女たちにとって本番はここから。

　定期考査の最終日の翌日────即すなわち、試験休み初日には定期検査が行われるのだ。

　身長や体重、視力、聴力、心電図、レントゲン。別にそれ自体（十代の少女たちにとって体重はセンシティブかもしれないが）は特に変わったものではないが、そう云いった一般的な身体測定と併せて実施される統轄学院らしい検査項目があった。

　理想的な心象が及ぶ限界Ideal Notion Scopeの計測。

　通称、ＩＮＳ測定。妄想を具現化する《脅威アルス》の応用力の規模スケール、影響力の射程レンジ、干渉力の強度インテンスなどを細かく数値化したデータを元に、性能を七段階評価する『カテゴリ』判定である。学院生徒からすればテストも同然。重要な学院行事と云えるだろう。

　それがどうして、

「なんで烽火は余裕なんだ……少しは不安を覚えたりしないのか？　テストなんだろ一応」

「んーそうだなぁ。だってさ、自分で構築した『設定』が破綻していないことを証明するだけの測定だし？　それに烽火様、めちゃ可愛かわいいっしょ？　神よりも偉いんだぞっ？」

　取とり敢あえず、ヤバい思考をしていることだけは再認識した。

「科学の力って最高★」

「烽火は科学的なワードから『設定』を構築しているんだったよな？　確かにその徹底ぶりと云うか、度が過ぎた科学信仰には敬意を払うけれども」

「伊だ達てに科学雑誌が愛読書じゃないっての★」

「なんでファッション雑誌感覚でスクールバッグに忍ばせてんだよ……」

　烽火が笑顔で取り出したのは研究論文誌。しかも英語版。

　ローカライズされた日本語版月刊誌ではなく、原文で取り寄せている辺り最高に厨ちゆう二にを極めているとしか言いようがない。

「しぃっちも一緒に読んでみる？」

「読むか！　てか読めるか！」

　渡された雑誌を受け取ってからノリツッコミ。

　そんなことを紫門がしている間に、烽火はキッチンの方へと向かい、知った勝手で朝食の準備を始めていた。そんな彼女の方を向きながら、

「とは云え、真面目な話。君たち《観測者アルテフエクス》は良くも悪くも『設定』がすべてだ。厨二的知識も当然だけれど、格好も《脅威》の観測に関わる。だからこそ、従属特待生も学院制服ではなく、自分の世界観を最大限に反映させたオリジナルの装束に身を包んでいる訳だし。一般生徒にも同様の着用が定期検査では認められているのも事実だけれども」

「烽ほう火か様たちにも普段から解禁してくれたら嬉うれしいのに」

「一応、統轄学院は君たちの《脅威アルス》を抑止する目的を掲げているからね」

「でも学院制服の着用を義務化している本当の理由は、従属特待生と一般生徒を一目で識別する為ためでしょ。ぷーぷくぅ」

　独特のイントネーションで烽火は頬ほおを膨らます。

　女の子独特の甘い香りが部屋の中に広がって、鼻び腔こうを刺激された紫し門もんの心臓はドキリと飛び上がった。そんな紫門の反応を楽しむように笑うと、

「常識かなぐり捨てたフルアーマー烽火様を魅みせ付けてやんよ★」





　　　　２



　教室の扉を開けると、そこにはスク水姿の沖おき泉いずみ琉る海みがいた。

　淡い水色のメッシュが入ったゆるふわショート髪。息を飲むほど整った顔立ちだが無表情かつ声のトーンが一定なので、感情の起伏を掴つかむのが難しい。その雰囲気からダウナー系と云いう言葉が似合う紫門のクラスメイトである。

　琉海のアクアマリンのように透き通った瞳が紫門を凝視する。

「……変態」

「どっちがだよっ!?」

[image: ]

　紫し門もん詠えい哉や、教室に到着するなり絶叫だった。

　今は十二月であり、年末であり、歳末特別警戒中であり、火の用心と拍子木を鳴らしながらパトロールする季節な訳で。つまるところ寒い。冗談じゃないほど寒い季節だ。

　それが。

　スクール水着（しかも白色）。

　何が起こっているのか理解が追い付かない。

「……何してるんですかね、琉る海みさんや。寒中水泳でもなさるおつもりで？」

　目が点とは、まさに今の紫門を示す為ための言葉だった。

　教室のド真ん中で、琉海は白スク水着。一応、タオルをローブのように羽織って、頭には肌触りの良さそうな吸水生地のキャップを被かぶっているとは云いえ、それでも歓楽エリアではクリスマスソングが鳴り響く季節には、あまりにも奇き天て烈れつな格好である。

「今日は定期検査」

「だから？」

　嫌な予感を抱きつつも、流れ的に訊きくしかないので尋ねる紫門。

「勝負水着……っ！」

「だと思いましたよッ！」

　叫ぶ紫門の横で、高らかに烽ほう火かが笑っていた。

　琉海も気け怠だるそうにドヤ顔を決め込む器用な表情を浮かべてやがった。

　この二人、やはり問題児。紫門の反応を見たいが故に、常識外れのぶっ飛んだことを企くわだてる思考が恐ろしいほど似ている。

「私はスク水（白）を着用すると最高のパフォーマンスを発揮する」

「これっぽっちも意味が解わからないよ……まぁ、それが琉海の『設定』ならば、そうなってしまうのが《脅威アルス》だけれども。なんと言いますか…………」

　もう少しマトモな『設定』にはならなかったのか、とも思う紫門であった。

　だが、肝心なのは自分が本気でそう思い込んでいることなので、これも止やむなし。他人が口出ししたところで簡単には揺るがない。

　むしろ自己愛が激し過ぎる厨ちゆう二に病全開の少女たちに「そんな存在になりたい」と思わせる魅力的な『設定』を監修することが極めて困難だからこそ、監理官と云う役割が存在する訳であり特権的な立場である所以ゆえんだ。

　そんなことを考えながら自分の席へと向かう紫門。

　一緒に登校して来た烽火は隣の席に座って、紫門の前の席に琉海が着席する。必然的にタオルをローブのように巻いた琉海が視界に入ってしまう。

「僕で良ければ『設定』の相談に乗るけれども……」

「大丈夫。知識だけ増やしても損する」

「不可知行使の原則か」

　それはＩＮＳ領域三原則の一つ。

　曰いわく、知り得ない認識はイメージに影響を及ぼさない。

「現実にあり得ない現象でも《観測者アルテフエクス》本人が思い込んでいれば《脅威アルス》は起こる。だから知識が間違っていたと知ってしまったら、それは一大事」

　琉る海みの言う通り、それは《観測者》が最も恐れていることだろう。

　起こる現象は『設定』の破綻。エラーを修正しなければ《脅威》が観測不可能となる非常事態に陥ってしまうのだから。

「教科書にも載っている『純粋な水』問題が有名だよねぇ」

　隣の席に座る烽ほう火かが、科学雑誌へと目を落としながら語り出す。

「純水なら電気を通さないって『設定』の水流系統の《観測者》がいたとして。より厳密には水中の不純物がなければ雷撃を防御出来る、と思い込んでいたとして」

　まるで似え非せ科学を楽しむかのように笑いながら、

「でも実際は、自然界に『純粋な水』なんて存在しない。必ずイオン物質が含まれていて、鉱物よりも高い電気伝導度を持ってしまう。この知識を得てしまうと、水で電撃を完全にガードする《脅威》は自然現象を度外視するＩＮＳ領域を保有する者──高位級『カテゴリ５』でなければ観測不可能に陥っちゃう」

「知識が増えたことによる、弱体化……がくぶる」

「権威ある科学論文で『設定』を強化しようとした《観測者》が、いかに自分の観測が非科学的な現象であったか自覚しちゃうなんて……皮肉なことだよねぇ」

　そんなことを言いながら、烽火は少しも恐れずに科学雑誌を読み耽ふける。

「でも、変な話」

　琉海が小さく呟つぶやいた。

　その姿は、どこか少しだけ不服そうに見えた。

「規制機関はその名が示す通り《脅威》を取り締まるはずの組織。なのに、統轄学院では逆としか思えないことばかりする」

「……確かにね。琉海の指摘は尤もつともだ」

「まるで私たちに《脅威》を使わせたいみたい」

　その指摘は、きっと正しい。

　規制機関の理念は「特殊能力を正しく理解し、秩序を保つ」ことである。

　組織名にもなっている規制とは名ばかり。おそらく、実際の目的は『因子』を解明して兵器開発や国防整備などへの軍事的転用も含まれているのだろう。

　それが証拠に《脅威》は禁じられておらず、取り締まる規則も皆無に等しい。統轄学院のカリキュラムには『設定』の構築を促す内容が随所に見受けられ、メンタルケアと称され全生徒に行われる『療養』だって、性能を抑えるどころか安定して《脅威アルス》を観測する為ためと云いっても過言ではない。

「僕も同意見だ。間違いなく規制機関は、いかに性能を下げるかではなく、どこが限界なのか試そうとしている」

「本音と建前。使い分ける大人……あんまり好きくない」

　誰も言葉にこそしないが、疑うまでもなく統轄学院は実証実験場だった。

　妄想を具現化する『因子』を保有してしまった少女たちを『保護』及び『養成』と云う名目で拘束し、覚醒や原理のメカニズム解析が日々行われている。

「琉る海みは、統轄学院を恨んでいるのか？」

「どうだろ……考えたことない。私は魔術が好き」

　紫し門もんの問い掛けに、琉海は首を傾かしげながら魔術書を取り出した。

「メカニズムが解わかれば特効薬とか出来る？」

「覚醒した《観測者アルテフエクス》が統轄学院に『入学』する一方で、性能が『カテゴリ０』まで低下して『卒業』する子もいるから不可能ではないと思うけれども」

「ふーん……」

　琉海は魔術書へと視線を落とす。

　その表情は、やはり真意を汲くみ取るにはあまりに無表情だった。

　学院島に強制隔離された少女たちだが、六年前の忌まわしき『宇う都つの宮みや事変』のせいで彼女たちの境遇に異を唱えるような運動は少数派。多くの者は声なき賛同に加担しているような状況であった。

　医学が発展する為には、幾分かの犠牲は仕方がないことだとでも言うかのように。

　だが、そんな綺き麗れい事ごとを並べられても、たとえそれが恩恵に繋つながるとしても、これは自らが被害者になっていない者の暴論に過ぎないことを紫門は知っている。自由を奪った規制機関を恨んで楯たて突ついたり、あるいは自暴自棄になってしまったりするのも不思議ではない。

　その気持ちが解らないとは口が裂けても言えない。

　だが、そんな逆境の中でも、懸命に生きる少女がいることも事実だ。

　高い知能を『因子』によって備え、知識欲で自らの『設定』を構築することで、今を受け入れて全力で楽しむ煌こう焚たき烽ほう火かもその一人。

　でも、琉海は────

「どしたの？　じっと見つめて恋しちゃった？」
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　紫門は第三体育館にいた。

　体育館と云っても、ここは《観測者》を収監する統轄学院。球技のコートやゴールはなく、高い天井から無数の照明がぶら下がり、広い無機質な空間を照らす。さながら軍事基地の格納庫を思わせる建物である。

　紫し門もんは、そんなフィールドを上から見渡せる観戦室にいた。

　その視線の先──だだっ広い空間に佇たたずむのは、真紅のフードを被かぶった少女。

　まるで御お伽とぎ噺ばなしの赤ずきんを彷ほう彿ふつさせるような格好であった。肩に羽織ったケープが華きや奢しやな体たい躯くを包み、コルセットスカートが細い腰を絞り、黒革の厚底ブーツが小さな身長を盛る。夜闇のような黒ニーソとガーターベルトが、真珠が如ごとく白い絶対領域を可か憐れんに彩り輝かしい。

　桃色の唇を舌で舐なめながら、少女は自らの正体を口にする。

「《小さな王の鍵ゲーテイア・序列三十二番：アスモデウス》が蹂じゆう躙りんしてあげるわ」

　脅威対策委員会《小さな王の鍵》。

　それは『権利』を望んだ代償として、規制機関に従事する『義務』を課せられた従属特待生が集う生徒自治機構だ。伝説上の存在の名を冠することで『権能』や『逸話』に匹敵する《脅威アルス》の観測を可能としてしまった恐るべき厨ちゆう二にフルバースト集団である。

「【統べる王の指輪アニユラス】──典拠《小さな王の鍵・序列二十五番：グラシャ＝ラボラス》」

　絹のように滑らかな金髪を靡なびかせ、蒼あおい瞳を疼うずかせた少女は妖しく嗤わらった。

　その傍かたわらに黄金に光り輝く円環が顕現した。収縮して小さな輪の形となると、雪のように白い指先へと収束する。

　途端、赤ずきん姿の少女の背中から、純白の翼が爆発するように広がった。大量の羽根が虚空を舞い散る中で、真紅のケープの背面から天使のような一対翼を展開する悪魔『アスモデウス』の名を冠した少女の指先には、黄金に光り輝く『指輪』が嵌はめられていた。

　そんな彼女に対して。

　空間を塗り潰すように銃声が轟とどろき、無数の銃弾が迫る。

　怒ど涛とうの如く吐き出されたソレは第三体育館内の壁を次々に抉えぐり、粉砕された壁の残骸が粉ふん塵じんのように舞う。軍事演習あるいは兵器の評価テストでも行われているかのような惨状だが、ある意味で正しい用途なのかもしれない。

　規制機関にとって従属特待生は駒と云いえるだろう。新たに覚醒した《観測者アルテフエクス》の保護や学院島に収監された一般生徒を取り締まる役割が与えられていた。適性を試す場でもある脅威対策委員会のメンバーに対するＩＮＳ測定は、従属特待生同士の模擬戦での戦果によって『カテゴリ』が判定される。

　つまり、止とめ処どなく銃弾が撒まき散らされる現象も《脅威》によるもの。

　悪魔『アスモデウス』を冠する少女の蒼い瞳に映る人影。

《小さな王の鍵・序列三十八番：ハルファス》。

　グレーを基調とした軍服ワンピースで身を包み、その小さな体躯には大き過ぎるコートを肩に掛けた従属特待生であった。腰や腕に太いベルトを巻いており、どこか拘束された捕虜を彷ほう彿ふつとさせられる。これだけならば厨ちゆう二に的趣向を拗こじらせただけの少女だろう。

　しかし、その傍らにはガトリング砲が浮かんでいた。

　正式名称は連装機関銃ミニガンＭ１３４。

　機関砲バルカンＭ６１Ａ１の小型軽量版と云いうだけであり、けして小さくはなく全長は九〇センチを超える。固有名詞の普通名詞化に伴いガトリング砲と称される重機関銃の一種だが、要するに対物破壊兵器であって、断じて人間に向けて放つ武器ではない。

　そんな代物が、しかも二基。

　黒々しい熱を帯びた砲身が高速で回転し、緑のレーザーサイトによって照準を定められた箇所へと銃弾を毎分六千発の超高レートで撒まき散らす。軍用ヘリに搭載されているレベルの兵器を、悪魔『ハルファス』の名を冠した少女は手足のように動かしていた。横殴りの雨が如ごとく放たれた銃弾が、動き回る標的を追うように銃創の軌跡を残し続ける。

　掠っただけで、無痛ペインレス──人間は痛みを感じる前に消え飛んでしまうだろう。

　常識の範はん疇ちゆうに収まる者であるなら、こんな物理的に恐ろしい現象の標的にされでもしたら絶望は必至。きっと声を上げる間もなく蜂の巣に違いない。

　だが、アスモデウスは違った。

　迫る銃弾に臆さず、自らが観測した天使の羽を広げ縦横無尽に飛び回る。

「無限に掃射を続ける定点砲台だなんて、まったく厄介な『設定』を考えたわね」

　一対の純白の翼から幾つもの羽根が抜け落ちる。錯さく綜そうする銃弾と羽根とが現実と幻想を醸し出し、もはや圧倒的な非現実の光景として成立していた。

　交戦しつつ、相手の『設定』を看破し、有効な《脅威アルス》で無力化に追い込む。

　これが出来なければ従属特待生であり続けることは難しい。

　それを証明するかのように、

「バカの一つ覚えみたいに実弾兵器を振り回す。要するに、あんたはそれしか出来ない」

　アスモデウスの表情に焦りはなかった。

　ただ、その蒼あおい瞳が物語る。もはや勝敗は決したと。

　二基のガトリング砲を両サイドに停滞させ、絶え間なく実弾を無尽蔵に吐き出す固定砲台の足元に転がるのは、煙を吐き出す夥おびただしい数の空薬やつ莢きよう。

　だが、あるべきはずのものがない。

　それは次弾装填される弾帯。

　だからこそ、

「そう云うことね。あんたは空間転移系統の《観測者アルテフエクス》。ガトリング砲を同一座標に超連続転移させ、擬似的な浮遊を再現しているってところかしら。そして弾薬を砲身内へと直接転移させることで無限掃射を可能とした──かの悪魔『ハルファス』が要塞都市を建造し、武器弾薬で満たす『権能』に因んだ監修なんでしょ？」

　超高レートで掃射を続けることで生じる弾たま詰づまりすら解消した監修だと、アスモデウスは素直に感心する。任意の場所に軍勢を転移させる『権能』を、空間転移と絡めて解釈を施した素晴らしい同一視再現フアクシミレだと。

　だが、アスモデウスはただ感心しただけ。

「このグリフォンの翼は過去・現在・未来すべてを見通す『権能』を再現して、未来予知を可能としたわ。だからこそ、あんたが無尽蔵に攻撃して来ようが、弾道が事前に解わかるの。だから当たる訳がない。最初から勝ち目なんてあなたにはないってことよ。所詮この模擬戦の本質は、あたしの性能評価でしかないのだから」

　彼女が背に広げた天使の翼【偽ギ典テン：刺客なき反響翼アンチキル・エコー】。

　それが唸うなった。

　比喩表現ではなく実際に超音波を発したのだ。

　文字通りの意味で、純白の翼は非殺傷音響兵器と化した。

　ハルファスは顔を歪ゆがませ、両足で立っていることが辛つらそうに倒れこむ。二基のガトリング砲は回転を止めて明々後日しあさつての方向へと向いてしまった。

「【統べる王の指輪アニユラス】──典拠《神聖十二柱オリユンポス・輝く瞳を持った者グラウコーピス：アテネ》」

　その一瞬でアスモデウスは『指輪』を換装した。

　次の瞬間、純白に輝く翼は爆散し、ハルファスの正面目掛けて落ちる。だが緑のレーザーサイトが浮力を失い落下するアスモデウスの体たい躯くを捉えた。

　再び、毎秒百発の銃弾を吐き出す凶悪な砲身が二つ、空転を始める。

　対してアスモデウスは、黄金に光り輝く『指輪』を嵌はめた手を掲げて言った。

「かの叙事詩『神統記』の女神は、あらゆる邪悪や災厄を退ける絶対不可侵の楯たてを持つ」

「……楯なんか構えたところで防ぐのが関の山デスネ」

「あら？　誰が攻撃を防ぐなんて戯たわ言ごとを吐いたかしら？　神代の宝物具『アイギス』を保身目的でしか同一視再現出来ない原典なんかと一緒にしないでくれる？」

　二基のガトリング砲が充分な回転数に達して、数多あまたの銃弾を放ち始めた。

　命の灯ともし火びを消し去る《脅威アルス》だったが、アスモデウスの体躯はかすり傷一つ付かずにハルファスの正面へと降り立った。不可視の結界が彼女を護まもるように展開され、銃弾すべてを弾はじき飛ばしているのだ。

「あたしの偽典は、原典なんかの性能を遥はるかに凌りよう駕がしちゃうんですけど」

　蒼そう月げつのように鋭い眼めがフードの奥から覗のぞく。

　緊張感がカケラも感じられない声色、表情は残虐性に満ちていた。

「【偽典：絶対防楯アイギス】」

　直後、あれだけ空間を塗り潰すように轟とどろいていた銃声がピタリと止やんだ。

　アスモデウスの結界を打ち破らんと回転していたガトリング砲はもちろん、時間が止まったようにハルファスの体たい躯くも動かなくなってしまったのだ。

「あの有名な『逸話』を知らないの？　最強の楯アイギスには、とあるバケモノの首が埋め込まれている。原典は『カテゴリ５』だから、そんな現象までは観測不可能だったけど。あたしのＩＮＳ領域ならば『相手を石化硬直させるメデューサの眼め』を観測可能よ」

　ハルファスの戦意は一撃で粉砕された。

　どんなに暴力的な《脅威アルス》とて、アスモデウスには通用しない。そんな現実を突つき付けられたが如ごとく、指先一つピクリとも動かない。

　完全に停止した彼女に対して、さらにアスモデウスは可お笑かしそうに口を開く。

　本来ならば、対策防止の観点から秘匿しておくべき自らの『設定』を彼女は躊ちゆう躇ちよなく口にする。まるで情報が拡散されたところで困らない、とでも誇示するように。

　今一度、紫し門もん詠えい哉やは思い出す。

　赤ずきん姿の少女が、どんな悪魔の名を冠していたのかを。

「あたしは『指輪の簒さん奪だつ者』。ソロモン王の大切な指輪を奪った『逸話』から同一視再現フアクシミレを監修された従属特待生────大切な『設定』を奪う悪魔なのよ？」

　アスモデウスは、原典より優れた偽典を生み出す。

　劣化模倣コピーではなく完全上位互換アツプグレード。それは喩たとえるなら、まったく同一の『設定』を用いた二次創作の出来が、一次創作を遥はるかに上回ってしまった悲劇に等しい。悔しいなんて、そんな安い言葉では言い表せないだろう。

　悪魔『アスモデウス』の名を冠した少女は、お得意の台詞せりふを吐く。

「あたしに不可能は存在しない」





　　　　４



　アスモデウスの性能は『カテゴリ６』と判定された。

　全国四万名の《観測者アルテフエクス》の中でも、二・五パーセントしか覚醒しない存在。

　そんな超高レアリティを誇る評価を降くだされても、彼女は喜んだ様子など見せず当然と云いった態度で澄まし顔である。

　第三体育館に来ていることを伝えてはいなかったが、アスモデウスはＩＮＳ測定を終えると観戦室に現れ、紫門の前で立ち止まった。自分の模擬戦を紫門が観に来ない訳がない、と自信を持っていたらしい。

「よく僕の居場所が解わかったね」

「当たり前でしょ。あたしを誰だと思ってんの？」

　自らの性能を誇るように、コルセットで強調された胸を張る。

　手を後ろに組み、見上げるような蒼あおい瞳で見つめ、ソロモン王が使役したとされる七十二柱の三十二番目に紹介された悪魔の名を冠する少女は不敵な笑みを浮かべた。

「あんたと《契約》を結んであげた悪魔『アスモデウス』なんだから、たとえ喚起魔術エヴオケーシヨンを行使されなくとも降臨してあげる」

　ここで忘れてはならない事実が一つ。

　悪魔『アスモデウス』は、敬意を払えば非常に喜ぶと云いう伝承を持つ。

　逆説的に云えば、煽おだてなければ機嫌を損ねること必至。きっと数日は口を利いてくれなくなってしまうだろう。なので、

「ＩＮＳ測定の結果、僕の携帯情報端末Personal Data Assistantにも転送されたよ。やっぱりすごいね君は」

「七つの統轄学院がそれぞれ設置した脅威対策委員会の中でも、トップクラスの《脅威アルス》を誇る従属特待生。そんな『カテゴリ６』の悪魔と《契約》を結べるなんて、あんたの人生で最も幸せなことなんじゃない？」

　最高に嗜し虐ぎやく性が溢あふれる可愛かわいらしい嗤わらいを浮かべて、

「あたしのＩＮＳ領域……そろそろ『カテゴリ７』に到達するみたいよ？」

　その表情は上機嫌そのもので、柔らかそうな頬ほおは完全に緩んでいた。

　やっぱり褒められたかったらしい。でも褒めて欲しいとは自分から言わない。これは我わが侭ままと云うより、もはや天邪鬼あまのじやくと評価を下す方が正しいだろう。

「未いまだかつて『カテゴリ７』は同時に五名までしか存在したことがない。だからこそ規制機関も史上初の六人目として君には大いに期待しているらしいね」

「あ、でも……一つだけ気になることがあるの」

「どうした？　鯛たい焼やきでも食べるか？」

「えぁっ、違うわよっ!?」

　奇妙な声を上げるアスモデウス。

　軽く揶揄からかわれていることに腹を立てたのか、彼女はぷんすか頬を膨らませ、くるりと背を向けると、そのままスタスタと紫し門もんを置いて先へと進んでしまう。これには慌てて紫門も着いて行くが、廊下に出ると彼女は立ち止まっていた。

「最近、ちょっと変なのよ。や、別に、性能が落ちたとかじゃなくて……」

「どう云うことだ？　残念ながら僕はアスモデウス検定一級を持っている訳ではない。解わかるように言ってくれなきゃ通じないぞ？」

「……超ウザいんですけど」

　振り向いて、真紅のフードから蒼あおい瞳を覗のぞかせながら、

「あんたと《契約》を結んでから『設定』に違和感があるの」

　それは捨て置くには少しばかり危険過ぎる状況だと紫門も理解した。

　従属特待生は、監理官によって監修された『設定』を受け入れ、自分を伝説上の存在だと誤認────同一視再現フアクシミレすることで規格外の《脅威》を観測している。

　違和感の肥大化は、最悪の場合、破綻を招く。

　原因など紫し門もんはすぐに察した。

　そもそも《契約》とは、同一視再現フアクシミレを成立させる行為だ。

　監理官が監修した『設定』で自らの正体を誤認した少女たちが、規制機関に隷属する対価を約束してもらう約款を交わす儀式とも云いえよう。

　一ヶ月前、紫門はアスモデウスと《契約》を結んで彼女を悪魔化させた。

　だが、紫門は彼女の『設定』を一から監修した訳ではない。

「今のあたしは、あんたとの《契約》で現界しているの。でも────」

「君に対する『指輪の簒さん奪だつ者』と云う監修は、既に殉職した監理官が『設定』を補ほ填てんした同一視再現だ。一度は悪魔であり続けることを放棄した君を、僕が《契約》で悪魔『アスモデウス』として再臨させたとは云え、わずかな歪ゆがみがあるってことか」

　こくり、と頷うなずく。

　どうやらアスモデウスも同じ答えに至っていたらしい。

　本来ならば、イコールで結ばれているべき『設定』と《契約》が、噛かみ合っていない特異な現状こそ違和感の正体なのだと。

「あたしを監修……してくれる…………？」

　消え入りそうなほど小さな声だった。

　傲慢で不遜で、他人を見下すことで悦に浸る彼女らしくない。

　だが無理もなかった。従属特待生にとって、既に同一視再現を成立させている『設定』を弄いじらせるなど生きた心地がしないだろう。

　既に監修された従属特待生の『設定』を弄るなど、一から『設定』を監修するよりも難易度が跳ね上がる。失敗すれば誤認を成立させていた世界観を破壊してしまい、同一視再現そのものを崩壊させてしまう危険性を孕はらんでいる。

　それでも、そんなことなど承知で彼女は紫門の監修を望んだ。

　これは監理官を目指す紫門ならば、易やす々やすと越えなければならない壁だ。

　その重要性を正しく理解しているからこそ、

「解わかった。君に相応ふさわしい──絶対に諦めない《契約》を結んだ君に相応しい『設定』の監修を僕が行ってあげよう」

　そんな一言で、報われる少女がいるのならば。

　紫門詠えい哉やを騙かたる在りし日の少年は、その期待に応えなければならない。

「ありがと」

　愛いとおしそうにアスモデウスは呟つぶやく。

「【統べる王の指輪アニユラス】」

　その手に、黄金に輝く光の円環が宿る。

　それこそが『指輪の簒さん奪だつ者』と恐れられる悪魔の《脅威アルス》であった。

　魔術書『ゲーティア』や旧約聖書外典『トビト記』を主な出典とする悪魔の名を冠した少女は、ソロモン王から大切な『指輪』を奪った『逸話』を基に、他人の『設定』を奪う現象を観測可能としている。

「本来であれば、一人一系統の原則から『設定』を真ま似ねたところで同様の《脅威》を観測するなんて芸当は不可能に等しい。それを可能としているのが、君と云いう悪魔『アスモデウス』の名を冠する従属特待生の特異性だ」

　アスモデウスは豪胆な態度を崩さないが、それも演技だと紫し門もんは見抜いていた。

　彼女の吐露──何も特別なことなど望んでいなかったのに、すべてを規制機関に奪われたのだから皆も全員が等しく奪われなければ不公平。そんな歪ゆがんだ願いから『簒奪者』となる同一視再現フアクシミレを受け入れた事実を知ってしまった。

　本当は、ココアが好きな女の子。どこにでもいるような、少しだけ厨ちゆう二に病の拗こじらせ方が常識の範はん疇ちゆうから逸脱してしまっただけの女子中学生。統轄学院に『入学』させられていなければ、大好きな『王子様』と幸せな日常を過ごしていたはずの十四歳の少女。

　そんな境遇が『約束』を交わした少女と重なる。

「大前提の確認なんだけれども……君、何種類の『指輪』を換装出来るんだ？」

「ちゃんと数えたことはないけど……だって大抵の『設定』は誰かに影響されたとか、もしくは同じ時代、同じ環境で着想を得た偶然の一致とかばかりだもの。圧倒的独創オリジナルなんて確立するのは難しいから当然だけど……似たり寄ったりばかりで、尖とがって輝いて魅力的な『設定』はごくわずかだから愛用する『指輪』も偏っちゃうし」

「君と《契約》を結んだ一ヶ月で軽く調べたけれど、校内模擬戦どころか七支局対抗戦にも参加していたんだな。尽ことごとく『設定』を簒奪し、完全上位互換アツプグレードの《脅威》を観測して蹂じゆう躙りんを繰り返してきた……掛け値なしに、すべての《観測者アルテフエクス》にとって悪魔そのものだ」

「そゆこと。あ、因ちなみに無敗だから」

　自分の優秀さを語ることを忘れないアスモデウス。

　その視線は、どこか押し付けがましく、まるで「こんな有能な悪魔と《契約》を結べたことに感謝なさい？」と訴えかけているようにしか思えない。

「君の監修コンセプトは、対《観測者》戦闘特化だ。自分よりも性能が劣る相手の『設定』を奪って撃破することに尽きる」

「愉たのしいわよ？　あたしの方が凄すごい『設定』でしょってアピるの」

「嗜し虐ぎやく性極め過ぎだろ……格好悪いぞ格下イジメ」

「あら、心外ね。あたしからすれば、特徴のみを再現しただけでイキってる従属特待生にお仕置きしてあげてるだけなんですけど。だって【絶対防楯アイギス】を例にしても、原典の子は最強の楯アイギスなんて誰でも思い付くような結界の『設定』が限界で、相手を拒絶して石化硬直させる『メデューサの眼め』を再現するに至らなかったし。その程度で女神『アテネ』の名を冠するなんて烏お滸こがましいと思わない？」

　よっぽど君の方が烏滸がましい、と思ったが紫し門もんは言葉を呑のむ。

「それに勘違いしないでくれる？　格下どころか同格だって一方的に蹂じゆう躙りんしちゃうわよ？　簒さん奪だつしたところで方量観測値の法則から同レベルの《脅威アルス》にしかならないけど、相手の『設定』を看破して有利相性の『指輪』に換装しちゃえば倒せるし」

「いっそのこと『指輪』を嵌はめたら、対象のコスプレでもすれば良いんじゃないか？」

「……っ、あたしにあんなイタい格好しろって言うの!?」

　どうやら自分の格好は例外らしい。

「もし《小さな王の鍵ゲーテイア・序列三十五番：マルコシアス》の『指輪』があれば、君の大好きなグリフォンの翼と黒狼の耳が生えた赤ずきんの完成だぞ？」

「…………ありかも。そんな『設定』思い付かなかったわよ、時雨監理官でも」

　アスモデウスが口にした名に、紫門は顔色一つ変えなかった。

　その男は、かつて紫門のクラス担任であった。

　そして紫門に監理官のイロハを教え込んでくれた教官でもあった。

　目の前の少女は、五年前に時雨しぐれと云いう監理官と《契約》して悪魔になった。

　首席監理官と云う地位に相応ふさわしく、時雨は十二名の学院生徒の隷属化に成功した凄すご腕うでの持ち主である。少女に『権利』の褒美を与える代償として『義務』を課す《契約》は、極めて事例が少ない。誰が好き好んで、強制的に『入学』させられた統轄学院の駒に成り下がることを選ぶだろうか。その手腕は本物と認めざるを得ない。

　だがそんな時雨は。

　一ヶ月前、十三名目の監修ミスが原因で殉職を遂げた──ことになっている。

「性格はクズだし、女の子を騙だます最低野郎だったけど、監修に於おいては世界で一番優秀だと認めざるを得ないと思ってた。でも、その認識も改める必要があるようね」

　ことの真相を知らない無む垢くなアスモデウスは、

「紫門、あんたと出で逢あえて良かったわ」

　その笑顔が眩まぶしい。

　だって、紫門詠えい哉やは、その少女を救ってなどいない。

　この狼おおかみ少年は嘘うそを吐ついている。

　すべては、たった一つの目的の為ために目もく論ろんだ。

　かつて規制機関に連れ去られた幼おさな馴な染じみの少女を救うべく仕組んだこと。

　学院理事会より降くだされた課題『アスモデウスの懐柔』を達成する為だけに、従属特待生として生きる理由を与えた時雨を殺害。その結果、希望を完全に見失った彼女に《契約》を持ちかけ再臨させる形で簒奪を成し遂げた。

　そんな真相が隠されていることなど、悪魔の名を冠する少女は知らない。
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『これより識別番号KNT20－0208のＩＮＳ測定を行います』

　殺風景な第五体育館に、聴き心地の良い鈴の音のような少女の声が響く。

　声の主は《天頂に座す者ヘリオス・最古の三相女王トリウイア：ヘカテ》。規制機関・情報局『識別照会センター』に所属する従属特待生である。

　統轄学院の生徒たちが例外なく嵌はめられた『首輪』による『因子』の簡易測定と、識別照会センターの生徒情報を合わせれば、ヘカテの他人のＩＮＳ領域を感知する《脅威アルス》は規制機関が誇る完全なる捕捉システムの一部と化す。普段は監理官を補佐する管制官として機能する彼女だが、今日はＩＮＳ測定の進行役を務めていた。

　静まり返った第五体育館の中心、ライトで照らされた先で煌こう焚たき烽ほう火かが立っていた。

　二つの大きな赤いシュシュで結ゆわいたツーサイドアップ、着崩した学院制服の上から羽織った黒を基調とした漆黒のジャケット。普段とは異なる様相は赤く発光し続けるラインが入っており、どこかスチームパンクを彷ほう彿ふつさせる格好だった。

　そのルビーのように赤い瞳は、戦意が漲みなぎっていた。

『施設全体の耐火を確認。全シーケンスを確認しました。観測を開始して下さい』

　次の瞬間、烽火の片かた眼めに比喩表現ではなく白焔が点火する。

　ズドン、と激震が走ったと同時に《脅威》が起こる。

「【双翼対空輻射無反動砲ツイン・フレアバーストカノン】」

　紅ぐ蓮れんの炎が宿ったツーサイドアップにルビーのような鮮やかなメッシュが入り、そのテール部分がまるで砲身のように第五体育館の天井へと向けられたかと思えば、熱波と共に真紅の高出力ビームを吐き出す。直撃した部分がオレンジ色を帯び、そのまま飴あめ細工のように溶けて弾はじけ飛んだ。

　それだけでも驚くべきことだが、さらに目を見張るのは烽火の後ろ髪。

　通常、そんな高出力ビームを放てば、反動で後ろに吹っ飛びそうなものだが、彼女の長髪が真紅の粒子を吐き出しながら光の輪を展開していた。

　鋼鉄の天井をも溶かし落とす高出力ビームの反動を、完全に相殺しているのだ。

　発火系統の《観測者アルテフエクス》のＩＮＳ測定に適した第五体育館は、施設全体が防火コーティングされていたはず。それを易やす々やすと烽火の《脅威》は貫通させてしまった。

「ハッチ開けるの遅いから吹き飛ばしちゃった★」

　なんて台詞せりふと共に、烽火はツーサイドアップのテールを垂直に垂らすと、今度は天井に開けた大穴から飛び出るように飛ひ翔しようしてしまう。

　当然、観戦室からは見えなくなり、誰もが壁のモニターへと目を移す。

　そこには大空を舞う烽ほう火かの姿が映し出されていた。

『飛ひ翔しよう速度マッハ三を確認』

　いっそのこと清すが々すがしい常識外れの《脅威アルス》を告げるヘカテの声。

　烽火は施設を破壊したことを気に留めることなく、次々と雲に大穴を開け、自由自在に変態軌道を描く。紅ぐ蓮れんの炎を噴き、二つの太陽フレアを推進力として飛翔するなんて馬鹿げた『設定』を体現した烽火の勢いは収まらない。そのまま学院島から飛び去ってしまいそうな雰囲気だが、そんな彼女へと次の試練が迫る。

　それは鋼鉄の球の群。

　数は三十超え。もしかしたら五十近くある。

　おそらく念動系統か磁場系統の《観測者アルテフエクス》による追撃だろう。

　そして十中八九、それらには防火コーティングが施されているに違いない。

　しかし、きっと烽火は承知の上で、

「【多連装[image: ]炎噴進砲アンリミテツド・フレア】」

　太陽フレアを放出し続けるツーサイドアップではなく、背翼のように靡なびいていた後ろ髪が再び赤々と燃え上がり、灼しやく炎えんの槍やりを超連続で吐き出し続けた。文字通り多連装発射装置マルチプルランチロケツトシステムさながらの怒ど涛とうっぷりであった。

　灼炎の槍が直撃した鋼鉄の球は、氷のように溶け落ちる。

[image: ]

　音速三倍の飛ひ翔しよう、収束攻撃の威力、拡散迎撃の拒絶────そのどれも取っても、煌こう焚たき烽ほう火かの性能の高さを証明するには充分過ぎる《脅威アルス》として機能する。

『計測終了。性能評価が確定しました』

「何言ってんのさ、まだまだ本番はこれからっしょ★」

　ヘカテの終了宣言を無視し、烽火は高度を一気に下げ第五体育館と降り立つ。

　その傍かたわらに、防火コーティングを施していたと思わしき《観測者アルテフエクス》を一いち瞥べつすると、烽火は赤いメッシュの入ったツーサイドアップのテール部分を彼女へと向ける。

　目を見開いた少女に烽火は笑いながら、

「常識なんか捨て去った烽火様の『設定』を召し上がれ★」

　瞬く間もなく、再び【双翼対空輻射無反動砲ツイン・フレアバーストカノン】が怒号と共に炸さく裂れつした。

　二つの高出力ビームは、立ち尽くす少女を間に挟むように突つき進み、遥はるか遠くの海面へと着弾して巨大な水柱と膨大な水蒸気を発生させる。

　同時、烽火と対たい峙じしていた少女は腰が砕けたように倒れ込む。

　その圧倒的な《脅威》の差を魅みせ付けられ、完全に言葉を失っている様子だった。

『ＩＮＳ測定の結果「カテゴリ５」をお伝えします』
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「……やり過ぎだろ」

　一連の《脅威》を観戦室から眺めていた紫し門もんは、モニターに映し出された烽火の笑顔を見つめながら呟つぶやく。もちろん、烽火が誤って怪け我がを負わせるような真ま似ねはしないことなど解わかっていたので焦りはしなかったが、それでも驚かされなかったと云いえば嘘うそになる。

　モニターの中で、

「いえーい、烽火様『カテゴリ５』だって★　しぃっち見てるー？」

　なんて暢気のんきなことを言っている烽火に、紫門は本気で頭を抱えていた。

　すると、

「烽火ちゃん凄すごい」

　いつの間にか琉る海みが隣に立っていた。

「琉海もＩＮＳ測定終わったのか」

「うん。バッチリ性能評価してもらった」

「水流系統ってことは、第二遊泳場だったか。髪、ちゃんと乾かしとけよ？」

　その姿は、普段通りの学院制服。

　手に持った水着入れの中に白スク水着だのタオルは仕し舞まったのだろう。

　水色のメッシュが入った毛先がわずかに湿っていることから、きっと水中への飛び込みを敢行しただろうことだけは解る。とは云え、第二遊泳場は室内型の温水プールなので寒中水泳ではないだろうが、それでも十二月なので風邪が心配だ。

　と、琉る海みを眺めていると。

「もしかして白スク水着じゃなくてガッカリ？」

　こてん、と無表情で首を傾かしげる。

　そもそもクリスマスの時期にスク水姿、しかも幻と名高い白スクを拝めたのだけでも僥ぎよう倖こうである紫し門もんからすれば、こんなところで頷うなずく訳にもいかない。

　なんだかそれは、ちょっと負けた気分になる──何に負けたのかはさておいて。

「琉海はいつだって琉海だから魅力的なのであって、白スク水着だったからテンションが上がったりなんてする訳ないだろう。あるはずないじゃないか。まったく君は僕をなんだと思ってんだ。でも、また今度もし良ければ白スク水着拝ませて下さい」

「……やっぱり変態」

　ジト目である。

「ちゃんと診断書も貰もらった」

「そっか。お疲れ様」

　と紫門は応じるが、それ以上のことは言わない。

　否、言って良いのか紫門は正直なところ判わかりかねていたのだ。

　琉海の手には、性能評価をこと細かく記された診断書が握られている。

　それは《観測者アルテフエクス》にとって、己の『設定』をどれほど具現化したのかを示す、ある意味で通信簿よりも大事な指標そのものだった。

　だからこそ、

「頑張ったのか？」

「うん。私は私に出来ること、全部した」

　モニターの中で『カテゴリ５』判定を受けて喜ぶ烽ほう火かを見詰めながら、琉海は頷く。

　その表情は、いつもながらの無表情。どんな感情を内で抱いているのか誰にも知らせないように殻に閉じ籠る少女にも見えてしまうのは、気のせいではない気がした。

　感情の起伏が解わからないダウナー系女子の琉海らしく、

「大丈夫。紫門くん、気を遣わないで。その方が私も嬉うれしい」

　そのくせ他人の機微には敏感な琉海らしく、

「世の中、どんなに頑張っても出来ないことなんて山ほどあるから」

　水のように透き通った声で言う。

「努力だけじゃどうしようも出来ない。そんなことに執着しても無意味。私は今のままでも十分。だから大丈夫」




　沖おき泉いずみ琉海の診断書には『カテゴリ１』と書かれていた。
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　雲ひとつない空はオレンジ色に染まっていた。

　定期検査を終えて、紫し門もん詠えい哉やは学院島の沿岸部を歩く。

　彼が住む監理官宿舎は正反対の方角だが、煌こう焚たき烽ほう火かと沖おき泉いずみ琉る海みを学生寮へと送り届ける為ために遠回りの下校をしているのだ。

「最強最高最霊峰★」

　天井が木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛んだ第五体育館を背にしながら、ツーサイドアップのテール部分に火を灯ともした烽火は軽快なステップを踏む。ＩＮＳ測定で高位級『カテゴリ５』判定を勝ち取ったことで、かなりご満悦の様子だった。

　試験休みが明ければ、残すは終業式で冬休みに突入である。

　学院島は開放感に溢あふれていた。行き交う学院生徒たちの表情も明るく、どこか遠くで怒ど涛とうの《脅威アルス》が祝砲よろしく雲一つない晴れ渡った空へと打ち上がる。

「どうだった、しぃっち？　烽火様の格好良いとこ、バッチリ見てくれてた？」

「君には本当に驚かされるよ……天井吹き飛ばした時は、流石さすがに焦ったけれども」

「だって、あんな露骨に防火アピールされたらさー。発火系統の《観測者アルテフエクス》としては、ぶち破ってみろ！　て言われてるような気がしちゃってさー」

「カッコ良かった……っ！」

　隣を歩く琉る海みも無表情で親指を立てる。

「トンデモ科学じゃなくて魔術準拠なら、もっと良かった……っ！」

「いやいや、オカルト魔術よりも科学準拠の方が烽ほう火か様は『設定』の相性良いし」

「なんですと……烽火ちゃんなら魔術どころか魔法の域に達すると思うのに。残念」

　いつもと変わらない光景。

　気き宇う壮そう大だいな烽火に、洽こう覧らん深しん識しきな琉海。

　これだけ仲の良い二人だが、烽火は科学を極めて『カテゴリ５』に到達し、琉海は魔術を極めて『カテゴリ１』と云いう結果。

　そこには絶対的な壁がある。もはや絶望的とも云えるだろう。何がどう間違っても、まずひっくり返ることのない、可能性のカケラも存在しないことが確証されてしまっている逆転不可能の断崖絶壁に他ならない。

　烽火は、ことあるごとに《脅威アルス》を撒まき散らす。

　対して琉海は滅めつ多たに《脅威》を観測しない。否、今まで実際に彼女が《脅威》と呼べる現象を観測しているところなど、紫し門もんは見たことがなかった。

　残酷な気がした。

　妄想を具現化する力だとか。

　自分で考えた『設定』を発現させる特殊能力だとか。

　夢のように語られている《観測者アルテフエクス》とて、皆が全員、望んだ通りの《脅威》を引き起こせるとは限らないと云う現実があった。才能に近い。どれほど努力したところで『設定』の構築の範はん疇ちゆうでしかなく、基礎となる『カテゴリ』だけは、どうしようもないのだから。

　一ヶ月前、一人の監理官が、この性能の壁を突破しようと一つの監修を試みた。

　心的外傷後ストレス障害ＰＴＳＤ──とある少女の「日常に帰りたい」と云う思いを意図的に暴走状態まで追い込み、ＩＮＳ領域を『カテゴリ２』から『擬似カテゴリ６』へと飛躍的強化することを目もく論ろんだ実証実験である。

　忘れもしない、悪魔『ヴィネ』を同一視再現フアクシミレさせられた少女のことだ。

　結果的に高位級《観測者》と化した彼女であるが、その後どんな目に遭っているのかを知る紫門からすれば、とても度どし難がたい結末だった。

　その少女は、無理な同一視再現が祟たたり、現実を直視することが出来なくなってしまったのだ。性能は最も暴走確率の高い『カテゴリ３』まで低下してしまい、目と耳を塞がれ鎖に繋つながれた状態で隔離エリアの独房に幽閉されている。

　だから、紫門は真相を偽装した。

　時雨しぐれによる監修は成功していたが……時雨のことを殺害したのは紫門だが……それこそが一ヶ月前に発生した『時雨しぐれ事案』の真相だが、紫し門もんは時雨が監修ミスで殉職したことにしてしまった。もう二度と同じことが繰り返されないように。

　考えたくもないが、もしも時雨の監修が成功していたことが公になれば。

　きっと他の監理官も同じことをする。敢あえて負荷を掛け、本来なら届かない理想を少女たちに強引に掴つかませ、使い捨ててしまうだろう。

　それだけは絶対に我慢ならない。少女たちのことを結局は実験体としてしか考えていない規制機関に、そんな事実が露見すれば《観測者アルテフエクス》を待ち受けているのは地獄に他ならない。だからこそ紫門は自らの行いを悔いない。否。そうでもしなければ、たとえ積年の怨うらみがある相手とは云いえ、命を奪った事実に己の心が壊れてしまっていそうだった。

　そんな紫門に、

「あー、またしぃっち難しい顔してるしぃ」

　烽ほう火かの顔が目の前にあった。

　ずいっと吐いた息が掛かる至近距離。

　これには驚いて、紫門は上半身を後ろへと反らす。

　あと少し、ほんの少し動けば唇が接触していたかもしれないと云うのに、烽火はケラケラ楽しそうに笑うだけ。

「紫門くん、空返事で上の空。勝手に頷うなずいてた」

「……そんなことないぞ、バッチリ全部を聞いていたぞ？」

「ふーん、なら烽火ちゃんが何を言っていたか解わかる？　聞いてたって言った」

　琉る海みも、じーっと覗のぞき込む。完全に疑っているのは明白である。

「……すまん。実はさっきの烽火の《脅威アルス》が脳裏から離れなくて聞いてなかった」

「わー嬉うれしいこと言ってくれちゃうねー、しぃっちは。そっかー、烽火様の魅力に当てられちゃってたなら、仕方ないかな★」

「むーぅ」

「なんですか琉海さん。その人を嘘うそ吐つき呼ばわりしたそうな目は」

「だって絶対に嘘。ぷんすかぷん」

　喜ぶ烽火とは対照的に、琉海は無表情のまま頬ほおを膨らませてむくれてしまう。

「いやだって、烽火は僕が『療養』を担当する《観測者》だからさ、これから学院理事会にレポートを書かなくちゃいけないし」

「いや絶対に嘘なのに赦ゆるしちゃうなぁ、烽火様はしぃっちにはチョロいからねぇ」

「やっぱり疑ってんじゃねえかチクショウ」

「まあねぇ。だって、ほんとメッチャ怖い顔してたよ？　大丈夫？」

　明るく笑っているくせに、烽火の目は真剣そのものだった。

　ずるいな、と。不覚にもそんな感想を抱く。あくまでも烽火は解っていながら、無遠慮に好き勝手していながら、絶対に踏み込んで欲しくない所には触れない。

　そんな三人へ、




「あーっ！　やっと見つけた……っ！」




　これまた底抜けの明るい声。

　斜陽が差す海原を背にした少女が立っていた。

　きょとんとする烽ほう火かと琉る海みだったが、ただ一人、紫し門もんだけは再び顔が強こわ張ばる。

　そんな馬鹿な、と。嘘うそだろ、と。一体何が起これば、こんなことが起こるのだろうかと神の実在を信じたくなるような奇跡に直面したかのように。

　だって。

　その声は。

　その声の主は。

　恋い焦がれた最も聞きたい人の声だったのだから。

「置いてけ放ぼりなんて、あんまりじゃないですかぁセンパイ」

　だが。

　突然の違和感が生じる。

　聞き心地の良かった音楽に不協和音が起こったみたく、なんの予兆もなく認識が揺さぶられる感覚に陥った。
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「ども、アリスって言います。よろしくどうぞ♪」

　紫門たちの目の前に現れた少女は、そんな自己紹介をした。

　どう考えても偽名。誰が聞いても明らか。にも拘かかわらず自らを「アリス」と称した少女は悪わる怯びれる様子なく毅き然ぜんとしている。

「い、いや……ちょっと待って、なんだって？」

　容姿。声。そのどれを取っても、今、目の前にいる少女は、紫門が探し求めていた少女としか思えない出いで立たち。

　だが、その立ち振る舞いがズレていた。記憶にバグでも生じたみたいに、どうしようもない違和感だけが広がる。あの子は、少年が紫門詠えい哉やを騙かたって統轄学院に『入学』してまで探し出そうとした少女は、本当に彼女なのだろうか？

　その極め付けが「アリス」と云いう偽名。

　意味が解わからなかった。

「ですからアリスですってばぁ」

　その闖ちん入にゆう者しやに、驚きよう愕がくしているのは紫し門もんだけではなかった。

　烽ほう火かと琉る海みも心なしか身構えているように見えた。当然だろう、ここは統轄学院。自己愛を極めた結果、非常識な現象すらも観測することを可能にしてしまった《観測者アルテフエクス》が集う場所だ。思い込みが激しい子で溢あふれている。

「アリス……ちゃん？」

「なんでしょう、琉海先輩？」

　疑問形で尋ねる琉海に全力で頷うなずく「アリス」と名乗った不審少女。

　確かに統轄学院では偽名使用が横行している。すべての学院生徒が識別番号で管理され、挙げ句の果てに生徒手帳にすら本名が記載されていない特性上、彼女たちは《脅威アルス》を観測しやすいように己の名すら偽る。

　煌こう焚たき烽火や沖おき泉いずみ琉海だって、そのあまりに系統に傾倒した名は、統轄学院に『入学』する前から名乗っていた戸籍上の本名なのか怪しいが、それにしたって「アリス」としか名乗らない少女に対しては若干引いているようだ。

「えと、苗みよう字じは……？」

「え、別にないでーす。ただのアリスじゃダメですか？」

「いや烽火様も自分の苗字、わりとヤバい自覚はあるけどさー」

「そうなんですぅ？　カッコイイと思いますけど。煌焚ってメッチャ光ってそうで」
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「うん、ありがとね……？　でも、流石さすがに苗みよう字じなしはどうかと思うなー……」

「それじゃそうですね、んー、御お伽とぎアリスってことでどうでしょう？」

「超適当!?　そんなことってあるっ!?」

　仰天する烽ほう火かと同様に、琉る海みも無言のまま困惑していた。

　コミカル過ぎて流してしまいそうになるが、紫し門もんの表情は晴れない。

　アリスと名乗った少女が、紫門の探していた少女──としか思えない既視感を覚えさせるくせに、言動含めた立ち振る舞いが一致しないこともそうだが、それ以前に彼女の格好が意味不明を極めている。

　まるで不思議の国から抜け出したかのような少女の格好。

「あ、これですか？　アリスは童話を『設定』の基盤にしてるんで」

　紫門の視線の意図を正しく理解したのか、アリスと名乗った少女は自らの衣装を見せびらかすように広げ、ついでと云いわんばかりにその場でターンを決める。

「こちら相棒の遅刻魔ウサギちゃんW h i t e　R a b b i t , 1 9 9 6、よろしくでーす。全人類の頭の中をピョンピョンさせちゃおーと思いまーす♪」

　ぶわっと広がったスカートのフリル地獄からパニエが覗のぞく。

　紫門は見なかったことにして、全力で視線を海へと反らしたものの、

「……センパイ、今、パニエでドキッとしましたよね？」

「何な故ぜそれをッ!?」

「この子、もしかして読心系統の《観測者アルテフエクス》なのかっ!?」

　烽火は冗談っぽく笑うが、紫門からすれば冗談では済まされない。

　紫門は、その心の内に絶対にバレてはいけない秘密を幾つも抱えている。心理を丸裸にされてしまう、取り分け読心系統に関しては天敵とも云える存在なのだから。

　笑っている場合ではない。なのに、

「ほれほれぇ、パニエなら見放題ですよぅ、センパイ」

「なんだってー!?　ならば烽火様もっ、見て見てしぃっち！　スパッツだよ★」

「馬鹿なのか君たちは馬鹿だよなッ!?　羞恥心を持ちやがれ!!」

「とか言っておきながら。紫門くんの視線、釘くぎ付づけ」

　琉海の冷たい声。

　じーっと無言のまま見詰められてしまう。

　超ちよう弩ど級きゆうの心に来る台詞せりふが吐かれるかと身構えていると、

「白スク水着、ちらっ」

「予想外の展開キター!?　なるほど水着入れはブラフ、水流操作で速乾かっ！」

　三人の美少女が、自らのスカートをたくし上げ、中身をご開帳しているトンデモ現場の爆誕である。なんだこれは天国か、と紫門詠えい哉やは絶叫する。

　パニエとアーガイル柄タイツ、スパッツと黒ニーソ。そして白スク水着と──

「太ふと股もも眩まぶしっ、その輝き一等真珠かっ!?」

「っ！」

　ここまでくれば、もはや自や棄けである。

　ボディビル大会の掛け声よろしく叫ぶだけである。

　だが、そんな紫し門もんの言葉に我に返ったのか、ちょっとだけ赤面しながら琉る海みがスカートを全力で下ろす。

「流石さすがに恥ずかしかった……」

　琉海だけ露出面積がヤバかったのは事実だ。

「頼むから君たち自分が可愛かわいい女の子だって事実を忘れないでくれよ。相手が僕じゃなければどうなっていることやら……」

「こんなことでドキドキしちゃうとか、もしかしてセンパイって純情さんですかぁ？」

「てか、ずっと気になっていたんだけど、なんだそのセンパイって」

「だってアリス、中等部三年生なんで。だからセンパイ」

　指差して、クスクス笑っている。

　あれは絶対に他人を馬鹿にした目付きだ、と紫門はげっそりする。どうやら相当けしからん後輩らしいことだけは解わかった。
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　そんな珍事件が発生し、下校する一行に「アリス」と名乗る少女が加わる。

　どうにも掴つかみ所のない後輩だった。人懐っこさが異常値を叩たたき出すレベルだが、神秘のベールに包まれたミステリアスな雰囲気も混在している。完全に烽ほう火かや琉海と同種のトラブルメーカーの気配があるので、紫門も先が思い遣やられていた。

「あ、そうだ烽火先輩！」

　表情がコロコロ変わるアリスは烽火へと向き直り、

「さっきのＩＮＳ測定見てましたよ、パないですねー烽火先輩は」

「おっとー？　これはもしかして烽火様、めっちゃ褒められてる感じ？」

「太陽フレアを推進力のみならず攻撃転用しちゃうとか天才なんですか。排熱板を兼ねた後髪でバランス調整。尾翼の機能を付与して立体的な動き。マジで痺しびれました、握手して下さい、サインも下さい、是非とも是が非でもよろしくどうぞーっ♪」

　求められた握手に烽火は快く応じる。

　こうして烽火が尊敬の眼まな差ざしを受けている光景を目撃してしまうと、どうにも変な感じがする。いつも隣で馬鹿ふざけしているクラスメイトが、今話題の映画のヒロインに抜ばつ擢てきされた記者会見でのインタビューを見るような感覚に近いのかもしれない。

　だが、烽ほう火かが学院生徒から支持されるのも頷うなずける。彼女の性能は『カテゴリ５』で、それは正真正銘の上位一割を意味するのだ。

　こうしてファンがいて、持もて囃はやされてもおかしくはない。

「アリスちゃんは科学準拠？」

　そんなアリスに、静かに琉る海みは問い掛けた。

　いつも通りポーカーフェイスを決め込んだ無表情だが、紫し門もんには解わかる。あれは少しだけ面白くないと感じているに違いない。

　琉海は科学をトンデモと称して謙遜し、魔術に傾倒した思考の持ち主だ。だからこそ、どうしても対立項になりがちな科学準拠の『設定』とは、相性が悪いらしい──と云いうのに関係するか知らないが（きっとそうだが）理系教科の成績は芳かんばしくなかった。

「しゅっ、しゅっしゅ……っ！」

　ご覧の通り、シャドーボクシングまで敢行する始末である。

「え？」

　とアリスが驚くのも無理はなかった。

　そもそも『設定』に科学準拠か魔術準拠かなんて指標はない。

　どちらかに傾倒していなければならない所以ゆえんもなく、なんなら魔導科学だの超科学魔法なんてウルトラ頓珍漢な『設定』も存在するくらいだ。

　だが、

「そんなことないですよぅ？　なんならバリバリ魔術も好きです。琉海先輩はケルト系譜の西洋魔術を黄金の夜明け流にアレンジした自己現実と個性化を目指す意識制御を基盤とした水霊の巫み女こが元ネタ。奇跡にも匹敵する魔法ではなく、あくまでも技術体系として生み出された魔術を『設定』に落とし込んだ儀式魔術の使い手なんスよね？」

「すごい適確くりてぃかる……っ！」

「アリスは童話で超融合ハイブリツド目指してますから、そこんとこよろしくでーす」

　ぺこり、と腕に抱えた遅刻魔うさぎちゃんとやらと一緒に一礼。

　琉海は口を三角形に窄すぼめながら、手をパチパチ。起伏が解りにくい彼女からすれば、もはや大絶賛にも等しい。スタンディングオベーションである。

　童話で超融合なんて意味不明な『設定』はさておき、どうやらアリスの魔術に関する知識も本物のようだ。そうでなければ、あのオカルト好きを拗こじらせて《観測者アルテフエクス》になった琉海がここまで喜ぶことはない。

　そこからルーン文字がどうとか、ケルト魔術が云うん々ぬん、さらには召喚魔術インヴオケーシヨンと喚起魔術エヴオケーシヨンの混同が何某なにがしやら……。きっとその手の厨ちゆう二に的知識に餓うえている人が聞いたら大興奮間違いなしのトピックで大盛り上がりする琉海とアリス。

　敢あえて言うまでもなく、科学準拠で『設定』を構築する烽火と、そもそも常識の範はん疇ちゆうに収まっている紫し門もんには最初から最後までチンプンカンプンな内容である。

「どうしたの紫門くん」

　普段は水面のように穏やかな琉る海みの瞳が、これまでにないほど輝いていた。

「阿あ呆ほうみたいな顔。もしかして知らない？」

「ダメじゃないですかぁセンパイ。監理官たる者なら知っとかなきゃ困りますよぅ」

「アリスちゃんの言う通り。これくらいの知識はあって欲しい。悪魔を使役する関東管区支局附属の監理官なら喚起魔術エヴオケーシヨンに長たけてないと」

「長けてないとどうなるんだ？」

「魂奪われる」

「怖っ！　悪魔怖っ……て、悪魔だから怖くて当然か」

　後で詳しく調べておくとしよう、と決意する紫門だったが、このまま琉海──と云いうかアリスのペースで話が進行するのも面白くない。なので、

「あんまり度が過ぎるような『設定』は考えるなよ？」

　などと少しは監理官の候補生らしいことを言ってはみたものの、

「度が過ぎたレベルで云えば、センパイも負けてないと思うんですけどぉ」

「僕が？　いつそんな厨ちゆう二にを発揮した？」

「戦闘幇ほう助じよ行為《接続アドホツク》をＩＮＳ領域の掌握目的で行使するとか、正気ですか。フツーに考えて頭ぶっ飛んでてもおかしくないですからね？」

　その言葉に、紫門は表情一つ変えずに警戒心を高める。

　ただ普通の会話に、いきなりショットガンを突つきつけられたような気分だった。

　それは紫門が一ヶ月前の『時雨しぐれ事案』で行使した解決方法だが……かなり高次元のアクセス権限を有する情報ではなかったか？

　再び「アリス」と名乗った少女に疑念を抱く。

（もしかして、この少女の正体は、■■■■■なのかもしれない）

　だが、

「え、しぃっちそんなことしてんの……？」

「がくぶる。危なくない……？」

　そんな紫門の心中になどお構いなく烽ほう火かと琉海が慄おののく。

　彼女たちが驚きよう愕がくするのは御ご尤もつとも。正気を疑われても仕方ないと紫門も思う。

　監理官と《観測者アルテフエクス》の認識を同化させる《接続》は、世界を誤認する少女たちが『還かえるべき現実』を見失わないよう、監理官がサルベージする為ためのシステム。

　これは主に、従属特待生のリミッター解除に使われる機能だ。

　正しい世界を認識している監理官が現実へと引き上げてくれる確証があるから、彼女たちは引き返すことを考えず《脅威アルス》を撒まき散らすことが可能なのである。だが、もしも監理官が《脅威アルス》に認識を歪ゆがめられれば、二人して精神崩壊を起こす諸もろ刃はの剣でもあった。

　突つっ走る少女の首輪に繋つながれたリードを引っ張る、と云いうイメージ。

　断じて、間違っても正面から否定する為ためのシステムではない。

　それを承知で紫し門もんは《接続アドホツク》を行った。何な故ぜなら、完全に現実と理想の境界を見失っていた少女ヴイネを助けるには、この方法しかなかったと思ったから。もしも紫門が《接続》していなければ、今頃あの少女は、己の心象世界に押し潰され二度と彼女が望む「日常」へと帰ることは出来ない身体からだになっていただろう。

「……危ないことはやめてよ」

　案の定、烽ほう火かがそんなことを言う。

　こうなると解わかっていたから、紫門も彼女たちに黙っていたと云うのに。

「しぃっちがいてくれれば烽火様は、それだけで……」

「烽火、それ以上はなしだ。僕は今でも選択を誤ったとは思っていないよ」

「センパイはＩＮＳ領域に関するレポートが高く評価されてますし、これは在学中に監理官になれちゃうかもしれませんねぇ♪」

　若干ピリついた空気になったと云うのに、そのことに気付いていないのか、それとも天然を装っているのか、アリスは能天気な声でニヤニヤ笑う。

「てか、モテモテじゃないですかセンパイ」

　つんつん、とアリスに突つつかれる。

　こそばゆい感情が沸き起こりそうにもなった。

　だが、ここでも紫門は形容し難がたい違和感を覚える。

「ん？　どうかしましたかセンパイ？」

　なんだ、と。

　紫門は自らに問う。

　その疑問は、とっくに解消していた。

　だが、頭がそれを理解することを拒んでいた。

　そもそもの話、このアリスと云う少女は最初からおかしかった。

　ついさっきの会話もそうだが、初邂かい逅こうは一ヶ月前。件くだんの『時雨しぐれ事案』が収束した翌日にアリスは紫門とアスモデウスの前に姿を現した。

　あまりに衝撃的な既視感デジヤヴから、もう何度も夢に見た場面。

　その際、アリスは不思議な国の住民としか思えない格好をしていた。

　統轄学院では、基本的に学院制服の着用が義務付けられているにも拘かかわらず、アリスはオリジナル装束に身を包んでいたのだ。

　制服着用の義務に縛られていない存在など、心当たりは一つしかない。

　御お伽とぎ噺ばなしの世界から抜け出した赤ずきん姿の少女と同じく、

（この子、もしかして従属特待生か……？）

　だとすれば説明が付くのだ。

　烽ほう火かや琉る海みの『設定』を知っていることのみならず。

　どうして紫し門もんが『時雨しぐれ事案』の際に《接続アドホツク》を行った情報を知っているのか。

　考えてみれば当たり前のことで、あらゆることにアリスが詳しいのは従属特待生だからであり、つまりはアクセス権限が与えられているとすれば腑ふに落ちる。

　だからこそ、紫門は認めたくない。この、どう考えても探していた幼おさな馴な染じみとしか思えない少女が、よもや従属特待生になっていたなど。

（……一体どんな冗談だよ、ありえないだろ）

　出来ることならば、今すぐにでも確かめたかった。

　もしかして君は、君なのか、と。

　だが。

　あの子が従属特待生になってしまったなんて事実を認めたくない。

　助けに向かった少女が、死ぬほど怨うらんでいた敵の手駒になっていたなんて、そんな残酷なシナリオに紫門は耐えられそうにもなかった。

　それは監理官により『設定』を監修されたことを意味する。基盤とも云いえる最も大切な場所を弄いじられたことを意味する。紫門詠えい哉やを名乗っている少年にとって、大事な少女の精神をグチャグチャにされたことを意味する。

　だから、

（……いいや、アリスがあの子な訳がない）

　無用なことを言って烽火や琉海との仲に水を差したくないと考えた。

　あるいは確かめることが怖かったから後回しにした、とも言えなくはない──そうとしか言いようがない。




「そんな弱腰だから俺に奪われたんじゃねえの？」




　かつて命を奪った男の声が反はん駁ばくした。

　時雨監理官は、本当に本質を見抜くことに長たけていたと思わされる。

　心から愉たのしそうに笑うアリス。そんな彼女の従属特待生としか考えられない格好について何故か触れない烽火と琉海は、可愛かわいい後輩を交えて姦かしましく騒いでいるが、紫門詠哉を騙かたる少年だけは疑いの眼まな差ざしを向けていた。
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　同時刻、第三体育館の観戦室にて。

「ふざけてんじゃねえぞ？」

　仮採用監理官・繰くる部べは憤慨していた。

　評定平均ランキング第二位の彼が手にした携帯情報端末Personal Data Assistantには、一名の従属特待生のデータが表示されていた。

「このオレが《仮契約》を結ぶ相手がテメエ？　どんな冗談だオイ」

　足を組んで椅子にふんぞり返りながら繰部は悪態を吐つく。

　その視線の先には、情報端末に映し出された少女。鉛のようなグレー色の軍服ワンピースの上から、サイズの合っていない大きなコートをマントのように羽織って、小さな体たい躯くをすっぽりと覆い隠して立っていた。

　淡い灰色に脱色した癖っ毛と藍色の瞳が、どこか儚はかなげな人形を思わせる。

　先程、アスモデウスのＩＮＳ測定で当て馬にされた従属特待生。

　悪魔『ハルファス』の名を冠した《観測者アルテフエクス》だった。

　素直に言えば気に食わない。そんな感情をちっとも隠すことなく、繰部は暴言をハルファスへと浴びせていた。

　彼が憤りを覚えている理由は、実に簡単なことだった。

「よりにもよって『カテゴリ４』判定が降くだった落ち零こぼれなんかと《仮契約》だと？　第一位の紫し門もんが『カテゴリ６』と《契約》を成立させたって云いうのに、第二位のオレに充てがわれたのはテメエみたいなクソ産廃かよ」

「……ごめんなさいデス」

　繰部の威圧的な態度にハルファスは、ただオロオロとたじろぐ。

　きっと、元の性格からして、口数の少ない引っ込み思案なのだろう。彼女は自信がなさそうに自らの性能を詳細に示された診断書を差し出す。だが、繰部は一いち瞥べつしただけで受け取る素振りなど見せない。

「クソ産廃の《脅威アルス》なんざＩＮＳ測定を観てりゃ理解出来る」

　ハルファスは転移系統の《観測者》だ。

　同一座標軸へと対象を絶えずテレポートさせ続けることで、二基のガトリング砲を傍かたわらに浮遊させることを可能としている。

「一見、その性能は擬似的なサイコキネシス。だが、最大の強みはガトリング砲を出現させることじゃねえ。弾薬帯に頼らず、砲身へと直接転移させる次弾装そう填てんこそが、弾たま切ぎれも弾詰まりも起こさない固定砲台と化すこと────でもねえよな？」

　繰部の見解は、さらに一歩先へと及ぶ。

「テメエの超連続転移の真髄は、同一座標軸への対象の固定化────掃射による反動ですら無効にすることだ。たとえ揺れるヘリの中からでも、ガトリング砲から照射される緑色のレーザー照準は一ミリも動かない。標的の座標から必ず命中する位置を逆算し、そこに超連続転移でガトリング砲を出現させる。それこそがテメエの《脅威アルス》だ」

「……はいデス」

　同一座標軸への超連続転移と云いう利点を、繰くる部べは正しく理解していた。

　その上で、

「お粗末なクソ産廃だな」

　繰部はハルファスが『カテゴリ４』だから、産廃扱いしている訳ではない。

「テメエは従属特待生なんだぞ？　与えられた役割はなんだ？　そうだよな？　ガトリング砲を掃射するなんて手加減不可能な破壊行為しか為なせない《脅威》で、どうやって抑留被験体を無傷で無力化させることが出来るってんだ？」

　その指摘にハルファスは、ただ黙っていることしか出来なかった。

「さしずめ『カテゴリ４』でも『設定』次第で大量破壊が可能であることを証明する為ためだけに監修された──実証実験。同一視再現フアクシミレが成立した時点で、テメエは無価値に成り下がった訳だ。せいぜい高位級の性能テストに使うくらいしか活用法がねえ」

　これだけ言われても、ハルファスは反感の表情一つ浮かべない。

　反論なんか出来なかった。なんせ繰部の言葉は酷ひどいが、その内容を否定するだけの反証を彼女は持ち合わせていなかったのだから。

　転移系統でありながら自身を対象にすることが出来ない。そんな弱点を補う為に施された監修だと《契約》を結んだ監理官は言っていたが、それが嘘うそであることに気付いたのは同一視再現を終えた後のこと。

　中域性能ミツドレンジによる二次的現象で高域性能ハイエンドに相当する『設定』の実証実験。

　その為だけに少女は悪魔『ハルファス』として産み落とされ、既に用済みとなったのが事実であり、事実である以上、それを揶や揄ゆされたところで彼女は自らの有用性を語ることなど不可能だった。

　ハルファスはただ、困ったように笑うだけ。

　対して、繰部は闘志剥むき出しの笑みを浮かべて産廃と評した少女を見詰める。

「学院理事会からの課題は見え透いてんだよ。テメエみたいなクソ産廃を、まともに使えるレベルの従属特待生に監修し直せってことだろ？」
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　結局、紫し門もんはアリスに尋ねることが出来なかった。

　学生寮の前に着くまで、アリスが本当に『約束』の少女なのか。

　そんな思考だけに支配されていたせいで、一体どんな会話を烽ほう火かや琉る海みと交わしていたのか頭の中に入って来なかった。

　ただ、最後の別れ際にアリスが放った一言。

「センパイも明日、アリスと一緒に遊んで欲しいですぅ♪」

　烽ほう火かや琉る海みと十数分で打ち解け合い、翌日に遊ぶ約束まで漕こぎ着けたらしい。

「じゃー明日、また逢あおうね、絶対だよーしぃっち★」

　ハイテンションの烽火が飛び回る横で、

「楽しみ」

　バイバイ、と小さく手を振る琉海。その声はいつも通りのダウナー系で、何を考えているのか解わからなかった。

　そんなことを思い出しながら、缶珈琲コーヒーを飲みながら紫し門もんは監理官宿舎へと急ぐ。

　すると背後から、

「まったく感心しないわね。こんな夜道を仮採用監理官が一人で歩くなんて」

　闇夜から、ぬっと赤ずきん姿の少女が現れる。

　月明かりに照らされて、その幻想的な格好は美麗さが際立っていた。他でもない、紫門が懐柔した悪魔である。

「どっから現れたんだ、君は……」

「魔道書『ゲーティア』の序列七十二番『アンドロマリウス』を同一視再現フアクシミレした従属特待生から奪った【偽ギ典テン：影なる常闇の渡航者ダークハイド・シヤドウ】よ」

　その指元で光り輝く小さな『指輪』を眺めながら紫門は、

「悪や不正を見つけ出し、己が信じた正義を行使する義賊的な悪魔……だっけか？」

「あら、少しは悪魔について勉強したのかしら？」

「琉海が詳しいからね、よく時間を見つけては教えてもらっているよ」

「そう……沖おき泉いずみさんがね。あの人、すごく魔術に詳しいわよね。性能さえ満たしてれば同一視再現を成立させられるレベルだと思う」

「で？　なんだって君は忍者みたいなコスプレしてんだ……？」

　真紅のフードに加えて、アスモデウスは長いマフラーを巻いていた。

　よく見れば、普段の装束とも細部が若干異なり、布の一部が黒い網目模様のレースになっていたり、クナイなんかを腰にぶら下げていたりしている。

　絵に描いたような、赤ずきん（くノ一コスプレ）であった。

「あんたが監修した『設定』でしょうが……っ！　あの子、なんか自分を忍者の末まつ裔えいだと思ってるみたいで、いつも通りに『指輪』を嵌はめたらこんな格好になっちゃったのよ……」

　ちょっとセクシーさに上方修正が入ったアスモデウスは顔を赤らめながら、

「アンドロマリウスは、影を起点とした空間転移系統の《観測者アルテフエクス》なの。影限定だから日中はアレでも、夜間なら無敵の潜在スキルになるわ」

「……じゃあ何か？」

　自らの厨ちゆう二に的知識をひけらかすアスモデウスに対して、

「君は陽ひが沈んでから、今まで僕の後ろをツケていたってことで大丈夫か？」

「人聞き悪いこと言わないで。じーっと影から忍者みたいに見守ってあげてたの」

　その表情は、まるでイタズラが見つかった少女のように朗らかだった。

「あたしにご褒美を渡す権利を与えてあげる」

「超上から目線だな」

「当然でしょ、あたしはあんたと《契約》を結んだ悪魔なのよ？　悪魔をタダで使役出来るとか思ってないでしょうね？　ほんとバカなんじゃないの？　てか、バカよね？　びっくりするくらいバカな発言だって自覚あんの？」

　ご褒美ちょうだいよ、とアスモデウスは小声で付け足す。

　そこで突然、紫し門もんは足を止める。急に止まったものだから、その背中に顔面ごと突つっ込んで「あだっ!?」なんて悲鳴が発せられたような気がしたが、紫門はノーリアクション。

「な、何よ……どしたの？」

「……こっちの道は通らない方が良いかもな」

「どして？」

「………………………………おいしい海鮮丼の店がある」

　ギャグに聞こえるかもしれないが、これでも紫門は大真面目であった。

　悪魔『アスモデウス』を撃退する方法を、以前オカルト好きな琉る海みから聞いたことがあった。それは魚の内臓を燻いぶすことだ。そんな『逸話』が複数の有名な出典から確認されている彼女だからこそ、魚に関しては露骨に嫌がる。

　かつて鯛たい焼やきをあげたら絶叫された過去がある紫門からすれば、あんな阿あ鼻び叫きよう喚かんを再び拝みたいとは思わない。それに、自分のことを本当に悪魔『アスモデウス』だと思い込んでいる少女には、撃退に用いられたアイテムを目撃することは冗談抜きで堪え難がたい苦痛になり得る。ヴァンパイアにふざけて直射日光を浴びせるような拷問に等しく、下手をすれば再起不能に陥ってしまうだろう。

　だからこそ紫門も監理官を目指す者として気を遣った。

　なのに、

「その、魚……ダメなんだろ？」

「切り身なら大丈夫よ」

「大丈夫なのかよ！」

　衝撃の事実に、紫門は驚く他なかった。

「鱧はもとか美お味いしいじゃん？」

「しかも食えるのか!?」

「サバ味み噌そ大好き」

「鯛焼きは？」

「論外」

「難儀だな、おい」

「お魚の形が無理なの」

　唇を尖とがらせ、アスモデウスは当然のように語った。

「切り身の鮭さけなら塩焼き大丈夫。まるごと鮎あゆの塩焼きは無理。破壊光線出ちゃう」

「破壊するな」

「どうしても食べて欲しいなら、お寿す司しなら奢おごらせてあげる。あ、でもお魚の頭部飾った舟盛りとか信じらんない。あんなの拝んだら気絶するわ」

「そこだけ聞くと、なんか普通の女の子っぽいな。グロいって気持ちも解わからなくはない」

「や、そゆのじゃなくて。単純にエジプトに幽閉された記憶が蘇よみがえるから無理なの」

「君……絶対に魚料理好きだろ。それを『設定』が阻害しているだけか？」

「だって、ほら。あたし悪魔『アスモデウス』だし」

　そんなたわいない会話を引き裂くように、突如として二人のＰＤＡが鳴った。
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　学院島中央部に聳そびえ立つ『バベルの塔』の上層階。

　評定平均ランキング第一位の仮採用監理官と云いう身分であっても、未いまだに踏み入れたことがなかった聖域に紫し門もんは立っていた。

　広い部屋の中央に、大きな円卓が一つあるだけ。無機質な蛍光灯が妙に眩まぶしく、どのような嘘うそも不正も白日の下に晒さらされてしまうかのような錯覚を覚える。あまりに燦さん然ぜんとした「正しさ」の気配に、紫門は無意識に目を細めてしまう。

　大円卓を囲うように並ぶのは七つの席。

　その最も上座に位置する椅子に、一人の少女が座っていた。

　艶つややかな青紫色の長髪に紫水晶のような瞳。黒と白の二色を基調とした軍服ワンピースの随所には豪ごう奢しやな金の装飾が鏤ちりばめられ、過剰なほど長いマントを召していることも相あい俟まって格式高い空気感が場を支配する。謂いわば、黒染めの白雪姫と云えよう。

　その正体は、

「脅威対策委員会《七罪源ペカトウム》所属、ルシファと申します。以後お見知り置きを」

　おそらく誰もが知っている有名な悪魔の一柱。天界軍の総司令たる天使長だったにも拘かかわらず、あまりに『傲慢』を拗こじらせた結果、神に叛はん逆ぎやくした罪で堕天した魔王。

　そんな悪魔の名を冠する少女は、黒タイツの脚を組み不敵に笑う。

「夜分遅くにも拘わらず、招集に応じてくれたこと感謝致します。紫門候補生。学年首席の碩せき学がくであらせられる貴方あなたならご存ぞん知じかとは思いますが、自己紹介を兼ねて《七罪源》についてお話しておきましょうか」

「ありがとう。正直、僕も君たち従属特待生を全員把握している訳じゃないからね」

　すると円卓を挟んで対たい峙じするルシファは、少しだけ眉を顰ひそませた。まるで「なんで私のことを知らないの？」とでも言いたそうな表情だった。

　それでも、すぐに澄ました顔に戻す。

　しなやかな手付きで黒革の手袋を嵌はめた指を組み、まるで無む垢くな羊に知識を授ける神が如ごとく優美な表情で言葉を紡ぐ。

「従属特待生は、所属する学院ごとに異なる出典が引用されます。これは同一視再現フアクシミレの完成度を高めるべく、意図的に揃そろえられているからです。関東管区支局附属では『ソロモン王が使役した悪魔七十二柱』をモチーフとした《小さな王の鍵ゲーテイア》が主流であることはご承知でしょう。では『七つの大罪』をモチーフとした《七罪源ペカトウム》が存在する理由ですが、私たちは脅威対策委員会に属する従属特待生でありながら、その役割が他の従属特待生とは大きく異なるからです」

「脅威対策委員会の本質は、新たに覚醒した《観測者アルテフエクス》の保護と、暴走状態に陥った彼女たちの鎮圧──無傷で無力化させる治安維持だったね？」

　青紫色の長い髪を手で梳すきながら、ルシファは紫し門もんの言葉に頷うなずく。

「脅威対策委員会《小さな王の鍵》が、抑留被験体を取り締まる従属特待生であるのに対し、私たち《七罪源》は、従属特待生を取り締まる従属特待生。超常現象規制機関の眷けん属ぞくとして規範たる行動を心掛けているか、監視・査察する役割を仰せつかっております。もしも不穏な動きがあれば造反者を見つけ出し、必要とあらば処罰を科す──そんな脅威対策委員会の内部監査室のトップを務める悪魔『ルシファ』です」
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　そう言うと、ルシファの体たい躯くが宙へと浮かび上がった。

　黒を基調とした装束の腰の辺りから、漆黒に染まった六枚の翼が噴き出し、その周囲に闇のオーラを全方位に放つ。

「最上級フラグシツプ『カテゴリ７』に列席する《観測者アルテフエクス》ですので、どうかお忘れなきよう」

　たった五名しか存在が確認されていない『カテゴリ７』と云いう規格外。

　そんな仰々しい肩書きに相応ふさわしい圧が、ルシファの黒曜石のように鋭く尖とがった三対翼から莫ばく大だいに醸し出されていた。

「相変わらず堅っ苦しいわね。杓しやく子し定じよう規ぎな権威を振りかざす姿で窒息しそう」

　その一言に、ルシファの視線が紫し門もんの隣へと移る。

　やれやれ始まったよ、と紫門も目を向けた。案の定、幻想的な御お伽とぎ噺ばなしの世界から現れたかのような赤ずきんの格好をした悪魔が、仏頂面で突つっ立っていた。その姿は、紫門と出で逢あったばかりの頃の彼女。失礼極まりない態度に逆戻りである。

　そんなアスモデウスに対し、

「貴女あなたも《七罪源ペカトウム》に名を連ねる悪魔なら、私の命令に従って欲しいのですが」

　ルシファが『七つの大罪』にて『傲慢』を司つかさどる悪魔であるように、アスモデウスも同様に『色欲』を司る悪魔であった。つまり《小さな王の鍵ゲーテイア・序列三十二番》と云う称号を持ちながら、もう一つ《七罪源・色欲ルクスリア》と云う別の称号を彼女は持っているのだ。

　同一視再現フアクシミレは、類たぐい稀まれな才を持つ《観測者》でなければ成立しない。

　二つの称号を持っていることは、彼女が悪魔『アスモデウス』と高い親和性を有することの現れであり、同時に監修を担当した時雨しぐれと云う男が、それだけ監理官として有能であったことの証あかしでもあった。そんな時雨の最高傑作と謳うたわれる悪魔は、

「出典が多いと困っちゃうわ」

　なんて自分の性能を誇るように、わざとらしく苦笑してみせる。

　これにはルシファも我慢ならないようで、

「自身の強きよう靭じんさを誇ること自体は構いませんが、責務を果たして欲しいものです」

「別にサボってる訳じゃないでしょ。こないだも造反者を倒したし」

「それは貴女が《脅威アルス》を振り翳かざしたいだけですよね」

「いけないの？　身のほど知らずの一般生徒を蹂じゆう躙りんするのも、監理官に『設定』を監修してもらった恩義を忘れて、課せられた『義務』を放棄して造反なんか企くわだてた従属特待生を叩たたき潰すのも面白いじゃない？」

　なんたる嗜し虐ぎやく性。咎とがめるようなルシファの視線など意にも介さず、不遜な態度で大おお欠伸あくび。そのせいで円卓会議室内は険悪なムードに包まれそうになる。

「私の命令には従って下さい、私は《七罪源ペカトウム》の室長ですから」

「お断りよ。誰があんたみたいな『傲慢』の塊なんかに従うと思う？」

「どうやら一度、貴女あなたにはキツいお仕置きが必要です。宜よろしいでしょうか？」

「あら、対《観測者アルテフエクス》戦闘特化の監修コンセプトを施されたあたしに喧けん嘩か売るの？　とってもあたし好みな度胸の狂い方してるじゃない？　被創造物のくせして創造主より優れていると勘違い拗らせちゃうとか、超ウケるんですけど。もう一度その翼を圧へし折おって、地獄に叩たたき落としてあげよっか？　少しは『傲慢』も癒なおるんじゃない？」

「貴女こそ勘違いしないで頂けますか。浅学が露見していますが大丈夫でしょうか。どうして火から成る者が泥から成る者に跪拝しなければならないのでしょうか？　私の忠誠は主のみに捧げます。たとえ他ならぬ主が命じようとも、私が主以外に頭こうべを垂らすことはあり得ません」

「ならば堕ちて逝け──啓典解釈アル＝クルアーンくらい知ってるわよ、たわけ」

　なんなんだ、この子たちは。喧嘩せずにはいられないのか。

　何やら紫し門もんの眼前で厨ちゆう二に的知識を拗こじらせた者同士がのみ通じる戯れをしているが、まったくの意味不明である。なんとか知見をフル動員して、そう云いえばかつて琉る海みがこんなことを言っていたことを思い出す。曰いわく、

　────堕天使『ルシファ』は元々が熾し天てん使し。誰もが憧れる超カッコいい天界軍のリーダーだった。旧約聖書『イザヤ書』第十四章十二節にて『輝く者が天より堕おちた』て記述が堕天使たる所以ゆえん。でも、これ実は当時の政治的なお話。没落した他国の王を揶や揄ゆする表現だった。それを神父様たちは、主たる神様によって創造された『光を齎もたらす者』が、堕ちたら悪魔になるって解釈したことが元ネタ。だから神様に叛はん逆ぎやくした理由は、正典カノンや外典アポクリフアに含まれない偽典スデイピグラフアでしか語られていない。要約するなら、神様に最も近い自分なら神様に成り変われると思った、もしくは神様を模して作られた人間に頭を垂れなかったから、神様に怒られて堕天。高い自尊心が『傲慢』となってしまった。でも啓典解釈では、頭を下げなかった理由が違う。自分は神様に忠誠を誓ったから、他の者には忠誠を立てられない。そんな過激な忠誠心のせいで堕天。だからある意味、可哀かわい想そう────。

　と云うことらしい。悪魔に忠誠と云う言葉は似つかわしくないように思えるが、どうやら件くだんの『逸話』の影響で悪魔『ルシファ』の名を冠する少女の忠誠心は高いみたいだ。でなければ一介の従属特待生でありながら、内部監査室長なんて大役は与えらない。

　この『傲慢』なんだか『過度な忠義心』なんだか解わからない少女に対して、

「申し訳ないけれども、アスモデウスと戯れるのは別の機会にしてもらえるかな……」

　正直、そこまで聖書だの魔道書には興味がない紫門は、これ以上オカルト全開のトークが炸さく裂れつする前に本題を促す。

「僕に何か用事があるから招集したんだよね、ルシファさん」

　意識した訳ではなかったが、部屋の雰囲気も相あい俟まって気付けば敬称を付けていた。それだけのオーラをルシファは纏まとっていた。

「はい」

　漆黒の六枚翼を動かして席に着き、ルシファは落ち着き払った声で言う。

「しかし紫し門もん候補生、本題に移る前に一つ。敬称は結構です。私は従属特待生で脅威対策委員会の内部監査部門のトップを務めていますが、中等部三年生。学年は貴方あなたが上ですから。気軽に『室長様』と呼んで頂いても構いません」

「そっか……じゃあお言葉に甘えて、呼び捨てさせてもらうよ」

　後輩らしからぬ中学三年生。

　それがルシファに抱いた紫門の印象だった。

　口調こそは丁寧だが、どこか自分以外の世界すべてを見下しているような態度。横暴でなくとも『傲慢』を司つかさどる悪魔らしいオーラに溢あふれていた。





　　　　７



「本題に入りましょう」

　会議室の円卓に座りながら、ルシファは黒タイツを履いた足を組んで告げた。

「ここ二ヶ月にわたり発生している『仮採用監理官連続襲撃事件』のことです。学院理事会から《七罪源ペカトウム》に対して、本格的な捜査命令が降くだりました」

「君たちが動く……と云いうことは、容疑者は従属特待生ってことかな？」

「断言は不可能ですが。あくまでも現段階では可能性の一つとして認識して頂けると、こちらとしても幸いです」

「でも、僕にその話を開示する理由が解わからない。確かに僕は、連続襲撃事件の解決を目指すと学院理事会に表明したけれども。それで《七罪源》のトップたる君が招集する意図はなんだ？　従属特待生の監察は君たちの領分だろう？」

「可能性の一つ、と申し上げたはずです。私は他の数多あまたの可能性を同時に考慮していることも併せて伝えておきましょう。こちらの意図が見えましたか紫門候補生」

「なるほど、そう云うことか……話が見えてきたぞ」

　それは願ってもない話だった。

　紫水晶の瞳を、あたかも値踏みするかのように光らせるルシファに、紫門は彼女の意図を正確に汲くみ取って応対する。

「つまり君は、僕に仮採用監理官の調査をして欲しいってことか？」

「え、どうして仮採用に容疑を向けるのよ。被害者でしょ？　まさか自演ってこと？」

「違うよアスモデウス。ルシファは、仮採用監理官による仮採用監理官への襲撃の可能性を考慮している。差し詰め、ライバルを一人でも減らす為ために……てところかな？」

「流石さすがに理解が早くて助かります、紫し門もん候補生」

　これには満足そうにルシファは頷うなずき、その立派な椅子に背を預ける。

「私に与えられている捜査権限は、あくまでも従属特待生に対してのみです。仮採用監理官に対しての捜査権はなく、ましてや従属特待生の私など道具の一つとしてしか考えていないので協力してくれないでしょう」

「だからこそ、僕に目を付けたってことか。僕は評定平均を稼ぐ為に、連続襲撃事件の解決を目指すと表明した仮採用監理官だ。君に協力する見返りがなかったとしても、僕は僕の目的を果たすことが出来る。君たちは正式な命令で従属特待生を捜査し、僕は君たちに協力する一環として仮採用監理官を調査する。解決した暁には、捜査権がなかったとは云いえ調査で協力していた実績が残る。僕の評価に加味される……てことだろう？」

「一切の不都合はないはずですが。何か不服ですか？」

「解わかった。協力しよう。でも────」

　紫門からすれば、魅力的な提案であることは間違いなかった。

　だが、それはあまりにも魅力的であるからこそ、無条件に諸もろ手てを挙げて喜べる状況でもないことを紫門は知っていた。

　ルシファは従属特待生とは云え、それでも内部監査室長を強めるレベルには学院理事会にも顔が効く。そんな相手の前で『監理官』として不適切な行動は避けるべきだ。だからこそ試されているのと思って動く。

「ルシファ。君は一つの可能性を考え忘れていないか？」

「へぇ……？　驚きました、たかが仮採用の分際で私に対して意見を唱えるなんて。良いでしょう無礼は黙認して差し上げます。ご教授願えますか紫門候補生」

　紫水晶のように澄んだ眼めが細くなる。

　彼女が悪魔『ルシファ』を同一視再現フアクシミレしている弊害は、その驕おごりとしか云えない高圧的な『傲慢』だろう。きっとルシファは紫門など監理官として捉えていない。意図的か無意識かは解らないが「候補生」と呼ぶのも、その片へん鱗りんとも考えられる。

　だが、機嫌を損ねないよう回りくどい言葉を選ぶ紫門ではない。

「僕こそが仮採用監理官を襲い回っている犯人である可能性」

「なんだ、そんなことですか。それはあり得ないことでしょう」

　まるで取るに足らない問題だと言わんばかりに、ルシファは切り捨てた。

「紫門候補生。貴方あなたは歴代記録すら凌りよう駕がした評定平均ランキング第一位の優秀な仮採用監理官です。そんな人が、どうして自らより劣る者を相手にする必要が？」

「解らないよ？　もしかしたらアスモデウスのように、僕にも歪ゆがんだ加虐趣味があるかもしれない。あるいは自らよりも劣る者を騙だまして、蹴落とすことに快楽を覚えるどこぞの楽園の嗾す蛇かもしれないじゃないか」

「素敵ですね、新約聖書『ヨハネの黙示録』を引用して堕天使ルシフアに物申す洒落しやれが利くなんて。私の『敵対者』としての本能が疼うずきます」

　全人類に原罪を負わせた悪魔は、いかにも愉たのしそうに手を叩たたく。

「本当の理由を聞かせてくれるかい？　確かに僕の立場なら君の協力を断らないが、君からしたら僕でなければならない理由はないはずだ」

「貴方あなたが時雨しぐれ監理官の教え子だからです」

　またしても、その名が登場する。

　紫し門もんのクラス担任であり、監理官としての教官でもあり、そして一ヶ月前に殉職に偽装して紫門が殺害した怨うらむべき首席監理官。

「……君も、時雨と《契約》を結んで悪魔になったのか」

「ご存ぞん知じではありませんでしたか？　時雨監理官によって監修された十三名の従属特待生のうち、その六名は《七罪源ペカトウム》に在籍しています。そもそも《七罪源》は、時雨監理官によって設置された少数精鋭な特別監修シリーズですから。私たちは時雨監理官によって生み出された大罪を司つかさどる悪魔です」

「師が同じだから贔ひい屓きしてくれているのか」

「それだけではありません。貴方は『時雨事案』を解決の際に、アスモデウスと《契約》を結びました。この私でも手を焼いていた《七罪源》の中で最も気難しく無礼千万極まりない厨ちゆう二に病患者を、ここまで躾しつけてしまう手腕には賞賛の言葉しかありません」

「ちょっと待って。まるであたしが問題児みたいな発言やめてくれない？」

「あら？　そう申し上げているのですが、そのように聞こえませんでしたか？」

「相変わらずムカつくわね、あんた」

　時雨に監修された同じ《七罪源》シリーズ同士でも、反りは合わないらしい。

　不仲とまではいかないが、根本的な部分で真面目なルシファと我わが侭ままなアスモデウスでは相あい容いれることが難しいようだった。

　それは、きっと素体となった少女たちの性格の残り香のようなものだ。

　自らを誤認し、互いに誤認し合い、そうして築き上げた関係性は偽りに過ぎず、出典では同盟を組んだ悪魔同士の二人でさえ心からの友には成り得ない。

　そんな現実を見せられている気分だった。

「解わかった。でも本当に良いのか──僕は君の言う通り候補生だぞ？」

「その謙虚さは一定の評価に値します。謙遜も実力の一つです。本当に脆ぜい弱じやくであるならば己を貶おとしめる発言など命取りですから。とは云いえ、仮にも評定平均ランキング第一位ともあろう者が、自己を低く見積もるのは少しばかり遺憾です」

　ルシファは眼めを鋭く研ぎ澄まし、

「それは周囲に対する侮辱に値しますよ。尤もつとも、それが真理なのかもしれませんが」

　有無を言わせない言葉の圧。

　まるで紫し門もんの心の奥底を覗のぞき込むように、その紫水晶の瞳は妖しく疼うずく。

「なるほど……気を付けるよ、ご忠告ありがとう」

　伊だ達てに内部監査室長を務めている訳ではないと云いうことか、と紫門は内心で呟つぶやく。

　こちらの本心を見透かしているのか、それともただの冗談なのか。驕おごりと自信に満ちたルシファの真意に表情一つ変えず警戒する。

　そんな紫門とルシファが見つめ合って沈黙する中。

　腹の探り合いが行われていることに気付きもしないアスモデウスは、大円卓の空席を見回しながら、素朴な疑問を口にする。

「ところで他の子は？」

「ベルゼビュートとマモンには、既に疑わしい従属特待生の捜査を命じています。彼女たちは《七罪源ペカトウム》の室長たる私に素直ですから。それぞれ『暴食』と『強欲』の権能を活いかして有力な情報の精査をしてくれるでしょう」

「その様子じゃ、相変わらずベルフェゴールとサタンはサボりかしら？」

「ベルフェゴールは『怠惰』ですし、サタンに至っては地獄の第九階層に引き篭こもっていますから。彼女たちは表立って動くより、裏から手を回すことに長たけています。これは適材適所への役割分担です」

　少しだけムッとするルシファ。

（あれ、思ったより、この室長様は人望がないご様子？）

　などと失礼なことを口にすれば、彼女は泣いてしまうかもしれない。

　考えてもみれば、厨ちゆう二に病を拗こじらせ過ぎた《観測者アルテフエクス》の、さらに尖とがったメンバーを集めた従属特待生を纏まとめるなんて苦労が絶えないだろう。

　多少の『傲慢』も可愛かわいく思えてくる。

「アスモデウス。我わが侭ままな『色欲』に命じたところで、私の命令など素直に訊きかないでしょうから貴女あなたは紫門候補生の調査に協力を」

「言われずとも。あたしは紫門と《契約》した悪魔なんだから」

　ご勝手に、とルシファは諦めている様子だった。

　今まで紫門が知らないところで、きっと苦労し続けたのだろう。そんな彼女に少しだけ同情してしまう。

　こほん、と一つ咳せき払ばらいをして。

　内部監査室の《七罪源》のトップとして、ルシファは紫門と向き合う。

「利害が競合しない限りは、共同戦線と云うことで。お力添え願えますね紫門候補生」

「願ってもない話だよ、僕も解決に尽力させてもらおうか」

　そう言って、紫し門もんは握手を求める。

　対して、ルシファも応じるように手を伸ばす。

　その手が触れる前に、紫門は鋭く一つの質問をぶつけた。

「そう云いえば、どうして君たちは六名なんだ？」

「はい？」

「君はさっき、時雨しぐれ監理官によって監修された十三名のうち、その六名が《七罪源ペカトウム》に在籍していると言った。そして《七罪源》は、時雨による特別監修シリーズだとも言ったじゃないか。でも、モチーフとなった『七つの大罪』は名が示す通り七つあり、さらにこの大円卓の周りには七つの席が用意されている。にも拘かかわらず、さっき君は六名の名前しか口にしていない。つまるところ、欠番が存在するってことで大丈夫かな？」

「……………………、」

　これに不自然な沈黙が起こる。

　触れて欲しくない。そんな空気感をルシファは出していた。

　だが、紫門は絶対に返答を渋れないタイミングで、最も聞き出したい情報を切り札として差し向けた。相手は答えざるを得ない。なんせ手を差し伸ばせば、己が望んだ成果が掴つかめるのだ。誰だって目前で取り逃がしたくはないだろう。

　だからこそ、ようやっと一つの返答が広い会議室に小さく響いた。

「……時雨監理官は、七席目を監修する前に殉職してしまいましたから」

　しゅんと、ルシファは俯うつむく。

　それはまるで、愛いとしい人を失った少女のようで。

「未いまだに欠番なのは『嫉妬』の罪です」





　　　　８



「はぁ……『アリス』ですか？」

　監理官宿舎に帰った紫門が、最初にしたことはルシファへの通話だった。

　露骨に疑問符を浮かべていることなど、通信越しでも解わかる。さっきまで面と向かって話ていた相手からの着信で、しかも通話の内容が「アリス」などと云う童話とくれば、誰だって呆あきれるだろう。

　だが紫門には、そうせざるを得ない事情があった。

　あの時、あの場には、アスモデウスがいた。確かに彼女は共犯者だ。叛はん旗きを翻すと誓った似た境遇の者同士と云えよう。だが、とどのつまりは懐柔した従属特待生。戦闘担当として存分に使い倒すだけで、裏から手を回す暗部には一切加担させる気はなかった。

　件くだんの「アリス」を名乗る少女が従属特待生である可能性を考えていた紫門は、従属特待生を取り締まる立場のルシファに「心当たりはないか」と尋ねたのだ。

　しかし、予想通り反応は芳かんばしくなかった。

「識別照会センターに検索を申請しましたが、七つの統轄学院に在籍する全生徒データを参照しても『御お伽とぎアリス』に該当する情報は見つかりませんでした。言うまでもなく従属特待生を含めた結果です。もちろん、私に与えられたアクセス権限の範はん疇ちゆう外である可能性もありますが……どうにも抑留被験体が偽名を使っているだけにしか思えません」

　バッサリと切り捨てられてしまう。

　案の定、ルシファはアリスを従属特待生と考えることに難色を示す。

「仮に『アリス』と名乗る少女が従属特待生だったとして、どうして監理官に与えられた称号を名乗らないのでしょうか？　自身を伝説上の存在と誤認している従属特待生が偽名を使うなど、同一視再現フアクシミレの破綻に繋つながる暴挙です」

　その指摘は尤もつともである。

　結局は、紫し門もんの視点だからこそ「約束の相手が訳あって偽名を名乗った」可能性に辿たどり着いたに過ぎない。

「確かに基本的には不可能だね。でも、それは『設定』次第で可能になる。例えば身分を偽る『権能』を再現したり、真名を看破されないように偽名を使った『逸話』を踏襲したりすれば、称号を名乗らなければならない縛りから解放されるじゃないか」

「……しかし、やはり称号を偽る理由について妙案を私は持ち合わせていません。失礼ですが、どうしてアリスを従属特待生だと思われたのですか紫門候補生」

「疑わしい点は多々あるのだけれども、一番は情報かな」

「情報ですか？」

「僕たちのアクセス権限は、かなり厳しい階層に分かれているだろう？」

「情報漏ろう洩えいこそ最も規制機関が恐れていることですから当然です。それだけ統轄学院内で行われている研究には価値がありますので」

「妙なことに、アリスは僕が『時雨しぐれ事案』に関わっていたことを知っていた」

「失礼を重ねて申し訳ありませんが、紫門候補生が『時雨事案』を収束させた張本人である情報は、比較的に低いアクセス権限で閲覧可能です。そもそも、それが讃たたえられて評定平均ランキング第一位を盤石にした事実もあるでしょう」

「問題はそこじゃない。おかしいのは、僕がヴィネに対して《接続アドホツク》によるＩＮＳ領域の掌握を試みたことをアリスは知っていたんだ」

「なるほど事情を掴つかみました」

　ルシファは理解してくれたらしい。

「仮に『アリス』と名乗る少女が抑留被験体なら、確かに妙ですね。監理官にのみ許可された《接続》は規制機関が悲願とする理念『特殊能力を正しく理解し、秩序を保つ』に関わる重大事項です。その情報に対するアクセス権限を持つ生徒は限られます。例えば──従属特待生ですね」

「アリスが従属特待生である可能性を信じてくれたかい？」

「なるほどなるほど。それで？　だったら貴方あなたは私に何をして欲しいのでしょうか？」

　察しているくせに、こちらの意図を汲くんで率先して動いてくれる雰囲気はない。

　解わかってはいたことだ。悪魔『ルシファ』は『傲慢』が故に天界から追放されたようなプライドの塊だ。相手が頭を下げて頼み込めば、気まぐれで救いの手を差し出してくれるのかもしれないが、そうでなければこの室長様は何もしてくれやしない。

　だから、紫し門もんは懇願するフリをして彼女を欺く一手を指した。

「もしもアリスが従属特待生だと仮定すれば、彼女が僕に対して偽名を使った理由に説明が付く。彼女こそが仮採用監理官連続襲撃事件の犯行者であり、次の標的に僕を選んで接触を図った可能性だ。この状況を利用してくれて構わない」

「自らを撒まき餌えにする覚悟があるとでも？」

「その通りだよルシファ。僕は自分の命を懸けてアリスを監視する。その間に彼女の正体を探ってくれないかな？　掴んだ情報を共有してくれると嬉しい。相手が従属特待生ならば、君に探れないことはないはずだ」

「どうかしていると思います」

　紫門の言葉にルシファは妖しく笑う。

「でも、その酔狂さに免じて情報は共有して差し上げますよ紫門候補生」

　対して紫門は、スピーカー越しに音もなく笑う。

　提案は受け入れられた。すべてはルシファに情報共有を約束させる為ための口実で、紫門は自らをオトリにする気などなかった。最初から内部監査室長の権限を使わせて容疑者として正体不明の少女を探らせることしか考えていない。

（従属特待生であることは、状況証拠によって確定されている事実だ）

　いざとなれば、懐柔したアスモデウスを使って撃破するのみ。

　そんな周りくどいことをしてでも、確かめたいことが紫門にはあった。

　あの「アリス」を名乗る少女が『約束』の相手ではない、と云いう絶対的な確証を。

　探し求めていた相手かもしれない存在が目の前に現れたと云うのに、その可能性を否定したいだなんて矛盾も甚だしいが。

　あまりに強烈な既視感デジヤヴが完全に同一人物だと本能に告げ、容姿も言動も本人としか思えないほど酷似して、まるで紫門を騙かたる少年の秘密すら見透かしているとしか考えられないほど思わせ振りなことを言っていたが。

　アリスは違う。

　絶対に『約束』の相手ではない。

　だって、あの子は、あんな悪魔みたいには嗤わない。





第三章『アリス -Alice in-』
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　学院島の歓楽エリア。

　時刻は正午前。定期検査から一夜が明けて、紫し門もん詠えい哉やは商業施設が立ち並ぶ五本の道が交差する中央広場に立っていた。

　昨日の夜、煌こう焚たき烽ほう火かから「明日のデートは正午から★　気合い入れて準備したいことがあるから朝の映画鑑賞会はパスして良い？」なんてメッセージが携帯情報端末Personal Data Assistantに届いたので、手短に「ご随ずい意いにどうぞ」と返信をして今に至る。

　待ち合わせの二十分前。

　数多あまたの学院生徒にとって定期考査よりも不安だった定期検査も終わり、つまり今は正真正銘の試験休み期間である。二学期の行事は残すところ終業式のみである開放感が影響しているのか、普段の放課後でさえ賑にぎわう歓楽エリアは破竹の勢いだった。

　缶珈琲コーヒーを片手に時刻を確認しつつ、紫門は欠伸あくびを噛かみ殺す。

　そこに。

「どーもセンパイっ」

　目下最大の問題が姿を現す。

　自らを「アリス」と名乗る謎の少女。

　初邂かい逅こうの時と同じく、不思議の国の住人みたいな格好をしていた。その腕には大きな時計を抱えた白しろ兎うさぎの縫いぐるみを大切そうに抱いている。

「うわっ、すっごい顔ですけど、大丈夫ですか？」

　などと無む垢くな問い掛けをされるが、紫門の表情は晴れない。

　その心内は、たった一つの疑問で埋め尽くされ、もはや他のことを考える余裕など生まれる訳もなかった。

　アリスは、あの子なのか？

「あ、そうでした。ごめんなさい台詞せりふを間違えました」

　あまりに紫門が沈黙なので何かを気取ったのか、アリスは白兎の縫いぐるみにペコリと頭を下げさせてから少し離れる。

　一体何を始めるんだ、と謎めいた行動に懐疑する紫門の視線は無視。

　するとアリスは小走りで再び目の前に立ち、まるで本日最初の会話と云いわんばかりに口を開いた。

「ごめんなさーいセンパイっ、待ちましたぁ？」

「……何してんだ君は」

「え？　これも違った感じですぅ？」

「違うも何も、僕には君の意図がさっぱり理解出来ないんだが……？」

「やだなぁ、解わかってるくせにぃ……センパイが好きなシチュエーションを探って好感度を稼ごうとしてるだけじゃないですかぁ♪」

「こちとら寝不足なんだ。ボケてもツッコミ入れる元気は、そこまでないぞ」

「おやおやぁ？　もしかして、アリスの相棒こと遅刻魔ウサギちゃんW h i t e　R a b b i t , 1 9 9 6に逢あいたくて、昨晩は一睡も出来なかった感じなんですかぁ？」

「そこ、君自身じゃないんだな」

「何を当たり前なこと訊きいちゃってくれてるんですかぁ。だってアリスと逢えるの楽しみだったのは全宇宙が認めた確定必須事項ですから……っ！　今さら尋ねるまでもなく、だからこそ質問せずとも頷うなずく未来は解りますとも。そうですよねセンパイ♪」

　この度が過ぎた空気の読めなさっぷりには感服せざるを得ない。

　絶対わざとに違いないのに、それでもアリスはすっ惚とぼけて認めないだろう。

　ニコニコと人懐こい後輩キャラ。

　そうだとも、その要素自体に問題はない。

　なんせ、探している『約束』の少女は同い年ではない。

　その幼おさな馴な染じみの年齢は、一つ下。だから仮に再会を果たしたとして、彼女が在りし日の少年のことを先輩と称したとしてもおかしくはなかった。

　しかし、だからこそ説明が付かない。




　あの『約束』の少女が、彼と同い年の中等部三年生であるはずがなかった。




　そもそもの話だが、紫門詠哉を騙る少年の年齢は十六歳ではない。これは誕生日を迎えていないからなどではなく、一刻も早く統轄学院に『入学』するべく彼が十五歳の中学生でありながら『紫し門もん詠えい哉や』と云いう高校生を演じていることに起因する。

　必然的に『約束』の少女は、中等部二年生でなければならない。

　だからこそ、彼はアリスが幼馴染である可能性を否定し続けている。

　だが、それも虚むなしいことだと彼は理解している。アリスが飛び級をしていれば、この年齢に関する問題はクリアしてしまう……と。

「なぁ。一つだけ訊きたいことがあるんだけれども、いいかな？」

「ようやっと、アリスと会話してくれる気になりましたか？」

　その一言で空気が変わる。

　目の前の少女と、脳裏に残ったイメージが重なる。

　かつて『約束』を交わした少女と似ていると云うには似過ぎている姿。

　彼女が従属特待生であることは、ほぼ確定された事実だ。どんな悪魔の名を与えられたかまでは判わからないが、絶対的な乖かい離りを生じさせている他人を弄もてあそぶような表情も、その同一視再現フアクシミレによって性格が影響されたと説明が付いてしまう。

　迎えに行くのが遅すぎたから。

　あの天使のような柔らかい笑みは失われ、悪魔的な嗤わらいになってしまったのか。

　もはや認めざるを得ない。すべては自らの過失が招いた結果。どんなに残酷な現実が待ち構えていようとも受け入れると心を決めて訊きく。

「君、従属特待生だろ」

「えぇ、そうですよぅ？　それが何か？」

　アリスは、あっさりと応じた。

　抱いた遅刻魔ウサギちゃんW h i t e　R a b b i t , 1 9 9 6を紫し門もんへと差し向けて嗤う。

　時計は、すべての針が天頂に向かって重なるまで残り三分を示していた。

　まるでシンデレラの魔法が解けてしまう刻ときまでを示す終末時計のようで、それは同時に紫門に対する当て付けのようにも思えて。

　遅刻魔ウサギちゃんは声なく語る。

　来るのが遅いぞ、と。

「君は、どんな悪魔になってしまったんだ……？」

「いやいや。それはアリスにとって、トップシークレットですぅ。真名看破は従属特待生にとって諸もろ刃はの剣じゃないですかぁ。有名な存在であるほどイメージを共有しやすく、相手の恐怖心から《脅威アルス》もより強大な現象として観測される。相手のＩＮＳ領域ハックって言葉、センパイなら理解出来ますよね。でもその反面、対策も構築されやすい。アリスにそんなヒドイメに遭えとでも？」

「……六年前と云いうキーワードに、何か思い当たる節はあるか？」

「アリスが統轄学院に『入学』させられた年ですかね？」

「君は『宇う都つの宮みや事変』とは答えないんだな。大抵の学院生徒ならば、あの大惨事を真っ先に思い浮かべるだろうに」

「だって、それは大切な『約束』をした年ですから」

　徐々に狭まる。

　この少女こそが『約束』の相手である可能性。

　輪郭を埋め、でも決定打を撃ち込まない紫門の問い掛けに、アリスはクスクスと戯れるような悪魔の嗤いを浮かべる。

　素直に名を明かさないのは何な故ぜだ。

　どうして紫門を試すようなことばかりを口にする。

　もしかしたら、と一つの可能性を考える。彼女も確信を抱けていないから。在りし日の少年が紫門詠えい哉やを騙かたるに至った経緯を知らなければ、名前も年齢も経歴も異なる──ただ似ていると云いう相手を同一人物だと見み做なせないだけなのか。

　であれば話は簡単だ。

　彼が本名を口にすれば良い。

　だが、もしも一手でも間違えれば致命傷になる。

　紫し門もん詠えい哉やが騙かたるのをやめ、真名を明かしてしまえば後戻りは出来ない。

　身分を偽って統轄学院に紛まぎれ込んだ仮採用監理官の存在を、よりにもよって規制機関の手駒と化した従属特待生へと自白するなんて自爆行為だ。

　たった一枚のジョーカーを引けば一発でクリアするゲームだが、それ以外を引けば即アウト。並べられたカードの枚数は全部で四万枚。あまりに危険過ぎる賭け。最終的な判断を降くだすには確証が足りない。

　絶対的安全地帯を形成するまでは一切の手を打たない。

　そうすることで、彼は常に完璧な優等生を演出して来たのだ。

　だからこそ、行き当たり的な博ばく打ちも、勘に縋すがった神頼み的な賽さいも振らない。

　でも、この少女があの子でないのならば一体何が目的だ？　露骨な紫門へのアプローチの真意が解わからない。あるいは純粋に『カテゴリ５』の烽ほう火かが目当てなのか。素性も性能も系統も解らない少女は、さらなる不気味さを増す。

「君は一体誰なんだ？」

「やだなセンパイ。最初に名乗ったじゃないですかぁ♪」

　遅刻魔ウサギちゃんW h i t e　R a b b i t , 1 9 9 6を向けながら、




「やっと遭えたね、ずっと待ってたんだよ？」




　その一言に、体温が一撃で奪われる。

　一陣の風が吹き抜け、目の前の少女への不可解指数が極限を超えた。

　なんだ。

　なんなんだ。

　なんだと云うのだ、この少女は。

　そんな思考の奈落に陥りそうになった紫門へ、

「やっほー、しぃっち★」「待った？」

　時間切れだった。

　時計は待ち合わせ時刻を指している。

　なので、少年は『紫門詠哉』として何も知らない少女たちに応じた。

「いいや、今来たところだよ」
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　取とり敢あえず、一行は複合型商業施設へと向かった。

　地上四階で地下二階、さらに屋上には庭園。郊外の超巨大ショッピングモールをそのまま移設して来たかのような建物は、洋服や化粧品などのブティックは当然、映画館やゲームセンター、屋内アスレチックなどアミューズメントも備えている。まさしく、

「デートするって言ったけど、ぶっちゃけノープランなんだよねー★」

　こんな適当っぷりを発揮する烽ほう火かのような少女には、重宝される施設だった。

　とは云いえ、赤いシュシュでワンサイドアップに結ゆわいた黒髪は、いつも以上に艶つやを放っていた。きっと朝から気合入れて準備したいこととは、このことだったのだろう。

「紫し門もんくん、デートは男の子がエスコート。何かプランは？」

「まさかの本当に丸投げか……」

　こくこく、と頷うなずく琉る海み。

　とは云え紫門もこの二人のスタイルに慣れていた。

　こんなこともあろうかと、複合型商業施設内部の地図は記憶済み。お目当てさえ決まってしまえば、最適のブースへと案内出来る自信はある。

「何か欲しいものはないのか？　あれば一緒に探してあげるけれども」

「んー、そだなー……」

　烽火は頬ほおに指を当てて考える。

　もしも冬休みに備えて私服を探す……とか言えば、普通の少女っぽいが。

　残念ながら彼女たちは、妄想を具現化する《観測者アルテフエクス》である。口を開けばトンデモ科学やオカルト魔術の話ばかりで時間が過ぎてしまう。もちろんオシャレにも敏感だが、その趣味がいろんな意味でぶっ飛んでいた。

「役に立ちそうなアイテムとか片っ端から探そっか★」

　これは便利グッズとか、冬場のライフハック道具を指す訳ではない。

　彼女たちが求めているのは、自らの『設定』を構築するにあたって厨ちゆう二に的知識を満たす為ためのアイテムである。

「あー、新作コート可愛かわいいよねー。ちょっと気になってたんだ」

　などと突撃して行く烽火に連れられ、紫門たちも店内に。マネキンが着ているアウターからして、ギャル系ファッションに特化したテナントだった。

　どれも琉海やアリスが着ているイメージは湧かない。物静かな琉海は店内のクール系ＢＧＭに目を回している始末。アリスも「これどうやって着るんですか？」と無言で疑問を表情に浮かべている。女の子の服って難しいよね、と紫門も視線が定まらない。

　そんな一行とは対照的に、手慣れた様子で烽火は一つのアイテムを手に取って言う。

「ねー、見て★　巻いてるマフラーの先端からも発火するとかどーかな？」

「冬場は良いだろうけれども、夏場はどうするんだ」

　妄想を具現化する少女たちは、自分で考えた『設定』がすべてだ。

　要するに自由に『設定』を構築出来る反面、決めたルールに囚とらわれてしまう。

　だから季節感のあるもの……例えばコートだとか手袋だとかを『設定』に絡めてしまうと、季節問わず着用しなければならなくなってしまう。

「烽ほう火かちゃん……のっとよきかな」

　首を横に振るのは、この十二月に白いスク水を着用していた琉る海み。

　きっと、水流系統が故に連想したアイテムを『設定』に組み込んでしまったことで実害を被こうむっているのだろう。

「アリスも『設定』には反対ですぅ」

　これまた不思議の国の住人としか思えないような格好のアリスですら、マフラーを『設定』に組み込むことには難色を示す。

「これ、聞いた話なんですけど、ゲームが好きな子が『設定』にコントローラを組み込んじゃったらしくて。その子、コントローラを持っている時しか《脅威アルス》を観測出来なくなっちゃったらしいですよぅ？　わりとヤバくないですか？」

「それなら僕も似たような話を知っているぞ。統轄学院から支給された一般生徒用ＰＤＡで電気を操る『設定』のせいで、電池残量がなくなって操作不能になると《脅威》も観測不可能……なんてバグとしか思えない欠陥を孕はらんでしまったとか」

「ちょっと困るかもね、流石さすがの烽火様も。格好良いと思ったんだけどなぁ。ツーサイドアップと首に巻いたマフラーの合計四砲門から太陽フレアを観測する『設定』とかさー」

「烽火先輩が排熱も『設定』に組み込むなら、アリスはありだと思いますよ？　これも聞いた話ですけど、どっかの従属特待生は同一視再現フアクシミレで『地獄の業火すら耐える』と云いう一節を『水に関するものを纏まとっている』と解釈して、発火系統なのにスク水なんかを自分の正装にしちゃったらしいですしぃ？」

　水着＝水流系統かと思いきや、発火系統。

　確かに、不意打ちとしては充分だが、冬場でもスク水でいなければならない呪いは代償としては大き過ぎる。

　似たような境遇の琉海は、完全に表情が死んでいた。

　それは、同じように寒さに耐え忍んでいる者でなければ出来ない顔だった。
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　それから暫しばらく、適当にテナントを見て回った。

　琉海イチオシのオカルト書店や、アリスがよくお世話になっている雑貨屋など、基本的に誰かを先頭に店内を覗のぞく。その繰り返し。

　どこにでもいそうな少女たちの、ウィンドウショッピングである。

「えー、せっかくデートしに来たし、何か買って欲しいー」

「センパーイ、アリスも何か欲しいですぅ」

「（こくこく）」

「念の為ために訊きいておくけれど、自分で買うと云いう選択肢は？」

「ある訳ないじゃん」「ないですねぇ」「論外」

「君たちは……」

「いーいーじゃん！」「そーですよぅ！」「（こくこく）」

　集中砲火を浴びた紫し門もんは頭を抱えてしまう。

「ほら多数決の結果は明らかだよ、しぃっち」

「それともアレですぅ？　センパイは後輩のお願いを無下にしちゃう人なんですぅ？」

　視線を上げれば羨望の眼まな差ざし。俗に言うおねだり戦法。普段であれば烽ほう火かと琉る海みの二人のみだが、ここにアリスが加わるのだから紫門も調子が狂う。

「あぁあぁ解わかったよ、その代わり一人一点まで！　こら、そこの後輩、コイツ金持ってねえのかよ、みたいな顔をするんじゃありませんよまったく……男子高校生のお財布事情をあんまり舐なめるなよ。破産するぞ、わりと本気で」

「え。センパイ……その台詞せりふはフツーにカッコワルイですぅ」

「オーライ解った。烽火と琉海、買ってやるから持って来やがれってんだ」

「わーわーわあぁっ！　冗談ですってばセンパイっ!?　ハブらないでってば！　ありがと感謝カンゲキですからぁ！」

　大慌てでアリスがペコペコ取り繕い出す。

　なんて現金な奴やつなんだ……と、紫門もこれには呆あきれる他ない。

　三人の少女たちは「我サイフを見つけたり！」なんてオーラ全開でアクセサリー屋に突撃して行く。

　非常に重い足取りで紫門も後に続いて店内へと入ると、どうやら三人はチャームに目を付けたらしい。キーホルダー型ならばスクールバッグにでも付ければいつも持っていられる、とでも踏んだのか。

「そ云えば」

　壁に並んだチャームを選びながら、アリスが訊く。

「烽火先輩って、最初から『カテゴリ５』だったんですぅ？」

「そだよ？　ある日突然、髪の毛の先から火が出ちゃって仰天したよー。そしたら黒服の監理官が目の前に現れて『入学』させられたって感じ。それが今年の五月だね」

「あれ、そうなんですか。なんだ、てっきり中等部からの内部進学生かと思ってました」

「違うよ、烽火様は高等部からの新参者だよ。だからちょっと参っちゃったよね。これから高校生活が始まるーって時にさ、せっかく友達も作ったし、部活にも入ったのに全部リセットだよ。そりゃ暴れたくもなるよねー」

「ちょっと意外でしたぁ。妄想を具現化する《観測者アルテフエクス》になれたーって、喜びそうなイメージですけど……統轄学院に入るのイヤだったんですぅ？」

「そりゃそうでしょ。いきなり学院島に隔離されて、携帯電話スマホも取り上げられて家族とも連絡取れなくて。挙句にこんな『首輪』を嵌はめられて抑留被験体なんて言われたら。こちとら十五歳だもん。そりゃグレるっしょ」

「それをセンパイが更生させたって感じですぅ？」

　アリスが烽ほう火かと紫し門もんを交互に見る。

　竜胆りんどう色の瞳は興味津々と輝き、紫門の言葉を待っている様子だった。

「僕は四月から高等部に『入学』していたからね。五月に編入して来た烽火は、そりゃ凄すごい問題児だったよ。初日、いきなり教室内で挨拶の代わりに太陽フレアを観測して、クラスメイトたちとドンパチ始めるなんて……度肝抜かれたよ本当に」

「うぐ……それを言われると、ちょっと耳が痛いかも」

　烽火は言葉に詰まる。

「今だから正直に白状すれば、ヤバい子が入って来たと思ったよ」

「だってしょうがないじゃんか！　あの頃の烽火様は今にも増してアンチ規制機関だったし。そんな組織に自分から望んで入る仮採用監理官なんて、幼気いたいけな少女を虐げることが大好きな発情期を迎えた男子高校生しかいないと思っても仕方なくない？」

「お気持ち解わかるかもですぅ」

「解っちゃうのかよ」

「そりゃそうですよセンパイ。なんだって女の子で溢あふれてる統轄学院に『入学』したがるんですか。普通に考えてヤバいでしょ？　それに実際、そう云いう不純極まりない動機で監理官を目指すロクデナシがいることも事実ですし」

　アリスは自分の言葉に納得するように首を縦に振る。

「何を勘違いしちゃったのか知りませんが、偉そうな態度で《観測者》を見下して、従属特待生のことをモノみたいに扱う仮採用監理官が少なからずいるから、超難関なはずの採用試験を突破しても毎年のように退学処分が降くだる不適格者がいっぱいじゃないですか」

「そう云う奴やつもいるのも事実だね、情けない実情だけれども……」

「センパイはそんな人じゃなかったからこそ、今の烽火先輩がいるんですねぇ。やっぱりセンパイって凄いのかも……琉る海み先輩はどうだったんですぅ？」

「え？」

　黙々とチャームを選んでいた琉海が、話を振られてきょとんとする。

「私……？」

「琉る海み先輩って『入学』したのいつなんですぅ？　アリス気になっちゃいました♪」

「もうすぐ……七年？　になるかも」

　指を折って数える琉海は、自分でもちょっと驚いている様子だった。

　琉海は、烽ほう火かのように高等部からの編入ではなく、中等部からの内部進学生だ。必然的に紫し門もんよりも在学歴が長い。

　覚醒した年齢は──

「中等部どころか初等部からですかぁ!?　意外と古参なんですねっ♪」

「あんまりそんな認識は……なかったかも」

「だって七年前って、小学校三年生ですよね？　むしろそんな年齢で《脅威アルス》を観測しちゃうなんて、よっぽど強固な自分の世界観があったってことじゃないですかぁ♪」

「うーん……、魔法少女とか好きだったし？」

「あーなるほど。それがルーツなんですね。それで『入学』以降は魔術にハマったってことですぅ？　ここにはその手の資料が原文でありますしっ！　琉海先輩の知識量がハンパない理由もずっと図書館に入り浸っていたからとかなんですかね♪」

「そうかも」

　ハイテンションのアリスとは対照的に、琉海は無心でチャームを選んでいた。

　いつの日だったか、図書館にある魔術に関する蔵書は、ほぼすべて読破済みだと言っていた気がする。

「でも、琉海の知識には敬服するよ。わりと本気で」

「るみちぃ凄すごいよね★　烽火様は魔術と相性が悪いから諦めちゃったけどさ、その知識量には惜しみなく尊敬しちゃう」

「魔術は偉大、魔術最高。よき」

　魔術を絶対視する琉海は、無表情ながら上機嫌だった。

　本当に魔術が大好きだと、紫門や烽火はきちんと理解しているからこそ、それ以上は踏み込まない。

　だが。

　まるでアリスは、妙なことに気付いたように問う。

「あれ、でも訊きいていいですぅ？　琉海先輩って真面目そうなイメージですけど。どうして烽火先輩と一緒に問題児扱いされているんですぅ？」

「アンチだった烽火ちゃんとは違った意味で、私は問題児だから」

「てか、ずっと『カテゴリ１』なんですぅ？　一切の変動なく？　なんてゆーか『カテゴリ２』以下の《観測者アルテフエクス》って常識の範はん疇ちゆうにすぐ戻れるから、三年以内に『カテゴリ０』判定が降くだって『卒業』することが多いイメージですけど──」

　無遠慮に。

　ずけずけと悪意なく。

　アリスは笑顔で残酷なことを口にする。




「────琉海先輩は七年間も低域性能のままなんですかぁ？」




　琉る海みは、浴びた質問に無表情のまま頷うなずいた。

「統轄学院の目的は《脅威アルス》を完治させて『卒業』させること。だから、そゆ意味で私はとっても問題児」

　それっきり言葉は続かなかった。

　琉海の知識は本物だ。きっと全国七つの統轄学院でも、トップクラスの魔術愛好家なのは疑いようのない事実だろう。

　しかし、彼女は『設定』の構築に意欲的ではなかった。

　暇さえあれば論文を読み漁あさり、新たな『設定』を考える烽ほう火かと違い、自分の『設定』に関して語ることなど、紫し門もんの記憶の限りはない。オカルトを嬉き々きとして話すことは何度もあったが、自身のＩＮＳ領域には常にノータッチである。

　その真意を、紫門は彼女に問うたことはないが。

　だが、訊きかずとも理由など解わかってしまう。

　自身の口から語らせるには残酷だ。

　だって沖おき泉いずみ琉海は、




「私は魔術が好きなだけだから」




　小さく、零こぼす。

　手にした雫しずくのチャームを、ぎゅっと握る。

　しかしアリスは察しが悪いのか、それとも本当に不思議に思っているのか。未いまだに無む垢くな瞳で琉海を凝視しながら首を傾かしげて待つ。

　そんな時、

「烽火様はコレにしよっかな★」

　空気をぶち壊すように烽火が底抜けに明るい声で叫ぶ。

　掲げる手には炎のチャームが握られていた。

「アリスちゃんはコレとかどう？」

「こっ、これは……っ！」

　烽火から渡されたチャームを受け取って、アリスは驚きよう愕がくする。

　その竜胆りんどう色の瞳は、すでに琉海ではなく手元のチャームへと向けられていた。

「最高じゃないですかっ！」

「でしょ？　烽ほう火か様ってばセンス良いっしょ？」

　アリスの背中に回り込み、お会計へと突撃しようとする烽火。

　そんな烽火が、くるりと紫し門もんの方へと振り向き、輝かしいウィンクと共に、こんなことを言い放つ。

「はーいじゃ、レジへ行っちゃおー★」
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　買い物をしばらく続けた紫門一行は、喫茶店にいた。

　流石さすがは学院島の娯楽を一箇所に凝縮したと謳うたわれるだけあって、どこもかしこも複合型商業施設の中は大盛況。烽火とアリスは混雑する店内から空席を見つけ出し、四人分の席を確保すると談笑と洒落しやれ込む。

　そんな二人から少し離れた場所──レジカウンターに紫門と琉る海み。

　四人分のお会計は、当然のように紫門の財布から。

　琉海は、一緒に並んでくれていた。

「……紫門くん、チャンス。今なら私にだけケーキ奢おごれる」

「一体何がどうチャンスなのか僕には微み塵じんも理解出来ないのだけれども」

　隙あらば、あざと可愛かわいく強ゆ請すってくる琉海に、紫門は本気で泣き出しそうな表情を浮かべて勘弁を乞う。いくら仮採用監理官が規制機関から御給金を頂いていると云いっても、それは高校生のお小遣い程度だ。とっくに悲鳴は上がっていた。

　そんな会話をしつつ、紫門は琉海の表情を盗み見る。いつもながら何を考えているのか解わからないポーカーフェイスの彼女だが、その行動には以前から幾分か気になる節があるのも確かだった。

　それは授業中。または休み時間。あるいは放課後。

　沖おき泉いずみ琉海と云う少女は、現状の『設定』に不満を抱かず、ずっとそのままであろうとしている気概すら感じられていた。

　だからこそ余計に紫門は勘繰ってしまう。もしも琉海の言動が、満足などではなく自らのＩＮＳ領域を理由に諦めているだけだとしたら。だとすればアリスの言葉は、どんな鋭利な刃よりも深く、致命傷にも匹敵する傷を琉海に負わせてしまったかもしれない。

「あんまり気にするなよ？」

「ん。なんのこと？」

　なのに琉海は、いつも通りの無表情で。




「だいじょーぶ。もう夢見る年頃じゃないから」




　そんな悲しいことを声のトーンを変えることなく言い放つ。

「でも、ありがと。ちょっと嬉うれしい」

「琉る海み。もしも君が……本当に魔術を使いたいと今でも思っているのなら」

「紫し門もんくん、大丈夫だって言った。私には魔術は使えない。それは『カテゴリ』によって証明されている。アリスちゃんの言う通り低域性能ローエンド。私のＩＮＳ領域では魔法どころか魔術に相応する現象は観測不可能。これは揺るがない事実だって、充分に理解している」

　琉海は、魔法少女に憧れて《観測者アルテフエクス》として覚醒した。

　それは小学校低学年。将来は画面の中のヒロインになりたい、などと思っていてもおかしくはない──無限の夢見る年頃の少女だ。

　そう、琉海は、自ら望んだ自分になる為ための力を手に入れたはずだった。

　ほぼ大多数の《観測者》は、統轄学院へと『入学』させられたら、間違いなく規制機関に反感を抱く。それこそ烽ほう火かが編入初日に太陽フレアをぶちまけたように。だが、それも高域性能ハイエンドならばの話。そうでない少女たちは、最初からそんな反抗心を発現させる術すべを持ち合わせてなどいない。

　覚醒の半数は『カテゴリ２』以下、派手な《脅威アルス》を起こすなど不可能な話だ。

　中域性能ミツドレンジ以上であれば、規制機関を快く思わずとも『設定』の構築を楽しむ者だっている。なんせ妄想を具現化する特殊能力の根幹は、他でもなく自らが拗こじらせた厨ちゆう二に病に起因するのだから。宿した『因子』を試したい好奇心が勝るのだろう。

　しかし、低域性能ともなれば話は別だ。微弱な《脅威》しか起こせなくとも『因子』を保有していると云いう理由だけで学院島に隔離され、抑留被験体としてデータ収集に使い潰されることに憤りを覚える。だからこそ『設定』の構築など放棄し、厨二病も薄れる傾向があり、早ければ一年未満で『カテゴリ０』判定が降くだるレベルまでＩＮＳ領域が低下し『卒業』を迎えるケースが多い。

　琉海が問題児扱いされている理由は、他でもなくこれだ。

　低位級『カテゴリ１』故に有用な実験データとなる《脅威》など起こせず、だからと云って率先して『設定』を構築する訳でもなく、そのくせにＩＮＳ領域は減衰の兆しを一切見せない。規制機関からすれば利用価値を見み出いだせないイレギュラー過ぎる存在。

　それなのにずっと統轄学院に在籍している。まるで誰かを待っているかのように。

「はい。この話、おしまい。お返事は？」

　沖おき泉いずみ琉海は、いつも通りのダウナー口調でそんなことを言うだけだった。

　だからこそ紫門は、

「是非とも琉海の知恵を拝借したいんだけれども」

「……私？」

　こてん、と首を傾かしげる琉る海み。

「いいよ。もちろん。私で役に立てるなら」

「むしろ琉海だからこそ訊ききたいんだ。他でもない魔道書『ゲーティア』に関して」

「ん。理解した。アスモちゃんの『設定』を監修してあげるんだ？」

「……アスモちゃん？」

「悪魔『アスモデウス』、だからアスモちゃん」

　随分と独特な呼び方だった。

　けろりと琉海は答えたが、アスモデウスが知ったら「あたしのこと舐なめてんの？」と怒り散らしそうだ、と紫し門もんは頭を押さえながら話を強引に続ける。

「君の察しの良さには驚くばかりだよ、まったく本当に」

「当然。紫門くんのこと、ずっと見てるから」

　じーっと、琉海の瞳に覗のぞき込まれる。

　深海のような不思議な魅力が宿った瞳孔に呑のまれそうになるが、

「訊きたいこと？　紫門くんがアスモちゃんと《契約》結んだって聞いたから、悪魔『アスモデウス』の出典や起源、同一視されている他体系の魔術教典とかまとめておいた。名付けて『琉海すぺしゃる魔術式奥義書』。転送しとく？」

　その壊滅的なネーミングセンスに意識を全部持っていかれてしまい、琉海の不可思議な魔力から解放された。

　とは云いえ、名称が若干アレでも、頭が上がらないことには変わりない。

「ありがとう、じっくり読んでおくよ」

「どういたしまして。魔術なら私に任せて……っ！」

「琉海って魔術の話をしている時は、本当に楽しそうだよね」

「……？　普段つまんなそう？」

「心ここにあらずだな」

「あ、鯛たい焼やき」

　まさかの会話のキャッチボールを拒否される。

　何を考えているのか解わからない。それが琉海に抱く率直な感想だが、公言するとまた厄介なことになりそうなので黙っておくことにした。

　にしても最近、学院島では鯛焼きがブームなのだろうか？

　アスモデウスがいれば阿あ鼻び叫きよう喚かんだろう。

「欲しい」

「琉海にだけ買ったら烽ほう火かが不ふ貞て腐くされるぞ」

「悪魔を使役する魔術師が最初に講ずるべきこと、それは喚起しようとしている悪魔の撃退方法の確立。だから紫門くんもアスモちゃんの弱点はマジックアイテムだと思って片時も離さないようにしてなきゃ、ダメ」

　などと言いながら、琉る海みは勝手に鯛たい焼やき二つをトレーへと載せてしまう。

「おい。こら琉海──」

「──紫し門もんくん」

　ネクタイをくいっ！と引っ張られた。

　それで二人の顔同士が大接近。琉海の瞳が至近距離にあった。吐息が首筋にかかり、心臓が尋常でないビートを刻む。紫門詠えい哉や、ここで挙動不審ともなれば後で何を言われるか解わかったものじゃない。なんとか平然を保つ。

「ネクタイ曲がってた」

「いや、絶対に嘘うそだよね。曲がってなかったよね？　なんなら琉海が崩したよね!?」

「口も曲がってる。にやけてる」

　にやにや、と琉海は何な故ぜか少しだけ嬉うれしそうな顔をしていた。

　そこへ「おーい★　キャラメル珈琲コーヒーどこ行ったのー？　早くー」なんて烽ほう火かの暢気のんきな声が聞こえてくるので「僕は断じてキャラメル珈琲なんて名前じゃない！」と紫門も憤慨して返しておく。

「あの烽火ちゃんが、あそこまで紫門くんにデレデレ。何したの？」

「自慢するようなことじゃないよ。烽火が抱えていた悩みに、僕はほんの少しだけ力添えをしただけで。実際はたいしたことなんて何もしてないんだけどね」

「嘘吐つき」

　つぶらな瞳がじっと紫門を見据える。

　まるですべてを見透かしているとでも言いたげな、海のように澄んだ瞳。

「烽火ちゃんが、しょぼいことで惚ほれたりなんかしない。それは謙遜」

「琉海は本当に烽火のことが好きなんだな」

「ん。大好き」

　などと言いながら、琉海が紫門の腕に抱き着いてくる。

　突然の予期せぬ身体接触に、再び紫門は心臓が飛び出しそうになった。

　そして、まるでそんな紫門たちを嘲あざ笑わらうかのように、なんの予兆もなく複合型商業施設の一区画が爆発炎上した。
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　けたたましく火災報知器が鳴り響く。

　一体何が起こったかなど、把握する暇もなかった。

　衝撃と共に爆音が轟とどろいて施設内は一撃で混乱へと陥る。

　いくら学院生徒は全員が《観測者アルテフエクス》とは云いえ、半数は人間の範はん疇ちゆうに収まった影響しか及ぼすことが出来ない低位級『カテゴリ２』以下だ。

　高域性能ハイエンドのアスモデウスや烽ほう火かたちと接していると忘れがちだが、琉る海みのような低域性能ローエンドは普通の中高生と同じ感覚で生き死にを勘定する。火災に対する対応策を持っている訳もなく、パニックを起こすのも無理はない。

　ガッシャアンッ！と再び爆音が炸さく裂れつした。

　これはまずいと紫し門もんも焦る。少女たちが恐怖を覚えれば暴走状態に陥ってしまう可能性が高まる。不安は伝でん播ぱし、集団パニックなんか起これば目も当てられない。その裏切って欲しい予想は裏切られることなく、悲鳴が各所から沸き起こった。

　琉海を烽火たちと合流させ、紫門は喫茶店から飛び出す。

　地獄絵図が、そこにはあった。

　吹き抜けになった地上四階を見渡せる長い通路で、数多あまたの少女たちが逃げ惑う。

　中には《脅威アルス》で脱出を図る者もいたが、そんなのは数えるほど。大多数は火災が発生した区画から離れようと走るか、あまりの恐怖にその場で蹲うずくまってしまっていた。

『ご無事ですか紫門仮採用監理官』

「これは何事だヘカテ、どっかに暴走検体でもいるのか？」

『極めて不自然に発生した通常の火災であるとヘカテは報告します』

「ＩＮＳ領域によって観測された《脅威》ではない……と云いうことなのか？」

『通常であれば火災が発生する訳もない場所からの発火。順当に考えればＩＮＳ領域によって観測された《脅威》だと断定されます。しかしながら付近で発火現象を発現する可能性がある《観測者アルテフエクス》のＩＮＳ領域が周辺環境に影響を及ぼした痕跡は確認出来ません』

「そんな馬鹿なことがあるのかよ……？」

『ですが残念ながら事実です。状況証拠は確実に《脅威》である真実を示します。ですが元凶となる《観測者》が存在しない。これは────』

　言葉を区切る。

　ことの重大性を静かに告げるように。




『仮採用監理官連続襲撃事件に状況が酷似しています。どうか警戒を怠らず』




　誰が観測した《脅威》なのか解わからない。

　それは、通常ならば考えられないことだった。

　すべての《観測者》は識別照会センターによって捕捉されている。首に嵌はめられた首輪が現在位置とバイタル情報をリアルタイムで解析し、情報バンクに登録された生徒データとリンクさせることで、いつどこで誰が何をしているかを完全に把握しているのだ。

　この事実を以もつて、規制機関は少女たちを統制している。

　──ことになっていた。

　だが、それが正常に機能していないとなれば。

　つまり識別照会センターの従属特待生であるヘカテが、公に認める訳にはいかない事実があると云いうことを意味する。

　事態の緊急性を理解し、紫し門もんは超常現象の解決に臨む。

「仮採用監理官権限で《契約》を結んだ従属特待生《小さな王の鍵ゲーテイア・序列三十二番：アスモデウス》の緊急招集を要請する」

　だが、ヘカテの返答は淡々としていた。

『不許可です』

「どうしてだ理由を教えてくれ」

『序列三十二番は別の任務で正規監理官へ附帯中。今現在学院島を離れています』

「だったら別の従属特待生を──誰でも良い。とにかく消火活動に適した《脅威アルス》の持ち主を貸与してくれ」

『不許可です。本事案は危険性の観点から正規監理官が対応する決定が降くだりました。この意味を貴方あなたならご理解頂けると思います』

　命を狙われている可能性がある仮採用監理官は下がらせる。

　それが学年首席であるならば、なおのこと失うリスクは避けたい。

　そんな表の理由の他に、もう一つの隠された意図を紫門は理解していた。

　痕跡なく《脅威》を発現させることが可能だなんて事実が世間に露呈すれば、規制機関の制度が崩壊してもおかしくない。

　それだけは絶対に避けなければならない、とヘカテは暗に言っていた。

　だから正規監理官が対応し事実を隠匿するのだと。彼女は従属特待生として、そんな判断に黙って従うと言っているのだ。

「首輪のＧＰＳ機能が停止した個体がいるはずだ──あの『時雨しぐれ事案』みたく」

『何を仰っているのかヘカテには理解出来ません』

　淡々とヘカテは告げる。

　一緒に、ただ『日常』に帰りたかっただけの少女ヴイネを救う為ために、禁忌を犯してまで協力してくれたヘカテが、まるで別人のように応対する。

『そんな事実は今に至るまで一件も確認されていません。なお今の貴方の発言は会話記録から削除させて頂きますのでそのつもりで』

「冗談じゃない」

　紫門の視線は爆煙が広がる三階の区画へと向けられる。

「逃げ遅れた子を見つけた。今から座標データを転送する。直ちに転移系統の従属特待生を救出に向かわせろ」

『不許可です。今の貴方あなたには指揮命令権はありません。直ちに現場から撤退を』

「出来る訳ないだろ、彼女たちは助けを──」

『彼女たちは《観測者アルテフエクス》です。自力で脱出可能な者も少なくありません。今その場で最も危険なのは貴方自身であることを肝に銘じて下さい』

「あの子が自分の力で脱出可能なら、あんな場所で助けを求めて泣き叫んでる訳がないだろうが。小こ綺ぎ麗れいなデータだけを並べて語るな」

『施設内から逃げ遅れる抑留被験体の数は二百四十一名と予測されています。彼女はその一名に過ぎません。貴方の目の届く範囲だけで起こる悲劇がすべてだと思い込まないで頂けますか。とても不愉快です』

　歯は痒がゆい想おもいしているのは紫し門もんだけではなかった。ヘカテもまた、今すぐにでも彼女を助けてあげたいと願う少女の一人だった。

　だが、そんな私情、圧おし殺さなければならないのが従属特待生だった。

　そこへ。

「烽ほう火か様が手伝ってあげよっか？」

　端から見れば一人で叫んでいる紫門の隣に、烽火は立っていた。ヘカテの声は紫門にしか聞こえないはずなのに、彼女は事情を理解したのか──それとも理解する必要もなく紫門が困っている事実だけで協力を申し出たのかもしれない。

「一般生徒に治安維持権はない。君は琉る海みとアリスを連れて、早く避難しろ」

「誰が治安維持なんかに協力するって言ったのさ？」

「なんだって……？」

「烽火様の系統、忘れたとは言わせないよ？」

　途端、烽火の髪にルビー色のラインがメッシュのように入る。

「これは貸しにしないから。十年後、百年後、何世紀掛かっても、来世になろうが。しぃっちが目標を達成した暁に烽火様のこと思い出してくれたらそれで良いから」

　この時、紫門は自分の表情を見る術すべなどなかった。

　だが、もしも確認出来る代物によって顔を瞳に映していたら。

　きっと彼は、笑っていた。髪先に太陽フレアを観測して爆音と共に駆け、真っ赤な軌跡を残して紫門の脇を通り過ぎて行く烽火。その背中に向かって、

　ありがとう。

　そう心の中で呟つぶやいて。
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　炎の猛威が複合型商業施設の三階を襲う。

　そんな中でも『カテゴリ５』発火系統の煌こう焚たき烽火は恐れずに飛ひ翔しようしていた。

　無遠慮にぶち撒まけられる熱波は、火の勢いを大きく削る。太陽フレアの灼しやく熱ねつで周囲の熱流を操作するなんて離れ業でさえ彼女には容易なことだった。

　しかし、この場には火災を望む《観測者アルテフエクス》がいる。

　当然ながら消火活動は阻害されていた。

「妙な感じがするなー。こりゃ、あれかな？　突風系統が酸素の流れを制御して、二次的な被害で火災を演出しているだけかな？　ちょこざいなー……ま、ネタさえ割れちゃえば本領たる発火系統が返り討ちにしてあげちゃうだけなんだけどねっ★」

　時限強化パンプアツプモードのツーサイドアップにするまでもない。

　酸素によって火災が起こっているのならば、その酸素を太陽フレアが貪ってしまえば制御を完全に奪える。

　烽ほう火かの観測によって、火災は徐々に彼女の制御下に置かれつつあった。

　そんな烽火を見上げている紫し門もんへと、再びの爆発が吐き出した無数の火の粉が雨のように降り注ぐ。

「紫門くん、私にだってこれくらいは出来る」

　今度は琉る海みが紫門の隣へと現れた。

　その手には、飲料水で満たされたペットボトルが一本。

　キャップを回して封を開けると中身を空中へとぶち撒ける。その中身は床に零こぼれる前に琉海の掌てのひらへと集約され、水のルーン文字『Ｌ』を形成した。

　紫門が制止する間もなく、琉海は水を散弾銃のように火の粉へと向かって放つ。

「【水霊よラーグ、盟約に従い恋を叶える加護ウンデイーネを現せ】……っ！」

　着弾した極小のミネラルウォーターの水塊は、火の粉を打ち消す。

　しかし、それが琉海の性能限界だった。大火に向かって五百ミリリットルのミネラルウォーターを放ったところで、根源に着弾する前に蒸発してしまう。

　結局のところ『カテゴリ１』はペットボトル一本分の水を操ることが出来ても、ポンプ車のような放水を観測出来なければ、無から無限に水を生み出すだけのＩＮＳ領域は持ち合わせてなどいないことになる。せいぜい玩具おもちやの水鉄砲くらいにしかならなかった。

　それでも懸命に、琉海は観測していた。

　その動機は、おそらく烽火と同じ。

　紫門の役に立ちたい、と。

　そこへ、新たな人物が登場する。

「よぉ紫門、よろしくやってるみたいだな？」

　だが、彼は事態の収拾を任された正規監理官などではない。

　余裕そうな口振りの彼の名前は、

「繰くる部べ……っ」

　評定平均ランキング第二位・繰くる部べ。

　つまりは紫し門もんと変わりない仮採用監理官である。

「一体なんの騒ぎかと思えば。抑留被験体同士のドンパチじゃねえのかよ、面おも白しれえことになってんじゃねえか」

　繰部は口角を上げて笑う。

「どう考えても、これは規制機関が発生していることすら認めたくはない連続襲撃事件だろ。この付近にいる仮採用監理官はオレとテメエだけ。相手の標的なんざ興味ねえが《観測者アルテフエクス》の分際で監理官様に楯たて突ついた落とし前をつけてもらおうじゃねえか」

　その傍かたわらには、グレーを基調とした軍服ワンピースの少女。

　礼儀正しく紫門に一礼してから背筋をピンと伸ばし、繰部から命令が降くだるのを待つ。

　彼女は昨日アスモデウスが一方的に蹂じゆう躙りんしたハルファスだった。詳しい『設定』を紫門は知らないが、ガトリング砲を両サイドに停滞させ秒間百発の弾丸を吐き出す。そのことから破壊に特化した監修コンセプトであることなど容易に予想が付く。

　だからこそ、紫門にも解わかる事実が一つだけあった。

　間違っても消火向きではない。

「何をさせる気だ……繰部」

「解ってんだろ紫門。オイオイ、テメエまさか手出しするなと言われたらハイ了解です喜んでと従い逃げ出す腰抜けなのか？　人を殺せと言われたら躊躇なく引き金を引いちまうお利巧なお行儀良い優等生ちゃんなのかよ？」

　繰部は、乱暴な口調で紫門を煽あおり倒す。

　だが、その瞳は間違っても見下しているようには見えなかった。

　あくまでも、紫門と云いう仮採用監理官の実力を信頼しているからこそ、その実力を十全に発揮していない状況に対する不服にも思えた。

「テメエも従属特待生を呼んだらどうだ？」

「アスモデウスは今、他の監理官に貸与中だよ残念ながら」

「いいねえ、オレも言ってみてえわ。自分が《契約》を結んだ高域性能ハイエンドの『カテゴリ６』を貸し出し中だなんて台詞せりふ。それに引き換え、オレが《仮契約》を結ばされたのは、こんな産廃性能極めた『カテゴリ４』だぜ？　妬やけちゃうよなあホント」

　二人の仮採用監理官へと火の手が回る。

　それでも繰部は微み塵じんも慌てない。

　ただ冷静かつ残酷に。

「あの太陽フレアお嬢ちゃんが襲撃者を看破したんだろ？　突風系統。酸素濃度と気流を操作して、二次的現象として火災を起こした。これがもしも発火系統による《脅威アルス》が齎もたらした騒ぎだったらまどろっこしいが。そうじゃないなら話は単純でよ」

　繰くる部べは、その事実を口にする。

「つまり火災はただの物理現象ってことだろ？」

　まるで既に、これから起こる結果を知っているように。




「やれ、クソ産廃」




　その一言で充分だった。

　繰部の横で控えていたハルファスが、一呼吸を置く。

　たったそれだけで、彼女の両サイドには二基のガトリング砲が出現する。

　同時、彼らの頭上に巨大な貯水タンクが出現した。紛まぎれもなく転移によってテレポートさせられた代物で、状況から考えてハルファスによる《脅威アルス》だと理解する。

　次の瞬間、毎分六千発のガトリング砲が二基────一秒で二百発の銃弾が炸さく裂れつした。

　ジュュッドドド、と大量の水が爆弾でも破裂したみたいに爆散する。

　一気に解放された水の波が暴れ廻まわり火災を呑のみ込む。

　たったの一撃で見事に鎮火させてしまった。

「こいつの特性は同一座標への超連続転移だけじゃねえ。少し眺めてりゃすぐに解わかることだが、手を触れずとも物体を転移可能な上に、その重量も度外視している。つまりは遠隔地から物体を引き寄せることに長たけた《脅威》だ。自分を転移出来ねえクソ産廃でも運用次第で性能の低さなんざカバーしてやる。それが監理官ってもんだろ？」

　周囲一帯は水浸し。

　バケツをひっくり返したような消火活動だった。

　そんな彼らの脳裏にへカテの声が響く。

『付近から《脅威》の消失を確認。同時にＩＮＳ領域の測位も不可能になりました』

「レーダー探知機様が追えない《観測者アルテフエクス》なんて、ロクデモねえな紫し門もん」

「僕も同意見だ、繰部。ヘカテならば『因子』を直接追うことだって可能だろうに」

「こりゃひょっとしたら、仮採用監理官連続襲撃事件だなんて謳うたわれているが、その真相は無能な連中を淘とう汰たする選定試験の一環かもしれねえなオイ」

　冗談半分の軽口に聞こえるが、繰部の目は笑っていない。そしてそれは紫門も一ヶ月前に至った推論だった。だが、その首謀者の最有力容疑者である時雨しぐれは既に紫門の手によって殺害されている。

　となれば引き継いだ者がいるのか。

　あるいは別の真相なのか。

「ご自慢の『カテゴリ６』を貸与中の学年首席殿は下がってな。身分を弁わきまえずに監理官様を襲う愚か者をブチのめしてやるよ」

　繰くる部べは、ただ笑う。

　一つのステージをクリアして、次のゲームへと向かうかのような気軽さ。

　彼にとって、学院島内で発生するアクシデントなど、点数稼ぎのイベントでしかないとでも言わんばかりの余裕に溢あふれた態度だった。

「何してんだよクソ産廃。とっとと周囲の捜索をするぞ。酸素濃度や流れを調整するなんざ誰でも思い付くような《脅威アルス》で、このオレの命を狙ったバカタレを蜂の巣にしてやろうじゃねえか」

　繰部は完全にハルファスのことをモノとして扱っていた。

　本当に心の底から、従属特待生などステージクリアのアイテムとしか思っていないような横暴な態度に、紫し門もんの隣へと着地した烽ほう火かが忌避の眼まな差ざしを向ける。

「……自分じゃ何も出来ないくせに調子乗んな」

「オイオイなんだ、その生意気な目は。乱暴な言葉遣いも感心しねえな。女の子なら可愛かわいく喋しやべろうぜ？」

「好きな人が相手じゃないと女の子は、どこまでも残酷だって知らないのかな？」

「良いねえ、気に入ったぜ太陽フレアお嬢ちゃん」

　繰部は楽しそうに額を押さえて笑みを零こぼす。

「だが、勘違いしてねえか？　監理官が《観測者アルテフエクス》を壊れるまで嬲なぶって何か一つでも問題があるのかよオイ。コイツ等らは『因子』を解明する為ための研究材料。どうせ全国に四万名もいるんだ。そのうちの幾つかを使い潰した程度で、オレたち仮採用監理官の評価は下がらねえだろうが。何ボサッとしてんだ、行くぞクソ産廃」

　最初から最後まで暴言を吐き、繰部はハルファスを従えて行ってしまう。

　人格に問題こそあれど、火災が物理現象であること事実に基づき手持ちの従属特待生を使って瞬時に解決へと導いた手腕は本物。

　評定平均ランキング第二位は伊だ達てではない。もしも紫門がいなければ、間違いなく学年首席の座に就いていただろう。情け容赦ない性格と、従属特待生のことを道具としか思っていない粗暴さを除けば、まさに優秀な仮採用監理官であった。

　そんな繰部の背中に、

「あんな監理官になっちゃダメですからね、センパイ」

　アリスが神妙な顔持ちで呟つぶやく。

　その表情は、いつも浮かべている悪魔的な笑みとは程遠い。

　何がアリスにそんな表情をさせるのか。確かに繰部の行動は目に余るが、それでもこんな恐ろしい視線を向けるだろうか。

　竜胆りんどう色の美しい眼めは、悍おぞましい殺意が滾たぎっていた。

　だからこそ。

　あまりにも馬鹿げた一つの考えに至る。

（もしかして、本当に仮採用監理官連続襲撃事件の真犯人は……）

　推論と呼ぶには、あまりに御お座ざ成なりな愚考だ。しかし一度でも疑惑を懐いだけば思考の渦から抜け出すには困難が伴う。

　アリスの数々の行動が途端に一気に怪しく思えてしまう。思考バイアスだなんて解わかっていても、行動には合点のいく理由を求めてしまう心理が結論ありきの無む茶ちや苦く茶ちやな過程を無限にも彷ほう彿ふつさせ、紫し門もんの思考能力を奪う。

　そんな時、異変があった。

　それは琉る海みの頭上。天井に亀裂が入ると同時。

　無数の銃弾によって抉えぐられた天板が、一瞬にして崩落した。

「琉海……ッ!?」

　駆け出し、紫門が琉海へと手を伸ばす。

　誰かの悲鳴が上がるよりも早く瓦が礫れきが床へと激突し、膨大な粉ふん塵じんが周囲一帯を巻き込むように広がった。
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　莫ばく大だいな煙が吹き荒れる中で、煌こう焚たき烽ほう火かは目を見開く。

　目の前で、何が起こったかなんて、理解したくもなかった。

　直ちに太陽フレアを観測し、爆心地へ【片翼対空輻射無反動砲シングル・フレアバーストカノン】をぶっ放す。

「しぃっち……ッ!?」

　少しも思考は纏まとまらず、ただ一心不乱に烽火は無事を祈るばかり。

　紅ぐ蓮れんの炎が成したビームが粉塵を一撃で吹き飛ばす。無数の瓦礫が山となり、琉海が立っていた場所を無残にも破壊していた。

　直撃を疑わずにはいられない。

　紫門が学年首席の仮採用監理官とは云いえ、所詮はただの男子高校生。

　琉海に関しても、たとえ《観測者アルテフエクス》であっても性能は『カテゴリ１』でしかない。

　物理現象として起こった天井崩落を前にして、あまりにも無力な二人。どんな希望的観測を並べたとしても状況は絶望的だった。

　これがもしも崩落の真下にいたのが烽火なら、こんな事態にだけはならなかった。

　頭上から迫る瓦礫を太陽フレアで撃ち抜くことだって、あるいはロケットブースターを噴いて回避することだって、常識の範はん疇ちゆうから抜け出してしまった『カテゴリ５』の彼女ならば容易だった。

　なんで烽火様ではないのだと。

　どうして琉海なんだと思わずにはいられない。

　なんだって紫門を守ることが出来ない彼女に向かって崩落してしまったのか。

　そんな彼女へ、

「……センパイなら大丈夫ですよ、ほら」

　まるで崩落を予期し、さらには結果までも端から知っていたかのように、落ち着いたアリスは粉ふん塵じんが徐々に晴れつつある方向を指差す。

　そこには倒れ込んだ紫し門もんと、そんな彼を抱くように座り込む琉る海みの姿。

「烽ほう火かちゃん……っ」

　顔面蒼白。

　それは烽火ですら初めて見る、琉海の血の気の引いた表情だった。

「どうしよ、どうしよ、どうしよ……っ」

　額から血を流す紫門の頭を膝の上に乗せて、ただただ混乱する琉海は今にも泣き出しそうな声で震えていた。

「琉海先輩も落ち着いて」

「どうして落ち着いていられるの……っ！」

「どう見ても擦かすり傷じゃないですか。あ、でも出血量はエグいのでハンカチか何かで押さえてあげて下さいね」

　そんなアリスの妙に落ち着き過ぎている態度を見ているうちに、烽火も妙な感覚に身を包まれる。確かに、ちょっと冷静に考えてみれば、瓦が礫れきの着弾は紫門が琉海を突つき飛ばした後に起こったと思い出す。

　それがどうしてか、烽火は尋常でない不安に駆られていた。

　紫門が危機的状況に巻き込まれたからか、あるいは別の理由か。

「センパイが無事で良かったですね、琉海先輩」

　ただ一人、パニックを起こさなかったアリスは静かに語る。

「もしも烽火先輩なら、瓦礫を吹き飛ばしてセンパイがこんな目に遭うこともなかったと思いますけど。それを琉海先輩のＩＮＳ領域に期待するのは酷な話ですが」

「私は……私が……どうして…………」

「保健委員を呼びましょう。命に別状はなさそうですが、琉海先輩を守る為に気を失うほどのダメージを受けた事実には変わりありませんから」

「アリスちゃん、その言い方はちょっと……」

「どうしてですか烽火先輩。本当のことじゃないですか。もしも烽火先輩に瓦礫が降って来たなら大丈夫だったのにとか微塵も考えなかった訳じゃないでしょう？」

　その指摘に烽火は言葉を詰まらせてしまう。

　違うと否定出来ない疚やましさから、烽火は琉海の表情を見ることは出来なかった。

　硬直する烽火の態度がすべてを物語っているとでも言いたそうに、でも決してそんなことは口にすることなく、アリスは遅刻魔ウサギちゃんW h i t e　R a b b i t , 1 9 9 6の頭を撫なでながら、

「琉る海み先輩に膝枕してもらえるなんて、センパイは幸せ者ですね」





　　　　８



　はっ、となって紫し門もんは目を覚ます。

　そこは保健室だった。既に夜らしく、灯あかりの消えた病室のベッドの上で寝ていた。

　確か複合型商業施設で火災が起こって、それを繰くる部べが解決して、そして琉海に向かって天井が崩落して……そこから先の記憶はなかった。サイドテーブルの上に置いてあった携帯情報端末Personal Data Assistantへと手を伸ばし、時刻を確認して気を失っていたのだと理解する。

　枕元には小さく「ごめんね」と琉海の字で書かれた置き手紙があった。

「そこは『ごめん』じゃなくて『ありがとう』だろう……っ痛」

　頭に手を添えたら痛みが走り、顔を顰しかめる紫門。

　包帯が巻かれていた。どうやら頭を怪け我がして少なくない出血があったらしい、と貧血気味の感覚で状況を把握する。

　以前にもこんなことがあったな、と。

　それは一ヶ月前。アスモデウスと《仮契約》を結んだ日、集団暴走事案を解決した直後の出来事だ。アスモデウスに向かって放たれた雷の狙撃の射線上に琉海が入ってしまい、そんな琉海を突つき飛ばして助けた。

　でも、あの時とは違う点が一箇所ある。

　掛け値なしに、本当に咄嗟に身体が動いてしまった。

　完全に無策だった。雷の狙撃は、烽ほう火かが電磁パルスＥＭＰで威力減衰するだろうと、そんな打算があったからこそ躊ちゆう躇ちよなく琉海を庇かばえたのだが……今回に関しては、なんの勝算もなく行動してしまった。

　だから、もしかしたら死んでいたかもしれない。

　助かったのは、ただ幸運だったと言わざるを得ない状況だ。

　そんな自分の行動に、紫門は我ながら疑問を抱く。おかしなことだ、と。あってはならないことだ、と。本来の自分では考えられない行動だった、と。

　紫門詠えい哉やの目的は、かつて規制機関に拐さらわれた少女を奪還することにある。

　なので、その『約束』を果たすまでは一手も誤る訳にはいかない。いくらクラスメイトが命の危機にあったからとは云いえ、無策で突っ込むなんて犯してはならないミスに等しい愚行だ。絶対に一ヶ月前の自分ならしなかった。

　であれば。

　考えられる理由は。

「……おい、自分でも呆あきれるぞ」

　琉る海みを助けたい、と思ってしまったから。

　そんな無む茶ちやを犯してしまった。幼おさな馴な染じみの少女と交わした『約束』を破る結果になっていたかもしれないのに。

　冷静になって考えてみれば、あの場には烽ほう火かがいた。紫し門もんが何もせずとも太陽フレアが観測され、それこそ【片翼対空輻射無反動砲シングル・フレアバーストカノン】の灼しやく熱ねつによって崩落する天井の残骸は消し飛んでいただろう。

　なのに、紫門の身体からだは動いてしまった。

　情が芽生えたからなのか。紫門は自分でも気付かぬうちに、クラスメイトの烽火や琉海に対して、傷付いて欲しくないと思ってしまっていると云いうことなのか。

「……そんな覚悟で、規制機関を敵に回して戦えるのかよ」

　琉海が無事で良かった、と思う本心をなんとか押し殺して自戒する。

　この紫門詠えい哉やを騙かたる嘘うそに塗まみれた狼おおかみ少年は、明白な殺意を持って首席監理官の殺害に至っていた。そして欺ぎ瞞まんで以もつて『カテゴリ６』の悪魔を懐柔したのだ。もはや後戻りは赦ゆるされないところまできている。

　だからこそ、絶対に『約束』を果たさなければならない。

　たとえ世界のすべてを敵に回したとしても。




　コンコン、と。




　病室のドアを叩たたく音がした。

　視線を向けると、来訪者は既に扉の内側にいた。

　だからこそ誤認していたと理解する。その者は最初から病室内にいて、紫門が目を覚ますまで入り口に背を預けながら静かに待っていたのだと。

　その少女は、御お伽とぎ噺ばなしの世界から抜け出して来たかのような格好をしていた。

「ったく……やっぱりあんた、あたしがいないとダメね」

　悪魔の名を冠した少女──アスモデウス。

「あたしが他の監理官に附帯されたからって、こんな方法で気を引こうとしないでよ」

「いや、別にそんな意図はなかったんだけれども」

「じゃあどうして無茶したの。一ヶ月前に沖おき泉いずみさんが雷の狙撃に当たりそうになった時もそうだったけど……後先考えずに身を挺ていしちゃう癖でもあるってこと？　あんた、まぢでそのうち死んじゃうわよ。冗談抜きで」

「……すべての『因子』で苦しむ少女を救う監理官を目指しているからね」

「茶ちや化かさないで」

　その声は真剣そのもの。

　一歩、また一歩と、まるで心の中を吐き出すように、アスモデウスは紫し門もんへと足を運びながら小さく呟つぶやく。

「どうして……」

　と零こぼし。

「なんでみんなそうなのよ……」

　と呟いて。




「あたしを置いて、あんたまでいなくならないでよ……っ」




　至近距離。その少女は、不安そうに紫門のことを、ただじっと見つめる。

　紡いだ言葉は彼女が待ち焦がれている『王子様』に対してなのか、彼女に悪魔の名を与えた時雨しぐれに対してなのか、彼女を悪魔として再臨させた紫門に対してなのか。

　あるいは、その全員に対してなのか。

「……ごめん。軽率な行動だったと反省はしているよ」

「言っても聞いてくれないのは解わかってる。けど、それでも言わせてよ。あたしはあんたによって生かされているの。それは《契約》して同一視再現フアクシミレが成立しているとか、そんな詰まらない話なんかじゃなくて……」

　悪魔の名を冠した少女から小さな嗚咽おえつが響く。

「あんたをずっと待ってる子だっているはずだから」

　蒼そう月げつのような、美しい瞳を涙でいっぱいにして。

「もう無む茶ちやしないでよ……あたしを一人にしないでよ…………」

　これも一ヶ月前に酷似している。

　あの時は、確か烽ほう火かに言われたことだ。

　だが、紫門詠えい哉やを騙かたる少年からすれば、すべてはたった一つの『約束』を果たす為ための布石に過ぎず、だからこそ約束は出来ないと答えは決まっていた。

　──はずだった。

「解った。約束しよう……僕は君を残して消えないと」

　今回ばかりは、その答えが違った。

　烽火からの懇願と、アスモデウスからの哀願とでは、あまりに言葉の重みと意味合いが違い過ぎる。

「大丈夫だよアスモデウス、僕を誰だと思っているんだい？　前人未到の快挙──仮採用監理官でありながら、従属特待生と《契約》を結んで同一視再現を成功させた学年首席だぞ？　君を悲しませるようなことだけは絶対にしない」

　その震える手を握ってあげたかった。

　だが、それは悲しくも叶かなわぬ願いだった。

　何な故ぜなら彼女は、瑕か疵し『色欲』を有している。

　伝承の『権能』や『逸話』に匹敵する《脅威アルス》を観測可能とした代償として、従属特待生が孕はらんでしまう『瑕疵』に彼女の身体からだは侵されたままだ。

　その素肌に触れてしまえば、この悪魔の名を冠した少女の理性は一撃で吹き飛んでしまうだろう。本人の意思など関係なく、相手を求めて貪ろうとする悪魔となって、堕落した快楽に溺れる欲情の淫魔と化す。

　もう二度と、この子のそんな姿は見たくない。

　それは掛け値なしの本音。欲情するなんて以もつての外ほかだ。小悪魔のような笑みで相手の性欲を掻かき立て、ぶちまけたくなる劣情を煽あおる『色欲』なんて狂気に等しい。そんな監修を弱点として施した時雨しぐれの呪縛から、少しでも早く解放してあげたい。

　だからこそ、

「君の『設定』を監修する続きをしようか」

　こくり、とアスモデウスは喉を鳴らす。

　その表情は少しだけ、不安そうな色が滲にじんでいた。

　いつも不遜な小悪魔とは程遠い、まるで注射を打たれる前の少女のように、わずかに怯おびえている。無理もない。同一視再現フアクシミレを成立させている『設定』を弄いじると云いう行為は、リスクを伴うのだから。最悪の場合、自身が悪魔『アスモデウス』であると信じられなくなり、それまで観測していた《脅威》ですら観測不能に陥ってしまう。

　だが、アスモデウスの答えも決まっていた。

「……うんっ」

　十一月の寒空の下、絶望に打うち拉ひしがれ一度は死を覚悟した少女だからこそ、その窮地を救ってくれた『紫し門もん詠えい哉や』にならば『設定』の監修を委ねられると。心の底から共犯者を信じている表情で頷うなずく。

「あんたが監修してくれるのなら、あたしはどんな『設定』だって受け入れられるわ」

　ベッドの傍そばへと、アスモデウスは腰掛ける。

　この少女の『設定』は、時雨との《契約》によって構築された。

　その基盤は『指輪の簒さん奪だつ者』のエピソードであり、相手にとって大切なものを奪う悪魔を同一視再現している。

　彼女が悪魔『アスモデウス』となる現実を受け入れたのだって、あまりにも世界が理不尽だったからに過ぎない。ずっと続くかと思っていた平穏が、たったの一つの異変で破綻した。ずっと一緒にいたかった人と離別させられ、挙げ句の果てに統轄学院へと隔離された現実が悔しかったからだ。

　だから他の誰かも不幸にならなければ不公平だ、と拗こじらせてしまった。

　しかし、それは五年前の話。

　もう悪魔の名を冠した少女は、誰かの幸せを妬むような心を持ち合わせていない。

「絶対に諦めないこと。それが君と僕とが交わした《契約》だ」

　これは希望を捨てることが許されない約款でもある。

　たった一人の少女を助ける『約束』を果たす、あるいは『王子様』と再会する。

　互いに似て非なる理想を掲げて現実に挑む『共犯者』たちは、どんな絶望的な状況でも諦める権利を喪失している。

　だからこそ、一つの解釈を『設定』に補ほ填てんした。

「君と云いう『簒さん奪だつ者』は、不可能を滅ぼす者アシユメダイとして再臨したんだよ」

　まるでパズルのピースが嵌はまったかのような、そんな表情を少女は浮かべた。

「あたしに不可能は存在しない」

　小悪魔的な笑みで、自らを鼓舞する呪じゆ禁ごんを零こぼす。

　少女が好んで口くち遊ずさむ言葉に、より深い意味を《契約》によって与えた瞬間だった。

　疑いようがない。これは紫し門もん詠えい哉やが今の彼女に相応ふさわしい『設定』を監修し、悪魔『アスモデウス』の同一視再現フアクシミレを成し遂げたことを意味する。

　その上で、彼は次のステージへと進む。他ならぬ瑕か疵し『色欲』からの解放だ。

「時雨しぐれが監修した『設定』を引き継いで僕が拡大解釈なり曲解なりをすれば、君は自身の存在を疑うことなく同一視再現を継続可能だ」

　悪魔『アスモデウス』の名を冠した従属特待生は、その性能の高さ──『カテゴリ６』ばかりに注目されがちだが、彼女の本懐は第三者が考えた既存の『設定』を壊さず、より発展させた《脅威アルス》として改かい竄ざんしてしまうことにあると紫門は考えていた。

「君は『簒奪者』であると同時に『叡えい智ちを極めし者』でもある」

「当然でしょ。あたしは悪魔『アスモデウス』。原典より魅力的な偽典よ？」

「あらゆる『設定』を一撃必殺級の《脅威》へと昇華させてしまう。それが君と云う従属特待生の本質だ」

「なるほどね。だから『叡智を極めし者』なんて言い出したのね。魔術書『ゲーティア』では、あたしは幾何学や天文学などの秘術を授ける『権能』を有している。つまり天才ってことよね？　あまり得意じゃない数学のテストとか余裕になっちゃうかしら？」

「……君の天然っぷりは本当にウケるな」

「は？」

　ギロリと、アスモデウスの蒼あおい眼めが睨にらんできた。

　仮にも共犯者へと向けるべきではない殺意を浴びせられた気がしたが、さして紫門は気にせず言葉を続ける。

「旧約聖書外典『トビト記』にて、君はサラと云う少女に取り憑ついておきながら、彼女には手を出していない。結婚初夜に相手の男を絞め殺しただけだ。つまり君は極めて奥手な悪魔だ。だってそうだろう？　智ち識しきだけはあるけれども、そう云う行為は恥ずかしくて出来ないのだから」

「なっ、ちょっ……あんた頭から血を流しておかしくなっちゃったの!?」

　赤面して慌てるアスモデウスだが、それで良い。

　こんな『設定』を付与したところで理性が消滅してしまう瑕か疵し『色欲』を否定出来るとは紫し門もんも思ってなどいない。だが、異なる解釈を与える。それだけで少しでも和らげることが可能だと示せたならば時雨しぐれの呪縛から逃れるチャンスがある。

　そんな時、紫門の携帯情報端末Personal Data Assistantが鳴る。

　烽ほう火かからの着信だった。

「……こんな夜中に女の子から着信なんて」

「なんだ妬やいてるのかい？　そう云いうところだよ。君の奥手要素は」

「はぁ？　もう二十三時近いのよ？　そんな時間に通話なんて不純異性交遊でしょ？」

「どんだけ君は純情なんだ……」

「るっさい」

　などと言いながら、アスモデウスは紫門の手から携帯情報端末を引っ手繰り、画面に映し出された烽火の名前をじーっと睨にらみ付ける。だが、小さく溜ため息を吐つくと何もせず突つき返してきた。

「てっきり着信拒否するのかと思ったけれども」

「そんなことする訳ないでしょ。あんたの目の前にいるのは『色欲』を司つかさどる悪魔だって忘れてない？　このあたしに欲情しないんだから、そこらの美少女が誘惑した程度で手を出すはずもないわ。だからどうぞご勝手に。あたしは帰って寝るから。おやすみ」

「無む茶ちや苦く茶ちやな理論だな……てか、本当に零時前就寝しているのか君は」

「夜更かしなんかしたら肌荒れしちゃうでしょうが」

　機嫌を損ねているのは明らか。

　頬ほっぺたを膨らませながら怒っているアスモデウスから携帯情報端末を受け取り、

「どうした、烽火。こんな時間に」

　画面をフリックして、通話に応じる。

「僕なら大丈夫だよ。ついさっき目を覚ましたばかりだけれども、この通り特に問題はないから心配しないでくれると嬉うれしいかな」

　期待したのは、馬鹿みたいに明るい声だった。

　気を失うほどの危険を冒してしまったことは素直に謝ろうと考えていた。

　煌こう焚たき烽火は、きっと許してくれる。それで何か悪巧みでもして、お得意の太陽フレアを噴射して強襲でも仕掛けて来るだろうと思っていた。

　だが。

　そんな甘ったれた思考は一瞬にして吹き飛ばされた。

「……助けてっ」

　今にも泣き出しそうな悲鳴だった。

「るみちぃが！　るみちぃが！　どうしようしぃっち！　るみちぃがっ！」

　スピーカーの向こう側は、完全にパニック状態だった。

　だからこそ、何かとんでもないことが起こってしまったことだけが解わかる。

　アスモデウスも予想外だったらしく、病室を出て行こうとベッドから立ち上がろうと腰を上げたところで硬直していた。

「…………烽ほう火か。今どこにいる？　琉る海みだな？　琉海がどうしたんだ？」

　只ただ事ごとではないと思い、紫し門もんは状況把握に努めようとする。必死に脳をフル回転させ、想定し得る最悪を精査しつつ、その解決策を導こうと思考を巡らす。

　だが次の一言で、完全に背筋が凍り付く。

「るみちぃが壊れちゃった……っ」
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　十二月の夜空の下。

　裏路地で、ひっそりと一人の少女が佇たたずむ。

　背の高いビルに阻まれて、広いはずの空は一部しか見えなかった。月が浮かんでいなければ星もない。暗幕を張ったかのような暗黒だけが頭上には広がっていた。

　小さな体たい躯くの震えは、凍える寒さを所以ゆえんとしない。

　その手にはミネラルウォーターで満たされたペットボトル。

　声にならない嗚咽おえつが溢あふれて、呼応するように容器が破裂して中身が零こぼれ落ちる。

　少女の姿を照らす明かりはない。辛うじて浮かび上がるのは、青髪メッシュのゆるふわショート。しかしそれさえも闇に身を埋うずめていくうちに、とうとう姿は暗がりへと呑のまれてしまった。

　次にあったのは慟どう哭こく。

　とんでもない高さの水柱が突如として発生した。瞬く間に少女の全身を包み込んだかと思えば、次の瞬間には爆散した。それは、まるで完成してはならぬ一つの魔術が極致へと到達してしまったかのような不気味さを帯びていた。

　その神秘的なヴェールから現れたソレは、果たして何者なのか。

　星の一つすら見えない小さな夜空に向かって、ついさっきまで少女だった怪物は口を開いて涙を流した。





第四章『七つの大罪 -Septem peccata mortalia-』
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　学院島の西端。

　そこから沖おき泉いずみ琉る海みの首輪の反応はあった。

　学院生徒から憩いの場として愛されている公園だが、とっくに門限は過ぎている。試験休み期間とは云いえ、学院島では夜間の外出は夜遊びと見み做なされ補導対象。こんな時間に出歩くなんて、いくら琉海が問題児と呼ばれていても初めての出来事だった。

　紫し門もんは病室を飛び出し、仮採用監理官権限で琉海の首輪の位置情報の開示を求めた。

　門限を破って学院島内を徘はい徊かいする少女を補導する名目であれば、識別照会センターにも拒む理由はなく、あっさり許可が降くだって今に至る。

「ちょっと紫門、そんな身体からだで動き回るなんて……っ！」

　隣を走るアスモデウスは慌てていた。

　頭に包帯を巻き、まっすぐ走ることすら危うい紫門には、妥当な反応だろう。

「頭を十針も縫ったのよ？　保健委員会の子たち曰いわく、丸一日は目を覚まさないって言われていたの。この時間帯に目を覚ましたことだって驚きなのに……傷の大きさの割には出血量が少なかったことは幸いだけど、それでも……っ」

　ふらつきながら走る紫門の腕を掴つかんで、

「それだけの大おお怪け我がを負って、まだ動くとかほんとに死んじゃうわよ？」

　必死に追い駆けるアスモデウスは、

「沖泉さんは、あたしが見つけてあげるから」

　心から嘆願するように、

「だから、ね？　ベッドでおとなしくしてよ？　ね？」

「ありがとうアスモデウス。でも、駄目なんだ。ただ君からの連絡を待って寝ていられるほど僕は悧り巧こうじゃない」

「ほら、いつもの悪戯いたずらかもしれないし……」

「それが真相だったら、どんなに気が楽だろうね。でも、残念ながら、それは絶対にないと断言出来る。烽ほう火かはトラブルメーカーだが、タチの悪い冗談を仕込まない。だから僕の言葉を信じて寮で琉海の帰りを待ってくれると約束してくれたんだ」

「……よく解わかってるのね、煌こう焚たきさんのこと」

「僕は烽火の『療養』担当だからね」

　そんな一言で、紫門の袖を握る手から力が抜ける。

　アスモデウスとて解っていた。この紫門詠えい哉やと云う少年が、この程度の障害で立ち止まってくれるほど柔ではないことを。でなければ、たった一つの『約束』を果たす為ためだけに統轄学院まで乗り込んでしまう酔狂など犯さないだろう。

　心配だった。心臓が破裂してしまいそうなほど、危ぶんでいた。

　それでも紫し門もんは歩みを止めてくれない。

　であれば、すべきことは一つ。

「解わかったわ……あたしは、あんたと《契約》を結んだ悪魔だから……」

　憤りを覚えても嚥えん下げする。そんなアスモデウスの心中を慮おもんぱかってなのか紫門は、

「さっき君は、今日中には目が覚めない。そう言ったな？　てことは、目が覚める当てもないのに君は僕の病室にいてくれたのかい？」

「なっ、ばっ、ちょっと何考えてんのよ……っ!?」

　赤面したアスモデウスは、指先に『指輪』を観測する。

　同時に、風が巻き起こった。それは《脅威アルス》などには遥はるかに劣る、男子高校生ならば平然と立っていられるほど微弱な風だった。

　そんなわずかな衝撃でさえ、今の紫門には幾分か効いた。

　だが、これで良い。もう不安で強こわ張ばっていたアスモデウスはいなかった。

　理不尽としか思えない怒りを撒まき散らす小悪魔。思考が『色欲』に苛さいなまれながらも『権能』や『逸話』に匹敵する《脅威》を観測する従属特待生。

　今にも倒れそうになりながらも、紫門は眼前の光景へと目を向ける。

　学院島西端の公園広場へと続く入り口だった。

「琉る海みの首輪の反応はこの先だ」

　パンドラの箱。

　その先で待ち受けている少女に、何が起こったのか。それを確かめる為ために紫門詠えい哉やはアスモデウスと《接続アドホツク》を終えて踏み込む。

　観測史上最悪の《脅威》がいるとも知らずに。
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　人影があった。

　公園広場の中央に設置された噴水の隣。

　星一つ見えない黒雲で覆われた夜空の下で、それは佇たたずんでいた。

　風に吹かれて静かに揺れる、水色メッシュのショート髪。まるで星の海を内包したかのような無数の瑠璃色の粒子が髪全体に宿り、靡なびく毛先から雫しずくみたいに滴っていた。

　その片手には、魔道書グリモワール。

　もう一方の手には、突撃槍のような[image: ]ハープン・ロツド。

　そして頭頂部を飾るのは、鍔つばの広い大きな尖り帽子ウイツチ・ハツト。

　────魔女。魔法使い。そんな言葉が彷ほう彿ふつさせられる格好だった。よくある絵本との相違点は、その意匠が黒ではなく、白と紺を基調としたツートンカラーであること。そして小さな体たい躯くを包むのが中世ヨーロッパを思わせるローブとは違い、ミニスカートとロングスカートの造形を汲くんだマレットドレスであること。

　暗闇の中で、白と紺のコントラストを纏まとった魔女が待ち受けていた。

　特異的な装束であるが、見み紛まごうはずもない。

　紫し門もんが対たい峙じする正体は、沖おき泉いずみ琉る海み。

「「…………」」

　二人だけの空間だった。

　両者は相対しても黙っていた。

　それは話すことが見つけられないからではなく。

　どちらか片方が口を開いてしまえば、決定的な何かが始まってしまうとお互いに理解していたからかもしれない。

　十二月の冷気が体温を根ね刮こそぎ奪う。

　そんな夜風が吹く中、ようやく琉海の唇が動く。

「ごめんね、紫門くん……」

　いつも通りの棒読み。

　感情を無理やり押し殺したような、完璧に平へい坦たんな声色だった。

[image: ]

「いきなり何を謝っているんだ？」

「私は、とっても弱いから」

　最初、紫し門もんは何を言われているのか理解出来なかった。

　だが次の言葉で、真意を理解する。

「ただの『カテゴリ１』だから」

　らしくない。それが率直な感想だった。

　紫門が知っている沖おき泉いずみ琉る海みと云いう少女からは、掛け離れた態度。

　普段ならば絶対に表に出さない本音を、ついに耐え切れず零こぼしてしまった。そんなイメージを抱かせる不気味な雰囲気を彼女は帯びていた。

「でも良かった……紫門くん、無事で」

「どうしたんだよ、琉海。この僕があの程度で死ぬ訳ないだろ」

「傷、痛む……？」

「これは名誉の負傷だ。琉海を守れたのならば、この上ない幸せだよ」

「紫門くん、優しい……いつだって」

　琉海は、紫門の顔を見て安あん堵どしていた。

　だからこそ、紫門もあくまでもいつも通りに接する。

　特異的な装束に身を包んでいる事実など目撃しなかったことにして、彼は『紫門詠えい哉や』として琉海へと手を差し伸べる。

「さあ帰ろう。烽ほう火かが琉海の帰りを寮で待っているよ」

　だが、




「なんかね、私、壊れちゃったみたい」




　そんな紫門の意図を、きっと承知の上で琉海は払い除のけた。

　明白に存在していた違和感が、主張を始める。もはや無視など出来ないレベルまで膨れ上がったソレは、静かに、しかし確実に紫門へと牙を剥むく。

「一体何があったんだ。琉海は壊れてなんかいない」

「……ごめんね、私のせいで」

「琉海のせいじゃない」

「嘘うそだよ」

　遮られた。

　囁ささやくような声だったが、想おもいが乗った重みのある口調だった。

　消極的な、消え入りそうな鈴の音みたいな声ではなく、大木すらも切り倒してしまいそうな鋭利な声で琉海は言う。

「いつもそう。ずっとそうだった。紫し門もんくんは優しいから、気付かないフリをしていてくれている。でも私には解わかる。解っちゃう。自分のことだから嫌ってほど解っちゃう」

　一呼吸を置いてから、琉る海みは寂しそうに呟つぶやいた。

「紫門くんに迷惑ばかりかけてる……」

「そんなことは──」

「あるよ。ごまかさないで。ついさっきの崩落や一ヶ月前の狙撃だけじゃない。ずっと紫門くんに気を遣わせちゃってるの解ってる…………」

「……琉海」

「嬉うれしかった。紫門くんは覚えていないかもしれないけど、無自覚かもしれないけど。初めて会った時、頭を撫なでてくれた。髪が綺き麗れいだねって褒めてくれた。それがとても、とっても嬉しかった。そんな理由で好きになったよ。馬鹿みたいな理由でしょ？　でも好きになっちゃった。だから力になりたいなって思っちゃった。思っちゃったの」

　普段の琉海からは、考えられないほどの饒じよう舌ぜつ。

　止とめ処どなく感情が流出してしまう現象を紫門は知っている。

　琉海は間違いなく、疑いようもなく、緩やかな暴走状態にある、と。そう結論付ければ仮採用監理官としてすべきことはただ一つ。

　沖おき泉いずみ琉海の暴走を未然に防ぐ。

「でも、現実は残酷。私がどんなに願っても『カテゴリ１』は無力。何もできない。やったところで足を引っ張るだけ。でも、烽ほう火かちゃんは違う。だって『カテゴリ５』。紫門くんの為ために力を使える。だから紫門くんは烽火ちゃんのことばっかり」

　次の瞬間、琉海の感情が決壊した。

「……ズルいよ、烽火ちゃんばっかり」

　最初は小さな綻び。亀裂が入った隙間から水が零こぼれたと気付いた時には既に遅し。

　ダムによって堰せき止められていた膨大な水量が、周囲の有象無象を薙なぎ払うように圧倒的な暴威が空間を蹂じゆう躙りんするが如ごとく。

「紫門くん、烽火ちゃんとばっかり仲良くする。三人で話していても、いつも烽火ちゃんの方ばっかり見てる。私が前にいて、私と話している時も、意識はいつだって烽火ちゃんを向いている。解るよ、解っちゃうよ、だって私、女の子なんだよ？」

　喩たとえるなら表面張力。琉海の感情は、いつ決壊してもおかしくなかった。今まで持ちこたえていたことの方が奇跡的と言えるだろう。だからこそ、その肥大した気持ちが許容量を超えた瞬間、少しも持ち堪こたえることなく溢あふれる。止め処なく、後戻りも出来ず。

「だから決めた。あなたを殺して私も死ぬ。それで世界は幕を閉ざす」

　琉海の想おもいに応えるように、一つの《脅威アルス》が起こる。

　ここは学院島の西端にある公園広場だ。琉海の遥はるか後方には夜の太平洋。

　そこから尋常でない量の水塊が轟ごう音おんと共に浮上して、琉る海みが掲げた突撃槍のような[image: ]ハープン・ロツドの先端に収束──水のルーンが空中に刻まれ、一つの大きな大蛇を形成する。

「【水霊よラーグ、此これは万人の万人に対する闘争である】」

　その後に起こる現象は言うまでもない。

　もはや止める術すべなどなく、一直線に紫し門もんへと迫った水の大蛇は、大きな口で彼を丸まる呑のみにする。公園広場一帯には激震が走り、大量の水みず飛沫しぶきが舞う。濁流が無力な仮採用監理官から酸素を奪い抵抗する間もなく溺死させる────はずだ。

　だが。

　紫門の口元は、小悪魔的な笑みが浮かんでいた。

　海水の檻おりに囚とらわれる直前で、彼の背中から光が爆発したように純白の翼が広がる。

　その両手には二本の剣つるぎ。自らに迫る水の大蛇を目掛けて突撃。踊るように乱舞する二本の剣が琉海の《脅威アルス》を引き裂き、爆発四散。水浸しになった公園広場のド真ん中で、紫門詠えい哉やは白いグリフォンの翼を羽撃はばたかせて悠然と立っていた。

「……え？」

　信じられない光景でも見せ付けられたみたいに、琉海は目を見開く。

　想像とは異なる現実が広がっているからではない。その原因が『因子』を持たぬはずの紫門の背中から生えたグリフォンの翼によって齎もたらされたと云いう、圧倒的非現実に理解が追い付かないからだった。

「【偽ギ典テン：仮初の姿に狂乱あれフアンシー・オテイウス】」

　その口から紡がれる詠唱は、果たして一体誰の《脅威》なのか。

　それが解わからないほど、琉海も落ちぶれてはいなかった。むしろ琉海だから、魔術に対して強い憧憬がある琉海だからこそ、それが争いごとを調停する『権能』を持つ悪魔《小さな王の鍵ゲーテイア・序列十七番：ボティス》の力であることを看破する。そして、その悪魔は変身能力を有していることも。

　紫門詠哉だと信じて疑わなかった相手がブレて、

「恋は人を盲目にするって云うけれど、本当に好きな相手なら目の前にいるのが虚像だって気付きなさいよ」

　そこには、赤ずきんの姿をした悪魔が純白の翼を広げて立っていた。





　　　　３



　そんな光景を眺める少女がいた。

　その口は、わずかに開いたまま止まっている。

　予想外。そんな言葉を彷ほう彿ふつさせる表情で、ただただ窓の外へと目を向けていた。

　学院島西端の灯台。三百六十度パノラマを謳うたうスポットだが、遥はるか彼方かなたの地平線を拝むことに長たけている他にも使いようがある。即すなわち、足元に広がる公園広場に対しても同じことが言える絶好の監視場所。

　灯あかりが消え失うせた暗がりの展望スペース。

　公園広場を見下ろすには最適な大窓の前に立つ少女の背中から、

「隣、良いかな？」

　紫し門もん詠えい哉やが姿を現す。

「こんな夜更けにお散歩ですか？」

　と、その少女は応対する。

「月が綺き麗れいですね」

「月どころか星一つ見えない夜空だよ」

　そして沈黙。

　少女はゆっくりと振り返り、紫門へと素顔を晒さらす。

　その少女に対して、

「君がどんなシナリオを描いていようが、僕が破壊する」

「そうですね、やってくれましたね……センパイ」

　悪魔的な嗤いが零こぼれる。

　紫門の瞳に映った少女の正体は、アリス。

　互いが己の敵であることを明白に自覚した二人が対たい峙じした。

「最初から君は妙だったんだ」

　星一つ瞬かない黒雲立ち込める夜空を見上げながら、紫門は切り出す。

「どうして従属特待生でありながら、僕以外の誰もその事実に気付いた素振りすら見せなかったのか。それはごく簡単なことで、文字通り気付いていなかったからなんだ」

　まるで一つの事件を解き明かす探偵役のように。

「それこそが君の《脅威アルス》だった。君は君と云いう一個人を相手に認識させながらも、抱く感情や思考を自在に操る──つまり精神干渉だ。烽ほう火かや琉る海みは、君の特異的な装束を認識していながら、それが従属特待生であることに結び付かなくなっていた。だからこそ仲良くなれた。この学院島に於おいて、一般生徒は従属特待生と云うだけで裏切り者の烙らく印いんを捺おす。だからこそ偽る必要があった」

　相手の心象を自在に操作する現象の観測。

　その答えに到達して、なんて恐ろしい《脅威》だと紫門は思った。

　心理戦に特化した『設定』は相手の感情や思考を掌握し、自らの都合の良い展開へと転がしてしまう。敵には回したくない類の《観測者アルテフエクス》であることには間違いない。

　だが、紫門はアリスの《脅威》をそうだと断定した。

　そうとしか思えないような感覚に、自身が囚とらわれてしまったからだ。

「天井崩落の瞬間。あの時の僕はどうかしていた」

　もちろん、それだけではない。

　違和感はずっと前から、最初に邂かい逅こうした時から続いていた。

　紫し門もんの思考は、常にアリスのことを別の人物と同一視しようとしていた。そんなバイアスが掛かっていたとしか説明が付かない奇妙さだった。

　動かないまま、紫門に対たい峙じしていたアリスが、ようやっと口を開く。

「【被創造物は創造主の仰せの通りにロスト・キヤラクター】──それがアリスの《脅威アルス》ですぅ。あの瞬間、あの場所にいたすべての知的生命体は自由意志を失い、アリスの意のままに動いてくれました。どうですぅ、凄すごいでしょ？」

「光栄だね、アリス。どんな悪魔の称号を冠しているのか教えてくれさえしない君が、まさか《脅威》の方を明かしてくれるなんて」

「アリス、ズルするけどアンフェアは嫌いなんですぅ」

「それは良い犯人役ヴイランじゃないか。探偵役の僕も大助かりだ」

「では優秀な名探偵さんに質問です。どうしてアリスは精神干渉までして正体を偽ったのでしょう？　もしも従属特待生であることを隠したければ、アリスは学院制服を着れば良い。ただそれだけのことじゃないですか」

「君は頭が良過ぎたんだ。だから余計な撹かく乱らんまで企くわだてた。もしも君が従属特待生であることを隠して学院制服を着て烽ほう火かたちと接触していれば……その一貫した行動から、僕が君の真意を見抜くと考えたんだろ。だからこそ隠さなかった。僕の注意をあくまでも君が従属特待生であるかもしれない可能性に向けさせ、注意を逸そらした。木を隠すなら森の中。疑念を隠すには疑惑の中だ」

「そこまで解わかっちゃうなんて感心しちゃいますぅ。実に、まったく、腹立たしいほどに」

　アリスはどこか嬉うれしそうに尋ねてきた。

「して、その理由は？　推論があるなら慎んで拝聴しますよぅ？」

「君が繰くる部べに向けた瞳。それで僕は一つの結論を導き出した。ここ二ヶ月の間、学院島を騒がせている仮採用監理官襲撃事件の犯人だ、と僕は確信したよ」

　紫門は、目の前で悠然に笑う悪魔へと言い放つ。

「だが違かった。君の本当の目的は──」

　真相を突つき付ける。




「従属特待生による監修だ」




「お見事ですぅ、流石さすがセンパイですね♪」

　パチパチ、と小さな拍手が灯あかりの落ちた展望台に響く。

「低域性能ローエンドの《観測者アルテフエクス》でも、暴走状態であれば同一視再現フアクシミレが可能だと、一ヶ月前に時雨しぐれ監理官が実証実験で証明してくれたのは好都合でした。だって、そうじゃないですか。精神干渉に特化したアリスの《脅威アルス》で感情をコントロールしてあげれば、誰だって悪魔になることが出来ますから。それこそ琉る海み先輩のような『カテゴリ１』であっても」

　ふざけるな、と。

　その結果どんな最悪に至ったのか忘れたのか、と。

　時雨の監修を受けて、暴走に至った《小さな王の鍵ゲーテイア・序列四十五番：ヴィネ》が、どんな目に遭っているのかを高次元のアクセス権限を持つ従属特待生が知らない訳がない。

　それを承知で、この少女は、再び繰り返そうとしているのだ。

「では推理ゲームを次の局面へ♪」

　睨にらみ付ける紫し門もんの視線を愉たのしむように、アリスは嗤わらう。

「アリスは琉海先輩を壊しました。どんな『設定』を付与したからでしょう？」

「琉海が詠唱した【万人の万人に対する闘争】と云いう文言。これはあるイギリスの思想家が執筆した歴史哲学書の一節だ。その書のタイトルは、とある怪物の名を冠している。付け加えて、琉海は烽ほう火かに対するある種の感情に捉われてしまっている。それは奇遇なことに未いまだ空席、欠番となっている悪魔が司る罪業と合致する」

　紫門は口にする。

　その恐ろしい怪物の名前を。

「《七罪源ペカトウム・嫉妬インウイデイア：レヴァイアサン》」

　同時、空を覆っていた黒雲から一筋の雷が降る。

　それが合図だった。バケツを引っくり返したみたいな雨が、轟ごう音おんと共に降り注ぐ。限界を迎えて涙腺が崩壊したかのような土砂降りに、アリスは眼めも向けず、




「悔しくないんですかぁ、琉海先輩は。そう言っただけで壊れましたよ♪」




　出来ることなら、信じたくはなかった。

　ここまで自信を持って推論を披露していた紫門だったが、その真相は外れていてくれたらと願っていた。そんな残酷な事実を素直に受け入れたくはなかった。

　でも、アリスは頷うなずいてしまった。

「琉海先輩の精神は完全にアリスが掌握しています。烽火先輩に対する強烈な『嫉妬』でＩＮＳ領域は臨界点を突破していますが、アリスがコントロールしているので暴走状態には陥っていません。なので首輪はアラートを発さず、でも『カテゴリ１』の範はん疇ちゆうには収まらない《脅威》が観測可能となりました。どうですか、これがアリスの監修です」

　アリスは心底愉しそうに嗤っていた。

　紫し門もんが表情一つ変えず、ただ冷酷な目線を向けていることなど気に掛けず。

　きっと、アリスからしてみれば、他人の感情や思考なんてチェス盤の上に並んだ駒よりも自由自在に動かせるものとしか思っていないのかもしれない。

「琉る海み先輩は既に烽ほう火か先輩を呼びました。二人が相対したら監修は完了です。琉海先輩は抑えきれなくなった『嫉妬』で烽火先輩へと攻撃を仕掛けます。このシナリオは【被創造ロスト・物は創造主の仰せの通りにキヤラクター】で決定しています」

「……琉海が勝っても、烽火が勝っても監修は成立するってことか。もしも琉海が烽火を倒せば『カテゴリ１』で『カテゴリ５』を倒す怪物を生み出したことになり、逆に烽火が琉海を倒したら敵かなわなかったことで『嫉妬』がさらなる怪物を育てる……」

「いずれにせよ、琉海先輩は怪物レヴアイアサンと化す」

「どうしてこんなことをする？」

　唇を尖とがらせて嗤わらう悪魔に、訊きかずにはいられなかった。

「君は従属特待生だ。規制機関に隷下して命令のままに《観測者アルテフエクス》を取り締まる道を選んだ。そんな君がどうして一般生徒の隷属下を目もく論ろむ？」

「じゃあ訊きますが、誰かに本音を言わせることは間違ったことなんですぅ？」

「……もう一度言ってみろ」

「何度でも喜んで。だってアリスは琉海先輩の心までは『設定』していませんよ？　アリスなら可能ですけど、ノータッチです。全部が本音。本人の奥底に眠っていた、本人すら封印していた素直な感情を、ただ吐き出す手伝いをした。ただ、それだけ」

　一歩ずつ、静かに紫門へと這はい寄りながら、アリスは言い放つ。

「気付いていますよね、琉海先輩の闇を」

　琉海は魔術に憧れていた。そして未いまだに憧れは捨て切れていない。

　それが証拠に、彼女は『カテゴリ１』でありながら、ＩＮＳ領域を失うことなく統轄学院を『卒業』せずに《観測者》であり続けている。

「いつかは魔術を使いたい。そんな無む垢くな願いから、七年間もＩＮＳ領域を保有し続けているじゃないですか。大抵の低位級は、自らが望んだ理想を叶かなえられないと解わかって諦めるのに。有用な高域性能ハイエンドの《観測者》の『設定』は監修して、無価値な低域性能ローエンドの《観測者》を学院島から追い出す。そんな不文律で支配された統轄学院の中で」

「それが琉海の強さだろ。必死に耐えていた。現実を理解していた。だから無謀な理想を掲げず、今の自分に相応ふさわしい『設定』構築に留とどめ、実現不可能な夢は見なかった。自や棄けを起こさず、折り合いを付けて、なんとか懸命に生きていた。それを君は──」

「笑わせんな未練たらたらなだけだろうが」

　アリスが遮る。

　その目に溢あふれる感情は怒り。

　怒気と云いうものが狂気となって紫し門もんを突つき刺した。外傷ではなく、心を抉えぐるような痛みで蹲うずくまりそうになる。

　緊迫した空気が張り詰めて、その緊張感が最大へと達した時。

　ズガン、と一つの火柱が窓の外で上がった。

「終わりの瞬間が訪れましたね。救世主メシア気取りの登場です。己が最後の鍵であることなど気付きもせずに……すべてはシナリオに抗あらがえません。センパイはアリスを責めることが出来ますか？　夢を、理想を、望んだ世界を、見せてあげているだけです。魔女になりたかった琉る海み先輩に力を与えてあげた──ただ、それだけのことじゃないですか」

　クスクスと、悪魔的な笑みを零こぼす。

　アリスは口から覗のぞく鋭い八重歯を舌で舐なめながら、

「では最後の問題。アリスは誰でしょう？」
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　学院島の西端。

　黒雲から降り注ぐ大雨の中、二人の少女が無言で向かい合っていた。

　片方は、悪魔に唆されて怪物に成り果ててしまった琉海。

　もう一方は、そんな怪物を救いたいと願う烽ほう火か。

「……るみちぃ」

　烽火は、静かにその名を呼ぶ。

　ずぶ濡ぬれになった髪は、黒く艶つややかな色を帯びて身体からだ中じゆうに纏まとわり付く。だがワンサイドアップのテール部分だけは先端に紅ぐ蓮れんの炎を観測している。

「やっぱり……」

　木を、大地を、すべてを乱暴に叩たたく雨音で消えてしまいそうなほど小さな声で、同じく水浸しの琉海は完全にフラットなトーンで呟つぶやく。

「烽火ちゃんにとって私はその程度」

　青いメッシュ髪は、いつものゆるふわを失っていた。

　鍔つばの広い大きな尖り帽子ウイツチ・ハツトでしのげるほど柔な雨風などではなく、その毛先は棘とげのように尖とがって頬ほおへと張り付く。

「私ごときに本気を出す必要ないってこと」

　杖つえ、魔道書、魔女帽子。全力全開の魔術で迎え撃とうと構える琉海を目の前にして、烽火はスチームパンク調の黒コートこそ羽織っているが学院制服でしかなく、最大出力を誇るツーサイドアップに結ゆわく素振りすら見せない。

「……どうするの紫門？　煌こう焚たきさん、あんたの予想通り約束を破っちゃったけど」

　そんな二人を少し離れたところから、アスモデウスは見ていた。

　公園広場へと到着する前、紫し門もんは一つの推論を披露した。

　琉る海みに精神干渉を仕掛けた黒幕がいると、その首謀者の下へと向かったのだ。

　紫門との《接続アドホツク》でアリスと交わした会話を傍受しているからこそ、事態は最悪の方向へと転げていることだけは解わかる。

「そっか……しぃっちにはバレちゃってたか」

「紫門が言ってたわよ。あんたが沖おき泉いずみさんのピンチに黙って待っている訳がない。それを承知の上で、わざと企たくらみに気付かないフリをしていただけ。仮採用監理官ならば一般生徒の首輪の位置を特定出来るからね、調べさせる為ために連絡を寄よ越こしたんでしょ？」

「手を出すな従属特待生」

　烽ほう火かが、親友に向けたそれとは似ても似つかない敵意を向ける。

「これは烽火様と、るみちぃが決着を付けなきゃいけないことなんだよ。もし邪魔するなら遠慮なく太陽フレアお見舞いするから」

　それは露骨な脅しだったが、アスモデウスは怯おびえもしない。

　高位級《観測者アルテフエクス》と云いわれる『カテゴリ５』でさえ、この『カテゴリ６』の悪魔にとっては相手にならないとでも云うように。

「しぃっち。その悪魔を通して烽火様の声が聞こえるなら、黙って見届けて」

「一般生徒同士の交戦を、仮採用監理官が認めると思ってんの？」

「お願い」

　それで誰も口を開かなくなり、煩うるさい雨音だけが響き渡る。

　じっと烽火のルビー色の瞳に見つめられ、まるで居心地の悪そうに顔を顰しかめたアスモデウスだったが、その指に新たな光が灯ともると姿が闇に溶け込むように消え去った。

「……ありがとう、しぃっち」

　これが我わが侭ままに過ぎないことなど、烽火は解っていた。

　その結果、どんな迷惑を掛けるか。烽火は理解しているつもりだった。

　仮採用監理官の紫門ならば、アスモデウスに命じて烽火と琉海の両名を一撃で無力化させることだって出来た。

　しかし、紫門はアスモデウスを下がらせてくれた。

　だがらこそ烽火は、その真意を正しく受け止めて琉海と向き合う。

「苦しいよね、悲しいよね。訳解んなくなっちゃったよね。大丈夫だよ、かつて烽火様も似たような状況に陥った。それをしぃっちが助けてくれた。だから今度は烽火様の大切な大親友るみちいを烽火様が助ける」

　烽火と琉海。

　それ以上の言葉は、いらなかった。

　科学と魔術。高域性能ハイエンドと低域性能ローエンド。どこまでも違い過ぎる二人は決着を急ぐ。
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「引き下がらせた？　本当に良いですぅ？」

「……アスモデウスが二人を無力化させても何も解決しない。琉る海みの『嫉妬』の矛先が僕と《契約》を結んでいるアスモデウスへと向くだけだ。結局のところ、怪物レヴアイアサンの正体は理想の自分になれない現実に対する『嫉妬』だろ？」

　その言葉に、ぴくりとアリスが反応する。

　今まで満足そうに土砂降りの公園広場を見下ろしていた少女に芽生えた、わずかながら明白な亀裂。これを一切無視して紫し門もんは、

「いつまでも悪魔のシナリオが進行すると思うなよ？」

「へぇ？　ムカつくほどウザいですセンパイ。地獄に堕おとしたくなっちゃう」

「君の最初のシナリオは、あの場に煌こう焚たき烽ほう火かを呼び出すことだった。だが現れたのは僕だった。だからこそ君は琉海に僕を排除させようとした。盤上に余計な駒があると手が狂うからね。それを読んで僕はアスモデウスに変装させ、琉海と対たい峙じさせている間に探した。今回の対局を神様気取りで盤外から眺めている黒幕の居場所をね」

「やーらーれーたー……とでも言って欲しいんですぅ？」

「どうして最初に烽火ではなく、僕が琉海の前に現れたと思う？　烽火は助けを求めたんだ。自分をではない、琉海を助けてくれと僕に求めたんだよ。真意は僕に琉海の位置を特定させることだったかもしれないけれど、それが君の想定外だったのだろう。君の精神干渉に烽火は打ち勝って本来の彼女の行動を取った。流石さすがだよ、烽火は」

「……っ、まんまと術中に嵌はまっている無力な琉海先輩とは大違いですね」

　怒りをなんとか抑えるような声。

　鬱憤を晴らすように悪魔は、再び審問を突つき付ける。

「アリスは誰でしょう？」

　対して、




「《七罪源ペカトウム・憤イ怒ラ：サタン》」




　即答だった。

　これにはアリスも目を見張る。

「無む垢くなる少イ女ヴを誑たぶらかし、善悪の知識の実を喰くらわせて楽園追放パラダイム・ロストを企くわだてた蛇。それが君と云いう『誘惑者』だ」

「……ふふふっ、あははっ、ぷーくすくすくくくくくっ♪」

　壊れたＣＤを再生したみたいな、耳を塞ぎたくなるような不協和音が響く。

　空間には亀裂が入り、砕けた飴あめ菓子のような赤黒い破片が六つ──目の前の少女の背中から三対の翼が如ごとく発現した。

　トチ狂った世界観で描かれた絵画そのもの。形や色遣い、オーラでさえこの世のものとは思えないほどの狂気を覚える。目にした者を壊しかねないほどの奇怪さ。火花が散り稲妻が走る。彷ほう彿ふつする言葉は壊れてしまった熾し天てん使し。

　沸き起こる感情は、恐怖だった。

　敵かなわない、何があっても逆らってはならない。

　そう心の底から思わされて、敗北する以外の光景が霞かすむ。怒らせてはならない相手だと本能に直接刷り込まれるような感覚だった。

　悪魔『サタン』。

　数多くのメジャーな出典を持つ従属特待生の本懐とも云いえよう。

　旧約聖書『創世記』では、神が禁じた果実を喰くうようにイヴを唆した。

　旧約聖書『歴代誌』に於おいて、ダビデを騙だまし、結果的に七万人を死に至らしめた。

　旧約聖書『ヨブ記』に至っては、熱心な信者たるヨブを酷ひどく痛め付け、この世のものとは思えない苦しみを与えた。

　旧約聖書『ゼカリヤ書』にも姿を現し、大司祭ヨシュアを告発した。

　他にも新約聖書『マタイによる福音書』を始め、新約聖書『ルカによる福音書』、新約聖書『ヨハネによる福音書』、新約聖書『使徒行伝』、新約聖書『コリント人への第二の手紙』、新約聖書『ペテロの第一の手紙』などにも登場する。

　人類を試す者。

　人類に罪を負わせた全世界の敵。

　ほとんどの『逸話』に共通するのは『誘惑者』である、と云う事実。

　その魔の手が、紫し門もんへと迫る。

「次はセンパイを壊してあげますよ。誰かを探しているんですよね。アリスは偽名を使っているので、その正体は不明。であれば、アリスこそが探している相手ではないと云うことをセンパイは証明不可能。だったらアリスを襲っちゃえよ。アリスこそがセンパイの探し求めている相手でしょうがっ♪」

　アリスと云う少女が、探し求めている少女ではないことの証明は不可能だった。

　それは推論するには証拠が圧倒的に足りないことのみならず、悪魔『サタン』による誘惑の《脅威アルス》が為なす観測でもあった。

　六つの狂気の翼が、紫門の胸元へと殺到する。

　自らに《脅威》が迫っていると、そんな自覚を抱くよりも疾とく【被創造物は創造主の仰せの通りにロスト・キヤラクター】と云う名の自由意志を破壊する刃が紫門を貫く。

　その直前で。

　アリスが放った狂気の翼は弾はじかれた。

　回線がショートしたように無数の火花が飛び散り、悪魔『サタン』の名を冠した少女が目を見開く先に、同じく悪魔の名を冠した少女が立っていた。

　赤ずきん姿の少女。だが、普段と決定的に異なる様相が一つだけあった。真紅のフードから覗のぞくのは、黒こく狼ろうの耳。指に灯ともった『指輪』は『Marchosias』の文字を刻む。それは紫し門もんが提言した《小さな王の鍵ゲーテイア・序列三十五番・マルコシアス》の仮装。

　黒狼の耳を生やした赤ずきん姿の悪魔は、一対翼を広げ可愛かわいらしく嗤わらう。

「驚いた。万年引き篭こもりのあんたが、名を偽って学院島を出歩いていたなんて」

「失礼しちゃうよ、誰も悪魔『サタン』を見たことない訳じゃなくて、誰の記憶にも残らないアリスとして動いていたのに。勝手に引き篭もりキャラを押し付けてくれちゃって迷惑ですぅ。でも、その方がアリスも動きやすかったけど♪」

「《七罪源ペカトウム》の諜ちよう報ほう担当、あんたの情報精度が高かったのも、リークした当人が情報を流した事実すら気付いていなかったのも、アリスとして活動していたから」

「そうだよ……アリスが『あなたの秘密を教えて？』って言えば、誰もが口を開く」

「……小こ賢ざかしいわね」

　真紅のケープを広げたアスモデウスが、サタンと対たい峙じする。

　恐ろしい『誘惑者』から紫門を護まもるように。

「でも考えたわね。人類に罪を犯させる悪魔『サタン』ならば、誰かを闇堕おちさせるのは息をするよりも簡単なこと。沖おき泉いずみさんが元々抱いていた『嫉妬』を肥大化させて、方量観測値の上限を底上げするなんて。感情誘爆とでも呼べば良いかしら？」

「敬語使えよオマエの方が学年下だろうが」

　怒気の籠った声を絞り出し、

「元智天使ケルビムの分際で、元熾天使セラフのアリスに楯たて突つくとかムカつきますぅ♪」

　狂気の翼が不協和音を撒まき散らしながら虚空を撃つ。

　応戦するように、アスモデウスはグリフォンの翼を広げて炎の氷柱つららを観測する。

　だが、アリスが仕掛けたのは《脅威アルス》ではなかった。それどころか、攻撃と呼ぶには無害過ぎる行動だった。しかしながら、その行動は悪魔『アスモデウス』の名を冠する少女には爆弾にも等しい。

　抱き付く。

　翼を携えた二人の悪魔の名を冠した少女が、体たい躯くを密着させる。

　一対の純白の翼を持つ元智天使は叫声に近い悲鳴を上げた。対して、三対の狂気の翼を広げた元熾天使は悪魔に相応ふさわしい嗤いを浮かべる。互いの吐いた息が首筋に掛かる排他域への侵入。これが意味することを、紫門は嫌と云いうほど知っていた。

　つまり、アスモデウスの瑕か疵し『色欲』が発動した。

　アリスが手を離すと、アスモデウスは膝から崩れ落ちる。落雷でも受けたかのように一切の抵抗なく心ここに在らず。伝説上の『権能』や『逸話』に匹敵する《脅威アルス》を可能とした同一視再現フアクシミレの代償が牙を剥むく。

　次の瞬間、アスモデウスは理性を失った。

　紫し門もんが止める暇もなかった。アリスが放った不意打ちの一手により、戦局は最悪の事態を迎える。赤ずきん姿の少女の虚うつろな瞳が紫門を捉えると、彼を文字通り襲う。本来ならば護まもるべき相手を床へと組み伏せ、黒こく狼ろうが獲物を貪るように唇を首筋へと這はわせる。

　甘い刺激が首筋に走り、あらゆる意識が馬乗りになった少女へと集中した。

　それが『色欲』の悪魔による《脅威》なのか、それとも『誘惑者』による感情誘爆なのか紫門には判断するだけの知性が損なわれかけていた。

「琉る海み先輩を壊したアリスが赦ゆるせない？　だったら赦さないで欲しいです」

　理性が消し飛んだ少女に押し倒される紫門を、悪魔『サタン』は嗤わらっていた。

　足元に転がった無力な仮採用監理官を見下しながら、まるで自らの方が優れた創造主とでも言いたそうな瞳で言い放つ。

「偽りの人格を植え付ける同一視再現の方がよっぽど悪趣味でしょうが」
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　本当は、魔術を使いたかった。

　魔法なんて神の奇跡を望むのではなく、人の魔術を観測したかった。

　だがＩＮＳ領域が許してくれなかった。その少女の『カテゴリ１』では、体系化された魔術はおろか加護の域にさえ届かなかった。

　だから、少女は怪物レヴアイアサンになる道を選んでしまった。

　たとえそれが、悪魔による誘惑だと解わかっていても抗あらがうなんて無理な話だった。

「烽ほう火かちゃんが同じ？　私と……？」

　魔女帽子を被かぶった頭を傾かしげて琉る海みが問う。

「そうだね。やりたいこと、やろうと思ったこと。私と烽火ちゃんは似ている。でも烽火ちゃんはいつだって圧倒的に私を超える。私は烽火ちゃんの劣化でしかない」

　自覚なき自然体の暴力ほど堪こたえるものはない。

　琉海とて、烽火に悪気がないことなど知っている。大親友だから解ってしまう。だからこそ自分がとっても惨めに思えてしまった。

「……なんでこんな思いをしなくちゃいけないの？」

　それは純粋な願いを契機とする。

「私だって掌てのひらから大規模な《脅威アルス》を観測したかった。神の奇跡に等しい魔法を使える『カテゴリ５』として尊敬の眼まな差ざしを向けられたかった。望む通りに世界を改変して理想を具現化させる《観測者アルテフエクス》になり………たかった…………っ」

　憧れていた。

　煌こう焚たき烽火と云いう存在に。

　ただ、それだけのことだった。

「なのに、なのに、なのにっ、なんで私はっ」

　いつしか沖おき泉いずみ琉海が抱いていた憧れは、嫉ねたみへと豹ひよう変へんしていた。

「私だって紫し門もんくんと……朝一緒に登校したい、『療養』担当になって欲しい、いっぱいお話ししたい。でも、いつも烽火ちゃんが邪魔をする。紫門くんの隣から退どいてくれない。解るよ、だってカッコイイもん。紫門くんだって烽火ちゃんの『設定』を構築する方が楽しいに決まってる。私の、あんな、両手で掬すくうくらいの水しか制御出来ない《脅威》なんかよりも……私なんかよりもっ！」

　何一つとして、沖泉琉海は煌焚烽火に遠く及ばない。

　統轄学院に初等部から『入学』していた琉海が『カテゴリ１』でしかないのに。どんなに願ってもＩＮＳ領域に変化がないのに。半年前、高等部へと『入学』した烽火が余裕な顔をして『カテゴリ５』として《脅威》を撒まき散らす。

　その事実が、どうしようもなく琉海の心に深く突つき刺さってしまった。

　いっそのこと嫌いになれれば良かった。

　でも、どんなに僻ひがんでも、嫌いにだけはなれなかった──だって大親友だから。

「怨うらみなんてない。これは私の心が弱かっただけのこと」

　その手に杖つえ、反対には魔道書。魔女帽子を被かぶり、マントを靡なびかせながら、沖おき泉いずみ琉る海みは少女であることを辞めた。

　これは尊厳を取り戻す怪物レヴアイアサンの戦い。

「こっちが悪者役わるいと承知の上で、私は烽ほう火かちゃんを倒す」
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　瑕か疵し『色欲』で理性が消え飛んでしまった少女の舌が、艶なまめかしく動く。

　そんな甘美な刺激を首筋に受け、紫し門もんの理性も木こっ端ぱ微み塵じんに破壊し尽くされそうになっていた。たった一つの願いと引き換えに、あらゆるものを奪われてしまった少女が目の前にいると云いうのに、何も考えられず快楽に負けそうになっていた。

　こんな代償を少女に植え付けたクソ野郎がいること、そんな下げ衆すとしか言えない手段を一手に選んだ悪魔を倒さなければならないこと、自らの感情に狂わされ怪物に成り果ててしまった少女を助けなければならないこと。

　そのすべてが、どうでも良くなってしまいそうなほど『色欲』は紫門を狂わす。

「あーあー、とってもえっちぃことになってますねぇセンパイ」

　元凶となった『誘惑者』が囁ささやく。

「いいじゃないですか。アスモデウス可愛かわいいでしょ？　センパイを求めて壊れちゃいましたよ？　抱いてあげればいいじゃないですか。アリスしか見てませんよ？　アリスは秘密にしておいてあげますから。理想的な『王子様』を待ち続けて欲求も暴発寸前みたいですし、センパイがブチ撒まけてあげれば満足するんじゃないですかぁ♪」

「ざっけんじゃねえぞ、腐れ外道が」

「凄すごいですね、まだそんな反抗的な目を出来るだけの理性が残っているなんて。でも大前提を崩すようで申し訳ないですが、アスモデウスが待っている『王子様』って本当に実在するんですかね？」

「何を……言っていやがる？」

「その可能性を考慮出来なかったほどセンパイは無能なんですぅ？」

　人類の敵たる悪魔が醜悪な嗤わらいを浮かべる。

「アリスたち《観測者アルテフエクス》は、自分が思い込みたい通りに現実を改変します。であれば理想的な虚像の存在を信じることだってしますよ。ましてや自分の不幸を呪って『簒さん奪だつ者』と同一視再現フアクシミレしてしまうような『カテゴリ６』であれば────」

　その悪魔は。

　最も到達してはならない仮説を躊躇ためらわずに明言してしまう。

「待ち焦がれた『王子様』なんて、自己暗示の妄想でしかない可能性です」

「そんなはずが────」

「ある訳ないと信じたいだけ。だってイタ過ぎますよ。自分を囚とらわれのお姫様だと思い込むことで、いつかこんな辛つらい現実から救い出してくれる『王子様』が現れてくれると信じて頑張る従属特待生だなんて」

「黙れよ……」

「センパイは『王子様』と会ったことはありますか？　では、写真を見せてもらったことは？　形見の品などは？　ありませんよね。だって存在しないから。最初からそんな理想的な人物など存在しないと考えれば、符合するじゃないですか」

「そんなのは立証が困難な『悪魔の証明』だ」

「なんせ悪魔ですから」

　消極的事実の立証が難しいこと悪用したパラドックス。

　最大にして最悪の侮辱に他ならない。

「その子は所詮、時雨しぐれ監理官の傀かい儡らいなんですよ」

　アスモデウスは瑕か疵し『色欲』の呪縛から逃れられなかった。

　紫し門もんが施した『設定』の監修など、強固に『簒さん奪だつ者』と結びついてしまった時雨の同一視再現フアクシミレの前では、無力も同然だったと目の前で証明されたようなものだ。

　かつて幼おさな馴な染じみの少女を拐さらわれた。その拐った男が監修した悪魔を奪ったものの、彼が残した『設定』が楔くさびのように撃ち込まれている。時雨と云いう男が死してなお、紫門の前に立ちはだかるような幻覚。

　苛いら立だちを覚えない訳がない。

　怒りを通し越して、悲しみさえも超越し、至った感情は憤り。

「精神干渉は直接的な戦闘能力にはなり得ない。そんな勘違いを拗こじらせていたセンパイの落ち度ですよコレ。違います、大違いです、大間違いなのです。諜ちよう報ほう担当は身分を偽り敵地のド真ん中へと赴くスペシャリスト。対人交戦能力は破格ですから♪」

　アリスは、紫門がアスモデウスを下がらせることを読んでいた。

　紫門が琉る海みをアスモデウスで撃破する道を選ばず、首謀者たる悪魔『サタン』を撃破することを優先することなど見抜いていた。

「チェスの必勝法を教えて差し上げましょうか？　相手の一手先、二手先を読むことではありません。もちろん十手先だろうが百手先を読むことでもありません。そんな低次元の戦い方は質の低い対局者の愚策。本当の《脅威アルス》ならば、相手の手番でその手駒を操作してしまうことです」

　紫門が放ったアスモデウスと云う駒は、アリスによって略取された。

　この場を切り抜ける方法は、ない。

　瑕か疵し『色欲』に呑のまれた少女を救う正しい手段など、ない。

　だが、救う行動はないが、悪魔『アスモデウス』を撃退する方法ならば、ある。

「ごめん、アスモデウス」

　ポケットから、あるものを引き抜き。

　紫し門もんは、悪魔『色欲』と化した少女の口にソレを突つっ込む。

「なぁ、アスモデウス。ソレなんだと思う？　口の中、甘い餡あん子こが広がるだろ？　周りはふわふわな生地──もう解わかるよね？　君なら知ってるアレだよ」

　最低な一手であることは、間違いもない。罵倒されても当然だと思う。

　しかし、その愚行は確かに少女の『色欲』へと亀裂を入れた。その手応えがあった。

「……？　…………っ!?」

　口に物を突っ込まれたアスモデウスの目が見開くと同時。

　紫門はソレの正体を言い放つ。

「鯛焼きだ」

　目を見開いた少女は、嫌々と首を横に振るが、紫門は強引に鯛たい焼やきを捩ねじ込む。咀そ嚼しやくさせ、飲み込ませ、魚を天敵とする悪魔に魚を模した鯛焼きを食わせた。

　少女からすれば『設定』に根付いた弱点である。

　下手をすれば同一視再現フアクシミレを破壊しかねない恐るべき事象である。

　それさえも織り込み済みで、紫門詠えい哉やは決して許されない愚行を選んだ。

「っ、ぇ……ぁ」

　魚を食わされたと云いう現実に、少女は気絶した。

　まさかの一発逆転を果たした紫門に、アリスは蔑むような目を向ける。

　足を組み替え、それだけはやってはいけないことを、こうも容易たやすく実行した卑劣極まりない愚者を見下す。

「サイテーですね。従属特待生に出典の弱点を突き付けるなんて」

「弁解の余地がないことなんか、重々承知さ。その責を負ってでも僕は、君を倒さなくちゃいけない理由が出来てしまった。ただそれだけのことだ」

「女の子の口にモノを突っ込むなんて……アリス以上に下げ衆すじゃないですか」

「なんとでも言えよ、人類の敵」

　気を失ったアスモデウスを抱きかかえながら、

「だが、これだけは忘れるな。かつて悪魔『アスモデウス』の監修を暴こうとした時、僕は彼女の撃退方法を教えてもらったんだ。その切り札を以もつて、君と云う『誘惑者』の《脅威アルス》を無力化した。この境地を救ってくれたのはなんだと思う？」

「知るか、こちとら胸むな糞くそ悪くて仕方ないんですが」

「琉る海みの知識だよ。君の【被創造物は創造主の仰せの通りにロスト・キヤラクター】のシナリオを破壊したのは他でもなく、君が無力と吐き捨てた琉海の知識だ」

「超絶ムカつく、ブチ殺すぞセンパイ」

　三対の狂気の翼が、花開くように空間を埋め尽くす。

　そこから溢あふれ出す圧倒的な『憤怒』が、紫し門もんの認識を破壊し尽くす。

　夥おびただしい量の怒りに脳が沸騰しそうになる感覚。単一の感情が指向性を持ち、人格を崩壊するには充分過ぎる《脅威アルス》となって襲い掛かった。

　それは衝撃波を伴い、紫門の身体からだを二十メートルほど後方の壁へと叩たたき付ける。

　ダメージは全身を伝わり、頭部の傷を開かせた。頭に巻いた包帯は乱れて赤い血に染まる。それでも抱えたアスモデウスだけは離さない。

「ずっと待ってたのに……っ」

　ズガン、と紫門の心臓が締め付けられた。

　それが悪魔『サタン』による精神干渉であることなど、解わかっているが関係ない。恐ろしい核弾頭の仕組みを理解していようが、目の前で爆散する怒ど涛とうの放射能汚染を防げないのと同じく、紫門の心はとある少女への罪科で染まり上がる。

「どうして迎えに来てくれないのっ？　こんなに待ってるのにっ……なんで助けに来てくれないのっ……苦しいよ、助けてよ、こんな地獄から抜け出したいよっ……なのになんで救ってくれないの────この嘘吐きっ！」

　尋常でない精神的苦痛が、紫門詠えい哉やを騙かたる少年を殺す。

　助けを求める声。それが紫門を苦しめる。敵意や殺意ではなく、失意による暴力的な言葉が絶望の底へと突つき落とし再起不能のダメージを与える。

　それは、たとえ世界を敵に回しても少女を救い出すと云いう気概を破壊した。

　もはや立っていることさえ出来ない。膝から倒れ崩れ、呼吸を繰り返すだけの人の形をした肉塊へと成り果てる。それが幻で、ただの悪夢で、悪魔の囁ささやきであることなど関係なく、アリスが『約束』の相手ではない証明手段を持たない紫門の心を穿うがつ。

「さぁ、口にして……声に出して言ってよ」

　心を惑わす悪魔が、決定的な終しゆう焉えんを告げさせようと画策する。

「僕は……、君のことを……、もう救うことが……──」

「ざっけんじゃないわよッ！」

　響く怒号。その強い意志を伴った声で、紫門の意識が揺さぶられた。

　紫門の腕の中で倒れ伏していた赤ずきん姿の少女の背中から、純白の翼が爆発的な威力を伴って展開されると同時、その華きや奢しやな指先に光り輝く円環が破壊的な光を齎もたらす。

　完全に『設定』の弱点を突かれて、無力化されていたはずの悪魔の覚醒。この事実にアリスも理解が追い付かず、反応が出来なかった。そのわずかな遅れが致命的な逡しゆん巡じゆんを遅延させて、復活を遂げた悪魔の一撃を許してしまうことになる。

「【偽ギ典テン：誇張されし第七座天使の対消滅反応フエザー・オブ・アンチマター】」

　それは欺ぎ瞞まんを殺し尽くす悪魔マルコシアスの《脅威アルス》。

　黒こく狼ろうの耳を持つ赤ずきん姿の少女が一瞬にして消えた。

　この事実をアリスが認識するよりも疾とく、衝撃が到達する。

　赤黒い六枚の翼を解放する『誘惑者』の首を『簒さん奪だつ者』が鷲わし掴づかむ。

「あんたはあたしを悪魔として再臨させたでしょうが。その《契約》をあんたまで反ほ故ごにするって言うのなら、そんな戯け論ろんを唆した悪魔をあたしが屠ほふってやるわ……ッ」

　次の瞬間。

　アリスは言葉を発する暇も与えられず、その《脅威》が巻き起こった。

　飛ひ翔しよう。純白の翼が唸うなりを上げて、幾つもの炎の氷柱つららを噴出する。対極の属性を一つの現象に凝縮した結晶を吐く翼は超ちよう弩ど級きゆうの推進力を後方へと放ち、窓を突つき破る。

　黒雲で埋め尽くされた夜空へと、二人の悪魔は打ち上げられた。
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　太陽フレア。

　それが、煌こう焚たき烽ほう火かをシンプルに顕あらわす《脅威》であることは間違いない。

　黒雲の下、海面スレスレを低空飛翔する烽火が、ワンサイドアップのテール部分を上空へと向けて【片翼対空輻射無反動砲シングル・フレアバーストカノン】を放つ。

　対して。

　空中に浮かぶ琉る海みは、迫り来る紅ぐ蓮れんの焔ほのおを瞳に映す。

　それは『カテゴリ１』あるまじき行動。そもそも水流系統の《観測者アルテフエクス》が、海洋上とは云いえ浮かんでいることでさえ非現実的な現象だったが、それ以上に『カテゴリ５』が放つ攻撃に身構え一つ見せない様子が異常性際立つ状況であることを物語る。

　直後、摂氏百万度を誇る太陽フレアが琉海へと直撃する。

　その寸前で、海原から出現した無数の水柱が金網模様を為なして、荷電粒子を伴う莫ばく大だいな爆発現象を防いだ。

　悪魔『レヴァイアサン』は鉄壁の防御障壁を持つ。

　その起源は旧約聖書『ヨブ記』であり、泳ぐだけで嵐を起こし、あらゆる武器を跳ね返す強固な鱗うろこに全身を覆われた海の怪物として描かれている。

　曰いわく、水を司つかさどり、如い何か様ような悪魔祓ばらいも除ける『権能』を持つ魔神。

　つまり悪魔『レヴァイアサン』を同一視再現フアクシミレした琉海には、どんな攻撃も通用しないことを意味する。

　しかも、その鱗は障壁のみならず、鉾ほこにも成り得る。

　大型戦艦ですら真っ二つにへし折る水竜巻ウオータースパウトが、烽ほう火かの体たい躯くを捕らえようと海面の各所から噴き上がり、目にも留まらぬ速さで荒れ狂う。喩たとえるなら、暴風域と戦闘機の争い。悪天候で視界不良となれば、どちらが不利なのか明らかだった。

　紛まぎれもなく《脅威アルス》だった。

　一体誰が『カテゴリ５』と『カテゴリ１』の戦いだと思うだろうか。

　大航海時代、数多あまたの船乗りによって実際に目撃され、数え切れないほどの船舶が海底へと引きずり込まれた事実によって現象が補ほ填てんされているとは云いえ、こんな観測を『カテゴリ１』が撒まき散らすことなど前代未聞だった。

　烽火の後ろ髪から【多連装[image: ]炎噴進砲アンリミテツド・フレア】が放たれるが、悉ことごとく薙なぎ払われてしまう。

　高速飛ひ翔しようで器用に水竜巻を避よける奮闘も虚むなしく、次なる《脅威》が迫る。それは真正面からの波。天蓋すらも覆うような──まるで巨大な怪物の口だった。

　左右に避けることは不可能、突つっ込むなんて以もつての外ほか。

　認めざるを得ない。これは『カテゴリ５』に相対する《脅威》であると。

　そう自覚して緊急停止。烽火は手首のシュシュへと手を伸ばす。それが意味するところは正真正銘の本気。冗談抜きで『カテゴリ５』の《脅威》を放たなければ、次の瞬間に烽火は海の藻も屑くずとなってしまうことを察知していた。

　天まで届く火柱が噴き上がり、ツーサイドアップの烽火が出現する。

　二本のテールが巨大な津波の壁へと向けられ、二つの太陽フレアが炸さく裂れつした。

　音が、世界から、消し飛んだ。紅ぐ蓮れんの炎が空間を塗り潰す。凄すさまじい閃せん光こうが万物を切り裂くように津波の壁を突き破ると同時。烽火が放った【双翼対空輻射無反動砲ツイン・フレアバーストカノン】の接触面から沸騰するが如ごとく巨大な水の壁が連鎖的に水蒸気爆発を引き起こす。

　だが、それも怪物は織り込み済み。

　帰するところ、その『カテゴリ１』は全力全開の『カテゴリ５』を倒す。

　これが最終目標である以上、その時が訪れるまで静観していたに過ぎなかった。

　琉る海みの背に青白い魔法陣が幾重にも展開し怪物を描く。海面が割れ、一つで鋼鉄の塊をバターのように叩たたき割ってしまう水竜巻が七つも出現。

　その中心で停滞していた烽火へと殺到する。

「これで一矢報いることが……っ」

　ようやっと届く。

　魔女帽子を被かぶった琉海が泣き出しそうな声で呟つぶやいた。

　しかし、どうしてか。魔女として顕現した琉海の望んだ現象は頓挫した。

　無惨にも爆散したのは琉海の《脅威》だった。烽火は二つのテールの先端から太陽フレアを観測したまま、その場で高速回転。全方位に高エネルギー荷電粒子と太陽風を撒き散らし、周囲を粉ふん塵じんと化したのだ。

　紅ぐ蓮れんの炎によって一撃で気化させた水竜巻ウオータースパウトが、怒ど涛とうの雨となって降り注ぐ中で。

「……るみちぃこそズルいよ」

　俯うつむき加減の烽ほう火かが、ボソリと呟つぶやいた。

　それは、あまりにも場違いな台詞せりふにも思えた。

　突撃槍のような[image: ]パープン・ロツドを構えつつ、怪け訝げんな顔で琉る海みは問うた。

「どう云いうこと？」

「一ヶ月前のこと覚えてる？」

　顔を上げて、目の前の琉海へとルビー色の瞳を向けて。

「悪魔『アスモデウス』の考察したよね……最初は烽火様に訊きいてくれたけど、最終的にしぃっちが頼ったのは、るみちぃだったじゃん。そうなんだよ、烽火様じゃダメだったんだよ。結局、従属特待生の監修に必要な魔術的知識は、るみちぃを頼るんだよ」

「……それは、烽火ちゃんが魔術ではなく科学を選んだから」

「烽火様も頼られたい。頼って欲しいの。だから頑張って魔道書や魔術教典を読み漁あさって知識を蓄えようとしたけど……無理だった。烽火様の『設定』が超科学の域に達しているせいなのか、烽火様は魔術を理解することが出来ないんだよ」

　夢を応援したいのに力になれない。

　それが、どれだけ苦しいことなのか吐露するように。

「そんなこと、しぃっちに気付かれたくないじゃん。だから必死に、必要以上に過度なアタックをすることでしか、しぃっちの気持ちを烽火様に向けるなんて出来ないよ。毎朝起こしに行っているのだって、毎日一緒に登校しているのだって、休み時間に話し掛けているのだって──」

　烽火が発したのは、悲しみに暮れる心細い呻うめき声だった。

「烽火様の方から積極的に関わらないと、しぃっちが離れちゃうの……」

「そんなことは────」

「烽火様、知ってるもん」

　琉海を遮って、烽火は大粒の涙を零こぼす。

「さっきだって監修の話をしてたじゃん……烽火様には言ってくれないのに」

　結局のところ。

　とどのつまりは簡単なことで。

　煌こう焚たき烽火も沖おき泉いずみ琉海に対して『嫉妬』していた。

「しぃっちが頼っているのは、烽火様なんかじゃない。るみちぃなんだよ……」

　次に起こったのは、感情同士の軋あつ轢れき。

　抑えきれなくなった想おもいが太陽フレアの砲弾となり、魔女の装束を貫いた。





第五章『カテゴリ７ -Fortissimus-』
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　突如として、公園広場の噴水が爆散した。

　それは太陽フレアを纏まとった煌こう焚たき烽ほう火かが、沖おき泉いずみ琉る海みに突進した結果だった。

　もはやただの水みず溜たまりと化した噴水の残骸の真ん中で、互いにずぶ濡ぬれの状態で、烽火は琉海の馬乗りになっていた。

「ズルい、ズルいよ……なんで烽火様は魔術が解らないの……っ」

　それは科学を極めてしまった烽火の極致だった。

「烽火様を助けてくれた人は別の女の子のことが好きで、ならばせめて役に立ちたいと思っても大親友が頼られて、だからこそ楽しいことを一緒にしたいと思ってやったことが原因で大親友が壊れちゃうなんて。こんなの、もう嫌だよ……」

　その心内を余すことなく吐露する烽火は泣いていた。

　理解なんて、遥はるか後方へと置き去りにされてしまっている。琉海は、自分の目の前で大粒の涙を零こぼす烽火のことを、ただ見上げることしか出来なかった。

「ごめんね、るみちぃ……ごめんなさい」

　烽火は泣きながら両の手を琉海の頬ほおへと添えて、繰り返し呟つぶやく。

　こんな光景を目の当たりにして、琉海は最適解を導き出すことなど不可能だった。

　心の奥がズキンと痛む。それは『カテゴリ５』に対する『嫉妬』とは異質、何かが決定的に異なっていた。

　そんな二人の少女たちを見守る一人がいた。

　壊れてしまった噴水の傍かたわらに立つ彼は、二人の少女が想おもいを寄せる人物。

　今度こそ変装などではない。かの少年────紫し門もん詠えい哉やがいた。

「烽火。君には辛つらい役目を押し付けたね」

　こうなる結末を知っていたかのような口振りで、

「本当はこんな事態になる前に、僕が解決しなければならなかった」

「ううん……いつかるみちぃとは、ちゃんと話さなきゃって思ってたことだから」

「ありがとう」

「烽火様は、しぃっちの役に立てた？」

「当たり前だろうが。烽火には感謝している。君がいてくれたから、僕は折れずにこうして立っている。烽火がいてくれなければ現実に打うち拉ひしがれていただろうさ」

　だからこそ琉海の理解が追い付く。

　あぁ、これが紫門詠哉による救出作戦なのだと。

　どうしようもなく壊れてしまった琉海を『還かえるべき現実』へと引き戻す為ために、彼が放った一手こそ烽ほう火かによる心情吐露なのだと。

「紫し門もんくん、私……」

　震える声で琉る海みは紫門のことを見詰める。

「烽火ちゃんを傷付けて、紫門くんまで殺そうとして……本当に怪物になっちゃった」

「いいや、君は怪物なんかじゃない。君たち二人は悪くない。僕と云いう加害者が生み出してしまった、どちらも等しく過失なき被害者だ」

「やっぱり優しいね、紫門くんは」

　その優しさが今の琉海には酷ひどく辛つらかった。

「こんな酷いことをした私にまで優しい言葉をかけてくれるなんて」

　その優しさを享受するほど、琉海は無神経になることなど出来なかった。

「紫門くんに好かれたい。好きになって欲しい。他の全部負けてもいいから烽火ちゃんに敵かなわなくてもいいから、紫門くんだけは譲りたくない。絶対に取られたくない。負けたくない。だから、だから私は──」

「それは劣等感だ」

「…………っ」

　紫門の言葉に琉海は言葉を詰まらせる。

　怪物の正体、琉海が心の奥底でずっと燻くすぶらせていた感情を、自分でもなんだか解わからなくなっていた気持ちを、紫門は見間違うことなく一言で表してくれた。

「醜いよね」

「醜いものか」

　即答。

　琉海の自嘲するような薄笑いを、紫門は間髪容れずに否定する。

「劣等感は自分を高めるツールだ。自分の理想と現実との齟そ齬ごが生み出す、一種の防衛反応と云っても良い。劣等感を抱ける人は、自分を客観的に見直すことが出来る何よりの証拠だ。そして人間は劣等感があるから少しでも理想に近付く為ために、自分を高めようと努力する……醜いだなんて冗談じゃない」

　驚く琉海に構わず、紫門は語りを止めることはない。

「そうやってみんな生きてんだ。誰しも自分の劣等感に押し潰されそうになって、でも夢に向かって努力する。それが生きると云うことだから。誰だって傷付きたくない。修復不能な状況にだけはしたくない。でも、いつだって最後に笑顔を浮かべているのは傷付くことを恐れずに前へと進んだ者だけだ」

「そんなの詭き弁べん……私がしたことは、そんな立派なことじゃない」

「覚悟を決めて挑んだ。少なくとも僕は敬意を表する」

「何を根拠に？」

「魔術を使いたくて諦めなかった。そんな君だからこそ、同一視再現フアクシミレを『カテゴリ１』にも拘かかわらず成立させることが出来たんだよ」

　それは非常識な事実だった。

　低域のＩＮＳ領域では絶対に不可能だと言われていた。

　そんな大前提を、沖おき泉いずみ琉る海みと云いう『カテゴリ１』は引っくり返してしまった。

「想おもいを持ち続ければ誰だって、何者にも成れることを証明したんだよ。不可能なんてない。それは単純に、未いまだかつて誰にも出来なかっただけで、不可能と決まっていた訳じゃないって琉海が証明したのさ」

　低域性能ローエンドが高域性能ハイエンドと均衡するなんて、前人未到の境地だ。

　奇跡にも匹敵する魔法の域のような話だった。

「人は、理想を叶かなえられる。望むことをやめない限り、無限の可能性が広がっていることを沖泉琉海は世界で初めて観測した。卑下して、努力することすら放棄して、でも夢は捨てられずに憤っていた者を照らす希望────それこそが琉海の《脅威アルス》だ」

　息が止まる。

　その言葉を受けた琉海は、半開きの口を閉ざせない。

　返す言葉が欠片かけらも見付けられずに、首を横に振ることしか出来なかった。

「その姿が君の望んだ自分なら止めやしない。でも、そうじゃないだろう？　ならば次は本当に成りたいものを目指そう」

　容赦など微み塵じんもなく紫し門もんは琉海へと現実を突つき付ける。

「必ず努力は報われる。辛辣かもしれないけれど、叶わない現実は努力が少しだけ足りなかったか、ほんのわずかに努力の方向性を間違えているかのどちらかなんだよ。どうして一つの不可能を可能にしておきながら、他の可能性を無理だと決め付けているんだ」

　過程はどうであれ、工夫の域を超越した努力を成し遂げた。

　であれば、そんな琉海ならば、奇跡に匹敵する魔法をもう一度くらい観測することが可能だと紫門は信じていた。




「君が本当に望んだ理想的な姿は、そんなちっぽけな怪物なのか？」




「私が、本当になりたかったのは……」

　口の中で小さく紡ぐ。

　統轄学院に収監されると決まった時を思い出す。沖泉琉海は夢を描いていた。それは誰からも理解されないことかもしれないが、これで魔術を使えるようになると、彼女は紛まぎれもなく喜んでいた。であれば、答えは自おのずと決まっていた。

　だけど。

　パキリと乾いた音がした。

　途端に、琉る海みの体たい躯くを中心に青白く発光する魔法陣が広がった。壊れてしまった噴水の中心で、その周囲の水が琉海の意思に反して逆巻きながら先端から凍いて付く。

　それは紛まぎれもなく────暴走。

　考えてみれば、これは当然の結果だった。

「あはは……そうだよね、やっぱりバチが当たったみたい」

　罪を犯した者は償う。過ちを犯した者は罰を受ける。その禊みそぎを済まさなければならないと云いう至極当然の結末だった。

　沖おき泉いずみ琉海は『還かえるべき現実』を見失ってしまった。

「私は赦ゆるされない。だって私自身が私を赦せそうにないから」

　呻うめきながら、怪物に成り果ててしまった少女は小さな笑みを見せた。

「こんな結末を認められるかよ。今、琉海は、ようやっと踏み出そうとしてんだ。ふざけんな、こんなところで終わりにしてたまるかッ！」

「ばいばい、紫し門もんくん。私の大好きな人」

　氷の結晶が無数に連なり、殻のように琉海の小さな体躯を覆い隠す。

　かの悪魔『レヴァイアサン』は如い何か様ような攻撃も通じない。そんな怪物の鱗うろこを思わせる鉄壁となり心のシャッターが閉ざされてしまった。ここで潰ついえる。永久氷獄に囚とらわれる。それが贖しよく罪ざいと謂いわんばかりに。

　沖泉琉海は、世界との接点を絶った。

　だが。

　暗闇を太陽フレアが吹き飛ばす。

　氷の牢ろう獄ごくは砕け散り、そんな光景に驚く琉海が目撃したのは──

「たとえ世界のすべてが君を赦さなくても、僕が赦す」

　だから。

　その怪物を飼い馴ならせ。
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　天空では、二人の悪魔が激突していた。

　一方は今回の騒動の首謀者。背中から赤黒い六枚翼を生やした『誘惑者』。

　もう片方は、その騒動の鎮圧を目もく論ろむ討滅者。指輪を嵌はめて、一対の純白の翼を郭大させた『簒さん奪だつ者』である。

「あんたのシナリオは潰えたみたいね？」

　地上では、巨大な水色の魔法陣が消滅している。

　それは悪魔『サタン』が企くわだてた、従属特待生による監修が完膚なきまでに失敗したことを意味する。感情誘爆による怪物の誕生は、他ならぬ大親友たちにより阻害され、最後のギミックだった暴走も封じ込まれてしまったのだ。

「ムカつく……ムカつく、超絶ムカつく…………アリスは正しいのに」

「あんたにとっての正しいことが、万人に共通する正解とは限らないってことよ」

「驚いた。一度は悪魔であることを諦めたアスモデウスが、このアリスに説教？　調子乗ってんじゃねえぞ『カテゴリ６』風情が」

　赤黒い狂気の翼が周囲に不協和音を撒まき散らす。

　人の心を楽な方へと誘いざない、誑たらし込こむ《脅威アルス》が炸さく裂れつした。

「あなたが待ち焦がれている『王子様』、ひょっとしたら『紫し門もん詠えい哉や』かもしれないよ？」

　突つき付けられた詰問は、悪魔の証明。

　事実だとしたら、少女の願いは既に達成されたことを意味する。しかし、そんな幸せな可能性すらも、

「遂ついに妄想と現実の区別が付かなくなっちゃったのかしら？」

　アスモデウスは一刀両断した。

「すべての『因子』で苦しむ少女を救う。そんな理想を掲げている『紫門詠哉』とあたしは共犯契約を結んだの。たとえ彼の正体があの人だったとしても、それを途中で放棄してあたしを選んだら絶対に赦ゆるさないわよ」

　ぎしり、と。

　アリスの奥歯が軋きしんだ音を立てる。

「だったら一緒に共謀しない？　あなたを不幸に突き落としたのは誰？　そうだよね、規制機関。だから一緒に壊しちゃお？　アリスと一緒に新たな時代を開いちゃお？　アリスならば神に成り代わって理想郷を統治しちゃうよ？　誰もが心のどこかで願う、規制機関や監理官なんていらない、従属特待生が実権を握って支配する素晴らしい世界を」

「可哀かわい想そうな子。そんな『傲慢』を拗こじらせたから追放されたんでしょ……堕天使さん？」

　そんな言葉に、アリスは『憤怒』以外の感情を覗のぞかせる。

「へぇ……気付いていたんだ？」

　ザザザ、ザザ。

　認識が狂ってしまったことを疑いそうになる、そんな光景が広がった。

　アリスの背中から生えた六枚の翼。酷ひどいノイズが走るが、それは明らかに今までの《脅威》とは別物──別格とさえ言えるだろう。

「いつ気付いたの？」

「あんたの感情が『憤怒』のみならず、動機に『傲慢』が滲にじんでいたからよ」

「本当に驚いた。今度こそお世辞ではなく心の底から。流石さすがは『簒さん奪だつ者』ですね。数多あまたの『設定』を奪う貴女だからこそ到達した真相ですか」

　赤黒い翼が、木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散る。

　現れたのは漆黒の翼。腰から生えた黒曜石のような三対の翼。

　途端、容姿も格好も豹ひよう変へんを遂げる。黒と白を基調とした軍服ワンピースと、小さな体たい躯くには長過ぎる黒衣のマントが象徴するのは、黒染めの白雪姫。

　その悪魔の名は────《七罪源ペカトウム・傲慢スペルビア：ルシファ》。

　その役割は脅威対策員会の内部監査室長。

　その性能は『カテゴリ７』。

「二重人格。あんたは一つの体躯に二つの精神を宿した《観測者アルテフエクス》だったのね」

「時雨しぐれ監理官が監修してくれました。一つの体躯に二つの異なる《脅威アルス》を実装する実証実験に私とアリスを活用してくれたのは感謝の限りです。曰いわく『カテゴリ７』と云いう超大型天災に匹敵するＩＮＳ領域を私が持っていたからこそ成立したらしいですが」

　世界の敵と敵対する。

「規制機関の破壊。そして《観測者》の解放。神にも等しい私にならば可能です」

「規制機関に叛はん旗きを翻したあんたを撃滅するわ。覚悟なさい」
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　その事実を考えなかった訳ではない。

　本来、悪魔『サタン』は概念上の存在だった。

　神から造られた天使が、如い何か様ようにして堕天使と化すのか。

　この奇妙な因果を解き明かす口実として、すべての悪の根源を擦なすり付ける為ために生み落とされた。神に叛はん逆ぎやくした熾天使セラフを、これと同一視する解釈の登場である。

　その熾天使は、天使長だった。

　その熾天使は、三対の翼に覆われていた。

　その熾天使は、神の寵ちよう愛あいを受け最も似せて造られた。

　だからこそ熾天使は思い上がった。神にも等しい自分ならば、神の代行者になり得ることが出来ると。これが堕天使としての悪魔『ルシファ』の起源。幾つもの由緒正しき出典で悪魔『サタン』と悪魔『ルシファ』が同一視させる所以ゆえんでもある。

　であれば、自らを伝説上の存在だと思い込む同一視再現フアクシミレに、このギミックが絡まないはずがない。それを監修したのが、あの時雨ならばなおさら。一つの体躯に二つの人格を有する少女に、それぞれ別の《脅威》を与える実証実験に『神の敵対者』は完全に合致する。

「アスモデウス、相手は『カテゴリ７』だ」

「それがどうしたの？」

「……君は相手の『設定』を奪い完全上位互換アツプグレードとなって戦う『簒さん奪だつ者』だ」

「だから？」

「自らを凌りよう駕がするＩＮＳ領域を持つ者に、君は勝てるのか……？」

　答えなんか訊きくまでもなかった。

　格付けとなる『カテゴリ』は絶対の指標だ。

　その優劣が覆ることなど、どんな間違いがあろうとも起こらない。

　その壁に苦しみ『嫉妬』の怪物が誕生してしまうほどに、この現実はどうしようもない法則として世界を支配している。

「従属特待生を取り締まるべき《七罪源ペカトウム》が叛はん旗きを翻した。この事実だけで学院理事会は震しん撼かんする。全国七つの学院に『カテゴリ７』は五名しか現存しない。そして『カテゴリ７』に対抗できるのは、同じく『カテゴリ７』のＩＮＳ領域を持つ者だけだ」

『緊急事態の発生をお知らせします』

　脳裏にヘカテの声が響く。

『各学院より《北欧の世界樹ユグドラシル・戦乱を呼び起こす単眼の神：オーディン》《天界軍九歌隊アンゲロス・万物の創造主：ＹＨＷＨヤハウエ》《神聖十二柱オリユンポス・第二主神格にして全知全能：ゼウス》《八や百お万よろず之絵巻・鹿か島しまの神かみ：建御雷神たけみかづち》を含めた現存するすべての「カテゴリ７」を緊急召集する準備を整えています。直ちに撤退を。戦略兵器如ごときでは超大型天災には敵かないません。全「カテゴリ６」が同時に挑んでも相対不可能──それが最上級フラグシツプと云う頂点です』

　錚そう々そうたる名が連なる。

　その一名ですら世界を滅ぼすに匹敵する神の名を冠する従属特待生が四名。すべての元凶たる悪魔『ルシファ』の造反を諌いさめるべく集結する。

　五名の『カテゴリ７』による決戦。未いまだかつてない神話級の《脅威アルス》だろう。

　そんなヘカテの警告を無視して、

「ねぇ紫し門もん。もしも『カテゴリ６』の悪魔が、神様気取りの『カテゴリ７』を撃破しちゃったら……《契約》を結んだあんたの功績ってどうなっちゃうのかしらね？」

「……君、馬鹿な、まさか」

　背中が冷える。

「ふざけんな。君たち《観測者アルテフエクス》にとって性能は絶対だ。それは『簒さん奪だつ者』たる君が一番良く知っていることだろうが。君が挑もうとしている『カテゴリ７』は、文字通り、たった一人でも神に匹敵する《脅威》なんだぞ」

「あたしのＩＮＳ領域は、もうすぐ『カテゴリ７』に届くのよ？」

　悪魔『アスモデウス』の名を冠した少女は、言い放つ。

「あたしに不可能は存在しない」

　その声を最後に、強引に《接続アドホツク》が切り離される。これが意味することを、紫門詠えい哉やは正しく理解してしまった。
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　戦闘幇ほう助じよ行為《接続アドホツク》を切った。

　アスモデウスは一瞬だけ、地上へと目を向ける。

　紫し門もんを道連れにしてしまうから。彼女が《接続》を切断した理由は、リミッターの限界に挑む為ためだった。自らの観測を危険域まで進めなければ『カテゴリ７』と対等に渡り合うことなんて敵かなわないと解わかっているのだ。

　それは、同時に『還かえるべき現実』に戻れなくなるリスクを伴う。

（でも絶対に戻ってくる。彼の下へと）

　学院島から複数の従属特待生たちが飛び上がって来た。

　脅威対策委員会、その内部監査室長が規制機関に叛はん旗きを翻した。この事実を受けて鎮圧を命じられでもしたのだろう。

　だが、それは無駄なことだと誰もが──きっと当人たちとて思っていたのだろう。

「神話級の《脅威アルス》を魅みせて差し上げましょう」

　ルシファは、ただ片腕を挙げた。

　それだけで完璧なる殺さつ戮りくが捲まき起こる。

　横よこ薙なぎの一いつ閃せん。そう喩たとえることが正しいのかさえ判わからない雷撃が、迸ほとばしる。枝葉のように細かく分裂した先駆放電が串刺しの連鎖を引き起こす蹂じゆう躙りん。

　誰一人として『カテゴリ７』の《脅威》に抗あらがえず撃墜された。

　たとえ未来予知を可能とした《小さな王の鍵ゲーテイア・序列二十五番：グラシャ＝ラボラス》の翼を観測したとしても、アスモデウスとて攻撃を察知した時には既に敗北しているだろう。

　戦力差は明らか。

　だが、

「どうしてあたしが対戦能力に特化した従属特待生と呼ばれているか忘れたの？」

「たかが『カテゴリ６』の悪魔風情が、この『カテゴリ７』の神代行に敵うとでも思い上がったか」

「あんたは誰の神にもなれないわ」

　次の瞬間、雷撃の槍やりがアスモデウスを貫く。

　腹部を貫き即死に値する《脅威》が身体からだ中じゆうで暴れ回る。

　それでも赤ずきんの格好をした少女の口元は、ニヤリと笑っていた。

「【統べる王の指輪アニユラス】──典拠《古代十二柱テイターン・第二主神格にして原初神：クロノス》」

　彼女は呟つぶやく。

「【偽ギ典テン：理想郷の終焉Re:start】」
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「あんたは誰の神にもなれないわ」

　次の瞬間、雷撃の槍やりがアスモデウスを貫く。

　そうなる未来を知っていた彼女は、迫る雷撃の槍を蹴り上げる。

　絶対に予知不可能な《脅威アルス》を去いなした『簒さん奪だつ者』に『敵対者』は驚くも、すぐさまに次の攻撃へと移る。

「たかが『カテゴリ６』の分際で」

　誇り高き『敵対者』が急降下した先には、紫し門もん詠えい哉や。

　その彼に超高電圧を浴びせる。

　命を奪うには充分過ぎる一撃を止めることなど出来なかったが、それでも赤ずきんの格好をした少女の口元は、ニヤリと笑っていた。

「【偽ギ典テン：理想郷の終焉Re:start】」
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「たかが『カテゴリ６』の分際で」

　誇り高き『敵対者』が急降下せんと視線を下へと向けた瞬間。

　アスモデウスは金剛の鎌を観測して投とう擲てき。叙事詩『神統記』において第一主神格ウラノスを断罪した魔法アダマスの刃やいばがルシファへと迫る。

「貴女あなたまさか……」

　驚くべき反射神経で神速に並ぶアスモデウスを一巡し、その小こ癪しやくな『カテゴリ６』の悪魔が放った《脅威》を漆黒の三対翼で跳ね飛ばすと。

　ズガン、と極大の雷が学院島へと落ちた。

　一撃で蒸発させた。戦争を超越した超大型天災。そんな観測を──

「【偽典：理想郷の終焉】」
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「貴女まさか……」

　声と同時、極大の雷が学院島へと落ちた。

　学院島を一撃で蒸発させるには充分過ぎる電圧と電流が迸ほとばしる神の鉄てつ槌ついを、

「【統べる王の指輪アニユラス】──典拠《北欧の世界樹ユグドラシル・戦いと雷の神：トール》」

　新たな指輪を観測し、

「【偽典：粉砕を伴う巨人殺しニヨルニル】」

　神聖なる雷は、天空から降り注いだもう一つの雷撃に薙なぎ払われる。激突し合った二つの雷撃は互いを揉もみクシャに絡めながら標的だった学院島から大幅に逸それて、太平洋の荒れ狂った海原へと着弾。巨大な爆弾でも炸さく裂れつさせたが如ごとく怒ど涛とうの水蒸気が噴き上がる。

「私の動きが読まれている……いいや、なるほど。そう云いうことですか」

　応じるように、再びアスモデウスは【偽ギ典テン：理想郷の終焉Re:start】の『指輪』を観測する。

　それは、

「神の代行者を騙かたるあんたに、あたしは神の偽典で対抗する」

　円環に刻まれた文字列は『Kronos/Chronos』。

　それはかつて、中部管区支局に《第三主神格：ゼウス》が台頭するよりも以前に『カテゴリ７』として存在していた従属特待生の称号だった。

　それでルシファはすべてを悟る。

「既に『卒業』した《第二主神格：クロノス》による時間操作の劣化模倣コピーですか」

　タネが割れてしまえば簡単なこと。

　原典たる【理想郷の終焉】は『カテゴリ７』の時間跳躍だった。

　天空神『ゼウス』に討ち滅ぼされるべき敵として登場した農耕神『クロノス』は、時を神格化した原初神『クロノス』と習合され、追放されてもなお威厳を失墜せず古代ギリシアの時代から信仰され続け現代に至る。

　そんな神の名を冠した少女が同一視再現フアクシミレしたのは、既に経過した世界に戻ること。

「自身の目の届く範囲のみならず、地球規模どころか全宇宙規模で過去の世界すべてを観測しなければ成立しない『権能』に匹敵する破格の《脅威アルス》よ。驚いたでしょ？」

「正気を疑いますよ『カテゴリ７』向けの『設定』を『カテゴリ６』が行使するなんて」

「こればっかりは偽典の方が劣化模倣だと認めるけど……あんたを倒すには充分」

「これは何度目の世界ですか？」

　ルシファは、自らの優位性を驕おごるように語った。

「私との戦力差で、貴女あなたは既に何度か殺されたことでしょう。紫し門もん候補生も殺されたでしょうし、学院島も消滅したのではありませんか？　一度で心的外傷後ストレス障害ＰＴＳＤを引き起こす惨劇を夢や幻想ではなく、貴女は現実として無限ループしていますよね？」

「こんな地獄、時雨しぐれの『義務』と比べれば可愛かわいいものよ」

「どうしてそこまで頑張るのですか。かなりの善戦でしたが、もうあなたのＩＮＳ領域は限界のはずです。それだけが『カテゴリ７』の観測は摩耗が激しい。本当に『還かえるべき現実』に戻って来られなくなりますよ。掛け値なしに、次の観測が臨界点でしょう」

　漆黒の翼とマントを広げながら、まるで不思議そうに問うルシファに対して。

「あたしは一度、既に死んだのよ。それを救い出してくれた人がいる。その人の為ためにならばＩＮＳ領域なんてくれてやるわ」

「愚かですね。自ら進んで捨て駒になるなんて」

「超ウケるんですけど。倒すわよ、あたしの《脅威》で」




「【統べる王の指輪アニユラス】──典拠《天界軍九歌隊アンゲロス・神に似たる熾天使セラフ：ミカエル》」




　極超新星爆発でも起こったかのような光が夜空を白に染め上げる。

　嵐のように吹き荒れる煌きらめきの中から、孔く雀じやくの尾羽のような文様を有する六枚翼がアスモデウスの背中に観測される。人類を等しく加護する守護者を象徴するように、天てん秤びんの如ごとく左右対称シンメトリのシルエットが聖火の光を放ち、周囲の空間を貪り尽くす。

「私を堕天させた熾天使の『設定』で、再び討ち滅ぼそうとでも？」

「あら、愛いとしの主たるＹＨＷＨヤハウエの方がお好みだったかしら？」

「ほざくな偽典が」

　その怒号が合図となった。

　七つの大罪を司つかさどりし『簒さん奪だつ者』と『敵対者』が同時に動く。

　ここから先に、言葉なんて不要だった。互いに解わかり合えぬと判明した時点で、意思疎通などなんの意味も為なさないことを二人の堕天使たちは知っていた。

　天空から降り注ぐ白雷の槍やりが、黒雲を引き裂いた。

　標的は、アスモデウスただ一人。その速さは神速の域。

　数多あまたの神話に於おいて、その主神格の象徴たる武器は雷である。

　神聖を帯びた現象が神の代行者によって観測されたとなれば、これは神が降くだした神罰にも等しい破壊を齎もたらす。

　都市どころの話ではない。文明もろとも存在の痕跡すら残さずに殲せん滅めつする。

　そんな破格の一撃に対して。

　数多の出典を持つ聖なる熾天使『ミカエル』だが、登場の頻度に反して聖書の中で発したのはたったの一言のみ。

　その聖句をアスモデウスは告げる。

「【偽ギ典テン：新約聖書『ユダの手紙』第一章九節／神が貴様を戒めて下さるだろう】」

　発現させた現象は一本の日本刀。

　白銀の鞘さやに収まった緋ひ色いろの刃やいばを居合抜きの如く放つ。

　四大元素の象徴的対応関係に於いて、太陽の如く赤い火を『設定』された熾天使『ミカエル』の燃え上がる斬撃は、どんな障害でさえ切り裂く神威に匹敵する。

　たったの一振りで、白雷の槍を遥はるか天空へと撃ち返した。

　だが、そんな白雷の槍ですら、ルシファからすれば神へと至る為ために習得した神業の一つでしかない。次なる《脅威アルス》はその腰。六枚の漆黒の翼が剣のように乱舞する。裂けた雲間から月明かりが零こぼれ落ち、黒曜石のような翼が月光を乱反射した。

　まるで聖句に対抗するように、

「【旧約聖書『イザヤ書』第十四章十二節／輝く者が天より堕おちた】」

　月明かりを照らし返して黒と白のコントラストを為なす六枚翼で以もつて、光速すらも軽く凌りよう駕がする神速の域でアスモデウスの正面へと回り込む。そして至近距離で放たれるのは指向性を帯びた強烈な漆黒の光。

　空間すらも貪り進む六つの闇が、まるで蛇の如ごとく牙を剥むいた。

　六方向から同時に迫る剣けん戟げきに為す術すべなし。

　それが常識であり摂理である。

　神に敵かなうはずもない。

　それでも、

「あんたみたいな悪魔に『約束』を反ほ故ごにさせたくないのよッ！」

　神に成れると思い上がった魔王と、神に似た熾天使セラフを簒さん奪だつした悪魔が激突する。

　六つの蛇と、一本の刃やいばが一点で激突し鍔つば迫ぜり合う。

「熾天使『ミカエル』の名を冠しながら、日本刀を振るう。近畿管区支局の従属特待生のセンスを疑わざるを得ませんね」

「そう？　祇ぎ園おん囃ばや子しを奏でながら太刀を振り回す天使集団、超ウケるでしょ」

「自ら望んで侍の天使を同一視再現フアクシミレしているとでも？」

「憤りを覚えないと言えば嘘うそになるわ」

　アスモデウスは独こ楽まのように空中を回転。四方八方にバラけた漆黒の蛇を掻かい潜くぐりながら宙返りの要領で一旦距離を離し、再び一いつ閃せんを叩たたき込む。

　これに対し、ルシファは漆黒の六枚翼で殻を造るように防ぐ。

「あんたの目もく論ろ見みに、不理解を徹するほど規制機関に魂を売った訳じゃない。あたしも監理官は嫌いだし世界がこのままで良いとも思ってない。でも、破壊した先に待ち受けるのが、あんたみたいな『傲慢』を極めた魔王の独裁ならば度どし難がたいの」

　ギロリと、ルシファの紫水晶のような瞳が、アスモデウスの姿を捉える。

　標的を見据える蛇の如く、睨にらみ付けるでも凝視するでもなく、ただただ瞳に映しているだけに過ぎない。それでも『敵対者』の瞳に映ってしまうと云いうことを、正しく理解出来る者ならば、それがどれほど危険なことか察知したかもしれない。

　しかし不幸なことに、アスモデウスは『敵対者』について無知だった。

「【であればオマエも地獄に堕ちろヘヴエンズ・グラビトン】」

　ルシファを護まもるように閉ざされていた翼が、一気に開放される。

　圧倒的な膂りよ力りよくに跳ね飛ばされ、二人の従属特待生の距離が大きく離れる。

　そして次の瞬間、あらゆるものが一切の抵抗なくルシファを中心に吸い寄せられる。

「──ッ、ブラックホールッ!?」

　無論アスモデウスとて例外ではなかった。

　どんなに抵抗しようとも、その不可視の引力に抗あらがうことなど敵かなわず、徐々にルシファの元へと吸収されていくことを自覚する。

　それが『敵対者』による観測史上最悪の《脅威アルス》だった。

「光り輝く者の残骸たる悪魔『ルシファ』は、恒星の残ざん滓しです。そして万物すべてを誘引する悪魔『サタン』であれば、光すらも逃さないほどの極めて高密度な引力を生み出す。そんな二つの悪魔を内包する私が観測するのは、無限大の重力を有する特異点を中心とした物質どころか光さえ脱出不能の縮退星。いかがですか『指輪の簒さん奪だつ者』？」

　後戻りは、物理的に不可能だった。

　空間そのものが歪ゆがみ、亀裂音が炸さく裂れつする。

　漆黒の雷が塗り潰すように迸ほとばしり、世界を席せつ巻けんしていた。

　プラズマの熱運動や電気的な反発力が損なわれた結果、自らの重力に耐え切れなくなった恒星が自壊する重力崩壊。

　であるから、これが最上級フラグシツプ『カテゴリ７』の電撃系統が為なせる規格外の《脅威》と言われても、原理を正しく理解するなど同じく『カテゴリ７』のＩＮＳ領域を持つ者でなければ不可能だろう。それだけ不可解としか表現のしようがない現象だった。

　しかし、それだけでは終わらない。

　惑星一つを壊す程度の《脅威》などでは収まらない。

　たった七名しか現存が確認されていない『カテゴリ７』に相応ふさわしくない。

　ルシファを中心に放たれる漆黒の雷の正体。それは極超新星爆発の余波で生じるガンマ線バースト。超新星爆発の十倍以上、太陽が百億年間で放出するエネルギー総量を余裕で上回る大量絶命を齎もたらす『敵対者』の終局リーサル。

　掛け値なしの即死級。

　その一つに擦かすりでもしたら死は免れない。

　無限大の重量に耐え切れなくなればゲーム・オーバー。それに辛うじて抗うも身動きが取れない対象は、暴れ回る漆黒の雷の餌食となる確殺の《脅威》。

　冗談抜きに馬鹿げているとしか思えなかった。

　であれば、選ぶ道は一つ。

　アスモデウスは燃え滾たぎる日本刀を構えて、

「あたしは諦めない」

　煌きらびやかな三対の翼を羽撃はばたかせて一直線に向かう。

　迎撃するように走る無数の漆黒の雷を避よけ、時には如い何か様ような不可能でさえ切り裂く日本刀で弾はじき、人類を堕落させた邪悪なる竜を象徴とするルシファの眼前へと迫る。

　その刃やいばを無限大の重力を生み出す特異点へと突つき刺す。

　ガラスが割れたような音がして、その刃は貫通。

　重量崩壊を生み出していた《脅威アルス》が木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散り、その後ろで控えているルシファの胸元へと、あと少しで届く。

　が。

　パキリ、と。

　あまりにも呆あつ気けない音と共に日本刀が折れる。

　アスモデウスの観測は、ルシファには届かなかった。

「残念でしたねアスモデウス、貴女あなたはここで潰ついえる運命────」

「あたしは……、もう二度と諦めないッ！」

「────ッ」

　アスモデウスの左手の『指輪』が再び強烈な光を帯びて。

　同じく左手に握られた鞘さやの口径から、爆発的な聖なる光が噴出した。

　元来、熾天使セラフ『ミカエル』は他の天使と異なり、ほとんどの出典に於おいて悪魔に立ち向かい討ち滅ぼす存在として描かれている。

　そんな刀を封じる鞘となれば、それ以上の神聖を誇る。

　熾天使『ミカエル』の原典となった少女の真なる《脅威》は、刀ではなく鞘。

　納刀することで神威を刃へと宿す充填機構から直じかに射出された極光が、かの熾天使が発した唯一聖句を体現する神罰────焔ほのおの聖剣となって全人類の『敵対者』を貫いた。
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　至近距離で炸さく裂れつした《脅威アルス》の直撃は、絶対的な白を以もつて漆黒の翼すらも塗り潰すように吹き飛ばす。均衡することなど敵かなわず悪魔『ルシファ』の名を冠した少女は、神に成り代わると自惚うぬぼれた『傲慢』ごと打ち砕かれて極寒の海へと叩たたき堕おとされた。

　だが。

　アスモデウスのＩＮＳ領域は既に臨界点を突破していた。

　そして、彼女には、もはや余力など一ひと欠片かけらも残っていなかった。文字通りの出し惜しみなく『カテゴリ６』としての観測を尽くした。

　となれば、辿たどる運命は必然的に、自己が認識する世界の崩壊。

　もはや如い何か様ような観測も成立することはない。自らを悪魔である誤認すら不可能で、その背中から煌きらびやかな三対の翼は消失。あとは地球の重力に引かれて落下に身を任せることくらいしか出来ない。

「……ごめんね、あんたとの『約束』ちょっと守れそうにないかも…………」

　天空からの落下だった。助かる見込みなど、どんなに夢想したところで実現しない妄想でしかない。今の彼女は《観測者アルテフエクス》ですらなくなっているのだから。

　背中から地面に向かって落ちる。それを拒む手段など残されていない。奇跡なんて起こらない。これで少女の世界は幕を閉ざす。それが常識の範はん疇ちゆうに収まると云いうこと。本来のあるべき姿へと戻り『王子様』を待ち焦がれた少女の命は、途絶する。

　はずだった。

「アスモデウスッ！」

　聞こえるはずもない幻聴。

　既に《接続アドホツク》は絶たれている。

　だから、これは幻聴だと少女は思った。

　どうせなら、もっと素敵な声で呼んで欲しかったな……なんて目を閉ざした。

　だが。

「諦めるなッ！」

　驚いて、目を開ける。

　信じられない光景が広がっていた。

　自分の真上から、紫し門もん詠えい哉やが降ってくるではないか。

　それで初めて自覚する。自分がバベルの塔の真横を落下し続けていることに。そこから導き出せる現状を解説し得る答えは、彼が飛び降りたと云う事実。

　アスモデウスは知る由も無いことだが、紫門は《接続》を絶たれた瞬間、最悪の想定を完成させていた。すべての力を使い果たして、相打ちとなることなど《契約》を結んだ共犯関係ならばお見通しだった。だから烽ほう火かを連れて、バベルの塔の屋上で、アスモデウスの落下を待っていた。見送る為ためではない。阻止する為に、だ。

　地面へ向かって落ちる二人。

　地表との距離が迫る中、二人の距離も縮まる。

　空気抵抗を最小限に抑えた体勢で紫し門もんはアスモデウスへと追い付く。

　必死の形相で迫る紫門に対して、抱く感情は困惑だった。何をやってるのよ、ここであんたまで命を落としたら……などと逡しゆん巡じゆんしていると、

「君に不可能は存在しない」

　その一言で覆る。

　戦闘幇ほう助じよ行為《接続アドホツク》が成される。

　楔くさびが少女を『還かえるべき現実』へと縫い止める。

　たったそれだけのことで、再び少女の背中に純白の翼が蘇よみがえる。




　そして。

　そして。

　そして。





終章『欺ぎ瞞まんの優等生は真実を語り明かす』




　アリスと名乗り続けた少女は、円卓会議室の中央に立っていた。

　重い手て枷かせと首輪。それが彼女の《脅威アルス》を完全に封じ込める拘束具だった。

　彼女を包囲するように七つの席が並ぶ。本来ならば《七罪源ペカトウム》のトップたるルシファが座るべき室長席は空席で、他のメンバーの席にも着席する者はいない。代わりに、会議室を見下ろすように設置された十三のモニターが学院理事会の面々を映し出す。

　これは、査問会議だった。

　軍事法廷のような重い空気によって支配されていた。

　造反した従属特待生の処分は《七罪源》に一任されているが、本事案の重篤さから学院理事会が介入する異例の処遇が為なされていた。

　従属特待生による従属特待生の監修。それだけで前代未聞の事態であるのに、脅威対策委員会を取り締まる内部監査室長による謀む叛ほんともなれば、学院設置以来最大の処分が降くだされることは想像に難しくない。

　訓告などでは済まされないだろう。

　それだけ『カテゴリ７』は危険視される。

　だがアリスは理解し、承知の上で規制機関へと楯たて突ついた。

　十三の冷たい目線がアリスへと突つき刺さる。まるで意図した通りに動かない製品を酷評する評論家のような無言の圧力が彼女の小さな体たい躯くへと伸のし掛かかる。

　彼らの一声で運命が決まってしまう。それだけ学院理事会は実権を握っていた。

　裁判のように、弁解の余地など与えられない。すべては学院理事会の意思。最初から処分が決まっていることを、ただ受け入れるだけの場でしかなかった。

　彼らが次々に言葉を発した。

「脅威対策委員会《七罪源ペカトウム・傲慢スペルビア：ルシファ》及び《七罪源・憤イ怒ラ：サタン》」

「当該従属特待生は時雨しぐれ監理官が監修した『カテゴリ７』であり、一つの体躯に二つの人格を有する素体に対して行われた実証実験の産物である」

「その稀き少しよう性せいを認めつつも本事案は統轄学院に対して甚大な被害を齎もたららした。低位級『カテゴリ１』に同一視再現フアクシミレを施し、隷下させた手法は評価に値するも、極めて危険な思想に侵されている事実を鑑みて処分を降くだす」

「学院島地下隔離区画への禁錮、期限は『卒業』までの半永久」

「二度と《観測者アルテフエクス》として陽ひの光を浴びることはない。この決定を受け、何か言い残したいことがあれば耳を貸してやろう」

　それは承る以外の選択など最初から用意されていない詰問。

「くたばりやがれ規制機関」

　そう言おうとアリスが口を開いた瞬間だった。

「異議があります」

　その一声で査問会議は鎮まりかえる。

　一同が向けた視線の先には、本事案を解決した仮採用監理官・紫し門もん詠えい哉やが立っていた。

「発言を許可する」

「ありがとうございます」

　一礼した上で携帯情報端末Personal Data Assistantを掲げ、

「こちらをご覧下さい。本事案が発生する前にアリスが僕に渡したデータです。中身は暗号化され、その場で確認出来ませんでしたが……先ほど解析に成功しました」

　その発言に全員が困惑する。

　ただ一人、アリスは怪け訝げんな表情を浮かべていた。

「アリスは賽さいを投げた。先に僕が解析して、この事案を未然に防げるか、それとも間に合わず悲劇が起こってしまうのか。誰かに止めて欲しくて助けを求めた──内容を要約すると、本事案の計画書であり、その発案者は時雨監理官となっています」

　激震が走った。

　つまり。

「本事案は時雨首席監理官の遺言────課題です」

「馬鹿な。紫し門もん仮採用監理官、君はこの悪魔を庇かばうつもりか？」

「この仮説ならば、学院理事会の皆様も懐疑的だった悪魔『ルシファ』による造反にも説明が付きます。時雨しぐれ監理官が施した安全装置『忠義の心』を捨てない限り、彼女は規制機関に謀む叛ほんを起こすなど『設定』で不可能です。これを無視するならば同一視再現フアクシミレの破綻に直結します。しかし彼女は今もなお従属特待生であり続けている。ここから導き出せる答えは一つかと存じ上げます」

　すべてはデモンストレーション。

　もしも『カテゴリ７』が叛はん旗きを翻した場合。

　統轄学院は対応出来るのか──そんな時雨の実証実験だ、と紫門は真実を語る。

「従属特待生を取り締まる役割を与えられた従属特待生が叛はん逆ぎやくを起こした場合、学年首席の僕がどんな行動を取るか。それを試した課題でした。時雨監理官は既に殉職しています。しかしルシファは時雨監理官に対して『忠義の心』があった為ためこれを無視出来ず、造反者として裁かれる危険を冒してでも実行した。それが本事案の真相ではないでしょうか」




　斯かくして、紫門詠えい哉やとアリスは査問会議から解放された。

　謀叛を起こした容疑を向けられていた従属特待生の拘束具は解かれ、二人は互いに視線を合わせることなく並んで廊下を歩む。

　ベルの音と共に到着したエレベーターへと乗り込み。

　扉が閉まり、地上一階へと降下を始めて。

「なんのつもりですか」

　ようやっとアリスが口を開いた。

「どこからあんなデータ用意したんですか」

「何の話をしているのか、僕にはさっぱりなんだけれども」

「とぼけないで下さい。アリスはオマエにデータを渡していません。それどころかあんな事案の計画書など最初から存在していません。時雨監理官からの命令を遵守したから謀叛を起こしたなど事実無根──ただの捏ねつ造ぞうですよね？　あれはアリスの意思であり、アリスの独断によって行われた規制機関転覆事案です。それを────」




「僕はすべての『因子』で苦しむ少女を救うと決めた仮採用監理官だぞ？」




　そう告げた。

　猜さい疑ぎの声を上げるアリスに対して、紫門は誰もが知っている言葉で遮った。

「僕が統轄学院に『入学』した理由を君は知っているだろ？　でも、それを学院理事会に報告はしなかった。このことに感謝して君を救った」

「悪魔『ルシファ』は、あくまでも従属特待生を取り締まる従属特待生です」

「それでも、だよ。真相を見抜いている君は、僕が騙かたる真実に加担してくれていた。この事実だけで、僕は君の真相を隠して真実を騙る理由になる……幸い偽りの真実を捏造する悪魔が味方についてくれてくれているからね」

「アリスの窮地を救う【被創造物は創造主の仰せの通りにロスト・キヤラクター】が発動している可能性は？」

「だとしたら、なんで君は今にも泣き出しそうな顔をしているんだい？」

　紫し門もんは隣のアリスに目を向けず。

　あくまでも気軽な会話でも楽しむ口調で静かに笑みを浮かべる。

　真相を知る探偵役が、敢あえて誤った真実を万人に信じ込ませるように。

「悪魔『サタン』の名を冠する君は、諜ちよう報ほうに長たけた従属特待生だ。影に隠れて情報を収集するエキスパートだろ？」

「……アリスに何をさせる気ですか」

「規制機関を破壊しよう。僕が『約束』を交わした少女を救うには、ただ見つけ出すだけじゃ駄目なんだ。こんな理不尽が渦巻く世界を変えない限り、再会を果たしたところで救いにはならないことは君にだって解わかるはずだ」

「自分がどれだけ無謀なことを口走っているか理解出来てます？」

「それでようやく、僕はあの子を救うことが出来る」

　捨てられてしまった猫のように怯おびえるその少女に対し、

「僕の目指す世界は、きっと君が望む理想郷に遠くないと思うぞ。すべての『因子』で苦しむ少女を救うなんて目もく論ろ見みは、結局のところ《観測者アルテフエクス》の解放に帰結する規制機関への叛はん逆ぎやくに他ならない」

「こんなことがバレたら……」

「怯おびえるものか。どんなに無む茶ちやだろうが、僕は絶対に『約束』を果たす」




　たとえ世界のすべてを敵に回したとしても。




「……烽ほう火か先輩や琉る海み先輩の言う通りでした」

　アリス──『敵対者』と『誘惑者』を併せ持つ悪魔が、嗤わらう。

「ズルいですよ、センパイは……そんな目論見を話されたら、協力を拒まず共謀するに決まってるじゃないですか」

「僕の欲しい情報を君が諜報する。君が望んだ世界を僕が構築する」

「アスモデウスを懐柔して、アリスを籠絡して……センパイは本物の悪魔ですね」

「この僕が、情報へのアクセス権限をあげる為ために、ちまちま点数稼ぎに徹するような優等生だとでも思っていたのかい？」

　斯かくして『紫し門もん詠えい哉や』を騙かたる少年は、神に挑み敗れ、それでも悔かい悛しゆんすることなく叛はん逆ぎやくを目もく論ろむ『光を齎もたらす者』と共謀契約を結ぶ。

「解わかりました。アリス、センパイと世界を敵に回して戦っちゃいます♪」




　保健室。

　もう何度も世話になっている病室の前に、紫門は立つ。

　だが、今回の患者は彼ではない。頭に包帯こそ巻いたままだが、医者の話では応急手当で完璧な止血を施されていたことが幸いして大事には至らなかったそうだ。

　軽くノックを二回繰り返して、扉を開ける。

　そこには、赤ずきん姿の少女がいた。

　ベッドの上で静かに横たわっていた彼女だったが、紫門が訪ねると同時に慌ただしく起き上がる。まるで予想外の見舞いに出くわした少女のように。

「……紫門。どうしたの？」

「元気そうじゃないか、良かった」

　飛び起きて、服が変になっていないか確認しながら、アスモデウスはスカートの裾やらブラウスの胸元を触り、そして象徴たるフードを被かぶり直す。その仕し種ぐさは自らが悪魔であることに固執しているが故の、記号的な意味を想起させられる所作だった。

「君、病室でもその格好のままなのか」

「……うん。これはあたしが、あたしである存在証明だから」

「随分と難儀だな、君の同一視再現フアクシミレって。その格好になれば『簒さん奪だつ者』になるとか云いうんじゃないだろうな？」

「……そうだったら、どれだけ良かったでしょうね」

　歯切れが悪い。

　いつものアスモデウスではなかった。

　伝えなければならないことが彼女にはあった。

　遠からず絶対に知られてしまうソレを、紫門には自分の口から言わなければならないと思いながらも、事実だと認めたくない心が行動を阻害してしまう。

　だが。

「……あのね、紫門」

　震えるような小さな声で。

「……助けてくれて、ありがと」

「僕は君を救えてなんかいやしないよ」

「……ごめんなさい……あたし、もう役に立てない身体からだになっちゃった……」

　その理由を。

　困ったように笑って。

　二人を引き裂く事実を零こぼした。




「あたしのＩＮＳ領域、壊れちゃった……っ」




　悪魔の力は失われた。

　奇跡的な現象の代償は奇跡の消失。

　本来ならば絶対に不可能な『カテゴリ７』に監修された『設定』を『カテゴリ６』が運用した反動は、あまりにも大き過ぎたのだ。

　それを検査する為ために入院した。

　その診断結果は、アスモデウスにとって残酷なものだった。

「あたしのＩＮＳ領域は『カテゴリ６』のままだけど……これから加速度的に弱体化していくんだって……あたしがどんなに望んでも、一年以内に『カテゴリ０』判定が降くだるだろうって……そう言われちゃったの」

　それが意味することは。

　これまでのような《脅威アルス》は観測不可能になると云いう現実。

　六枠目の『カテゴリ７』として期待されていたＩＮＳ領域は崩壊した。

　いずれ『カテゴリ６』の悪魔でさえなくなり、他者を圧倒する『簒さん奪だつ者』であり続けることが難しいと云う致命傷に他ならない。

　なのに。

「嬉うれしいことじゃないか」

　紫し門もん詠えい哉やは、何な故ぜか優しい顔をして、こんなことを言うのだ。

「これで統轄学院を『卒業』出来ることになれば、君は『王子様』の元へと帰ることが出来るんだ。君の願いは一年以内に成就することが確約されたってことだろう？」

「なんで平然としてんのよ……っ！」

　悲鳴と共に、アスモデウスは紫門へと掴つかみかかった。

　その姿は自らの行いを懺ざん悔げする少女のようで、声は震えていた。

「あたしは、あんたの『共犯者』なのよ……そのあたしが《契約》を反ほ故ごにしようとしているのに、どうしてあんたは怨うらみ言の一つも言ってくれないのよ……っ」

　止とめ処どない嗚咽おえつを零しながら。

「あたしのＩＮＳ領域は、もう……」

　蒼そう月げつのような瞳から大粒の涙を流して。

「あたしはあんたの『共犯者』にはなれない……」

「そうまでして君は僕を守ってくれた。あの天空の戦いで一体何が起こっていたのか僕には解わからないけれど、その事実だけで僕が君に怨うらみを持つなんてありえない」

「そんな言葉で誤ご魔ま化かさないでよ。あんたは『約束』の子と逢あえてないんでしょ？　救いたいんでしょ？　あたしの力が必要なんでしょ？　なのにあたしは……『カテゴリ６』の悪魔じゃなくなっちゃうのよ？」

　溢あふれんばかりの感情が衝動となって。

　もう叶かなうことが難しくなってしまった願いを口くち遊ずさむかのように、アスモデウスは悔しそうに言葉を絞り出す。

「やだよ、あたし紫し門もんの『約束』を守ってあげたい……」

　そんな捨てられてしまった子猫のような情けない声の彼女に、

「僕は君が『カテゴリ６』の悪魔だから《契約》を結んだ訳じゃない」

　ちっぽけな思い込みを破砕するように、紫門は真っ向から前提を否定した。

「君が望むなら、僕は《契約》を結んだ『紫門詠えい哉や』として最後まで一緒にいるさ。僕を誰だと思っているんだ、見くびらないでくれよ。君が『カテゴリ６』の悪魔じゃなくなったからって、見捨てるようなことをするとでも？」

「…………」

「それに僕の交わした『約束』は、あの子を救うことだ。たとえ見つけ出したとしても救えたとは言い難い」

　諸悪の根源は特殊能力規制機関。

　それは誰に訊きいても同じことを答えるだろう。

　だが、その組織を瓦解させたとしても、すべてが解決するほど世界は優しく創られてなどいやしない。

　紫門の視線は、アスモデウスの首へと向けられる。

　そこに嵌はめられている白銀の『首輪』を、睨にらむように。

　その『首輪』がある限り、少女を本当に救ったとは言えないのだから。

　二人の間に長い沈黙が訪れる。言葉を消失した病室に、窓の外から聴こえてきた少女たちの姦かしましい声が響く。

　紫門の視線が窓へと移り、連れられてアスモデウスも目を向ける。

　そこには、

「うぉーっと!?　るみちぃ、めっちゃ可愛かわいいじゃんか★」

「ありがと……ちょっと照れるけど」

　中庭に、煌こう焚たき烽ほう火かと沖おき泉いずみ琉る海みの姿があった。

　彼女たちも今回の『アリス事案』の被害者であり、琉海に至っては感情誘爆によるＩＮＳ領域の制御が行われていた。学院理事会が身を案じて臨時検査を命じていたのだ。

　従属特待生による監修が齎もたらしたデータ収集こそが真意なのだろうが。

　どうやら無事に検査は終わったらしく、烽ほう火かはお馴な染じみの赤いシュシュでツーサイドアップに結ゆわいていた。テール部分は相変わらずルビー色に発光するラインが入り、スチームパンクっぽい雰囲気を漂わす黒のコートを着ていた。

　対して、琉る海みの方は様相が激変を遂げていた。

　長杖づえに魔道書に魔女帽子──ではなく、白いスクール水着を着用していた。ここまでなら季節感を無視しただけの異様な格好で話が済むだろうが、余計にややこしくしている要因は紛まぎれもなく、その上から羽織っているだけの白ナース服である。

「白スクール水着、白ナース姿。合わせれば……白衣の天使」

　えっへん、と琉海は胸を張っていた。

　どれだけ属性の過剰盛りだ、と誰もが思うかもしれないが……当の琉海は随分と気に入っている様子だった。

　その腕には腕章があった。

　沖おき泉いずみ琉海は、保健委員会へ所属したのだ。

　水流操作で紫し門もんの止血をしたこと、憧れを捨てきれず悪魔『レヴァイアサン』を同一視再現フアクシミレしてしまったこと。様々な理由を経て、彼女は『カテゴリ』の壁に絶望しつつも未練を引ひき摺ずりながら引き篭こもることをやめ『嫉妬』を飼い慣らす道を選んだ。

「性能で悩んでいる子たちの相談役」

　同じように『カテゴリ』で憤りを覚えている少女たちに、最も近い位置で触れることが出来ると考えて。烽火に劣等感を抱き、いつも一歩引いて、常に己を押し殺していた琉海が自分で決めたことだった。

「私も烽火ちゃんみたく自分に出来ることをしたいと思ったから」

　学院制服を生活指導室へ直行レベルで着崩す問題児と、ちょっとどころか過激なナース服姿で着飾る問題児。違うようで互いに似た者同士の大親友たちは、瞳を輝かせながら談笑へと洒落しやれ込んでいた。

「どっちが紫門くんを惚ほれさせるか、競争」

「勿もち論ろんだとも。烽火様だって、頑張っちゃうぞ★」

　そんな二人の少女を、紫門は二階の病室から眺めながら、

「規制機関を滅ぼしたところで《観測者アルテフエクス》の問題は解決しない」

　楽しげに語り合う烽火と琉海の首にも、白銀の『首輪』が嵌はまっていた。

「そうね……あたしたちは、統轄学院にいる限り保護されている。批判的な世論があろうが、世間から危険視されていようが。皮肉なことに、忌み嫌っている規制機関によって守られているのが現実だわ……」

「君たちの『首輪』を本当の意味で外さない限り、別の権力者に繋つながれるだけだ」

　たとえ醜悪な監修を施す監理官を葬ろうと、規制機関の機能を麻ま痺ひさせるだけのテロを起こしても、別の組織が台頭して《観測者アルテフエクス》を統制しようとするだろう。

　忌むべき対象が変わるだけで、無意味なことに等しい。

「だから僕には、君と云いう『共犯者』がまだ必要なんだよ。君が『カテゴリ６』の悪魔じゃなくなってしまうことなんて瑣さ末まつな事実だ。僕は君だから……悪魔『アスモデウス』なんかじゃなくて、君と『約束』を果たしたいと思っているんだよ」

　そんな言葉を受けて。

　呆ぼう然ぜんとしていた少女は嬉うれしそうに笑った。

「アリスに言われたの、あなたが『王子様』なんじゃないのって」

　それは心からの言葉だった。

「あたしもね、ずっと考えてたの。あなたが『王子様』だったら嬉しいなって」

　まるで夢想を馳はせる少女のようだった。

「馬鹿みたいな御お伽とぎ噺ばなしよね。ずっと待っていた人が、あたしの窮地を救ってくれるなんて夢物語。そんな魔法みたいな奇跡なんて起こらないわよ」

　でもね、と彼女は続ける。

「あなたが『王子様』だとして、どうして『紫し門もん詠えい哉や』なんて名乗っているのか。なんで過去を偽っているのか。きっとあたしの想像を絶することがあったと思う。だからあなたがホントにあの人だったとしても、あたしは話してくれるまでは何も聞かない。でも絶対にあたしはあなたを受け入れるわ」

　悪魔の名を冠した少女は、真紅のフードを脱ぐ。

　その『簒さん奪だつ者』としての象徴たる赤ずきん姿を解いて、他の何者でもない少女として正面に立つ少年を見詰めた。

　黄金に煌きらめく柔らかな髪。

　蒼そう月げつの如ごとく鋭い光を帯びた瞳。

　真珠のように的てき皪れきな肌の小さな体たい躯く。

　そして、天使みたいな小悪魔の可愛かわいらしい笑み。

　そのすべてを曝さらけ出し、ずっと『王子様』を待ち焦がれていた少女は、理想的な心象を及ぼす限界などなくとも素敵な奇跡を願って言葉を紡ぐ。

「だって、あたしはずっと待っているから」

　そんな言葉を受けて。

　ようやっと在りし日の少年は一つの解答を示す。

　語られたのは唯一なる真相か。

　それとも或いは真実か。

「僕の正体は──」
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あとがき




　どうもこんにちは、ひなちほこです。

　この度は『特殊能力統轄学院２』を手に取って頂き、ありがとうございます。

　第一巻では、紫し門もんとアスモデウスにフォーカスを絞っていたので、第二巻では前巻ラストに登場した謎の少女だったり、煌こう焚たき烽ほう火かと沖おき泉いずみ琉る海みだったり、より複雑なキャラクター同士の関係性を描かせて頂きました。お楽しみ頂けましたでしょうか？

　個人的には、領域三原則の『純粋な水』がお気に入りのシーンだったりします。

　さて、この物語は『理想の為ために現実へと挑む』をテーマとしていますが、それとは別にキーワードも設定してシナリオを考えています。第一巻では『簒さん奪だつ』を主軸として書かせて頂きました、既読の方は（ありがとうございます）ご納得頂けるかと！　第二巻のキーワードは、果たして何を設定しているのか考えてみるのも面白いかもしれませんね？

　最後に謝辞を。我わが侭ままに付き合って素敵な本に仕上げて下さった担当編集様、素敵なイラストで世界観を可視化及び超美麗化して下さったシエラ様、そしてご愛読して下さっている読者の皆様方には天よりも高く、海よりも深い感謝を申し上げます。

　妄想を具現化する力、欲しくないですか？

　もしくは、そんな少女の『設定』を監修するの楽しそうじゃないですか……？





電子書籍特典　書き下ろし短編





「なんだって僕らはパフェ巡りなんかしているんだ……？」

　学年首席、定期考査では満点オンリー、評定平均ランキングに至っては歴代を遡って一位の座に君臨する仮採用監理官・紫門詠哉は、学院島で最も賑わうメインストリートを歩きながら完全に真顔であった。

　両手にパフェ。

　しかもバニラやらイチゴやらトッピングてんこ盛り。

　似合わなさの度合いで云えば、普段はブラック珈琲しか飲まない厨二街道邁進中の黒トレンチコート野郎が、パステルカラーの日傘を差して流行りのアイドルソングを口遊みながらペンライトを振り回している奇抜さにも等しいだろう。

　当然ながら、これらは紫門が注文した代物ではない。

　犯人は、上機嫌に隣を歩いてはしゃいでいる派手目な女子高校生。

　最大速度は音速の三倍、結わいたワンサイドアップの毛先に観測した太陽フレアを動力源として自在に飛び回る爆炎飛翔少女こと煌焚烽火その人である。

「違うよ、しぃっち。グレート・クレープ巡りだよ★」

「次から次へと注文してくれやがって……おかげで僕の財布は壊滅的ダメージだぞ」

「確かにちょっと頼み過ぎちゃったかもねー……流石の烽火様も、こんなに食べちゃったらカロリー消費すべく大空を飛び回る必要があるかも？」

「太ると言わないところが烽火らしいな」

「え？　太るとかありえないでしょ。太陽フレア、カロリー消費する『設定』だし」

「そこで澄ました顔で『烽火様、太らない体質だから』とか舐め腐った文言を吐かないところも烽火らしいな本当に」

「甘いものは食べて、カロリーは吹き飛ばす。それが太陽フレア★　最高っしょ？」

　これまた器用に『設定』したな、と紫門は苦笑した。

　妄想を具現化する《観測者》アルテフエクスにかかれば、十代少女にとって大敵のカロリーを葬り去ることもお手のもの。好きなだけスイーツ食べ放題を実現した『設定』は、学院島内に限ったとしても羨む者が数多といることだろう。

「これが高位級『カテゴリ５』の恐ろしさ……っ！」

　なんとも切羽詰まった声がした。

　グレート・クレープ巡りなるウルトラ珍行事の、もう一人の参加者の声だった。

　紫門を挟んで烽火とは反対側を歩く彼女の正体は、

「パフェおばけ」

　まさしくその形容通り、と紫門も頭を抱える。

　両手に様々なクレープを扇のように構えて武装する沖泉琉海であった。

　甘いものハンターの両名がオススメを買い漁り、クレープに疎い戦力外通知を受けた紫門は彼女たちの戦利品持ちとして扱き使われて現在に至る。

　で。

　ベンチに座り、両サイドをクレープ持ち女子高校生に挟まれる紫門。

　そこまで甘いものに執着はない。そもそも、いきなり「今日はお昼ご飯抜いといて準備しといてよ？」などと烽火に言われたので律儀に言付けを守った結果が、グレート・クレープ巡り。紫門の胃が欲していたのは、焼きそばパンであった。

　それでも、両隣で美味しそうにクレープを食されている訳でありまして。

（……食うかぁ）

　どうせなのでご相伴に預かることにした。

「紫門くん、そっちのクレープも食べたい。あーんして？」

「あっ、るみちぃズルーぃっ！　烽火様もっ、烽火様にもっ！」

「だああああああああっ、寄るな詰めるな両サイドから引っ付くなっ！？」

　かつて『約束』を交わした一人の少女を目掛けて全力疾走を敢行している紫門は、当然ながら異性とのデートなんてものを経験したことはない。

　つまりは免疫耐性などゼロに等しい。

　同年代の可愛らしい少女たちにサンドイッチされて座っているだけで、その内心はドキドキバクバクのビートを刻んでいる。だと云うのに、それ以上の接近ともなれば、新感覚アトラクションに搭乗したみたいな気分になる訳である。

「早くして」

　そんな紫門の困惑など完全無視した琉海が、ずいっと顔を近づけてきた。

　小さな口を開き、深海のような目を瞑っている姿に、わりと冗談でないレベルで紫門は気恥ずかしくなってしまう。

「神よりも偉い烽火様のおねだり、だよ？」

　と、烽火は決まり文句を嘯く。神には様を付けない彼女も、琉海に対抗するように顔を大接近。こちらはルビーのような赤い瞳を光らせ、おねだりする視線でじっと見詰めてくるのだから別ベクトルの気恥ずかしさを覚えさせられた。

（とんた餌付け体験だ……）

「もぐもぐ」

「……ぱくっ」

「もぐもぐもぐ」

「ぱくっ……ぱくぱくっ」

（女の子の甘いものは別腹てのはどうなってんだ……？）

　紫門は、その摩訶不思議な速度で消費されるクレープたちを眺めながら頭を捻り、唸っていた。そんな細いお腹のどこにクレープは格納されると云うのか。

　そして、二人は最後の一口を食べ終わる。

「美味しかった」

「平らげちゃいましたよ、この子たち……」

「よーしっ、じゃあ烽火様はカロリー消化の為に飛翔してくるかっ★」

　じゅごおおおお、と。

　それはもう凄まじい紅蓮の炎。

　烽火の髪──ワンサイドアップに結わいたテールの先端に、真っ赤に滾る太陽フレアが観測されたかと思えば、彼女の体躯は遥か上空まで飛び上がってしまう。

「…………ギャグだろ……」

　その常識から逸脱した光景に紫門は嘆息する。

　いくら見ても慣れない。なんだって少し前まで普通に会話していた女の子が、髪の毛から豪快に炎を噴き出して打ち上げロケットよろしく雲に大穴を開けて視界から消えなければならないのだ。

　必然的に、ポツリと残されるのは紫門と琉海の二人。

　大空を翔るなんて常識の向こう側に到達してしまっている烽火と違い、琉海は鞄からオカルトグッズを取り出し、それをいろんな角度から眺めてご満悦そうだった。

「そうだ。紫門くん」

　じーっと琉海に見つめられ、

「パフェ食べた。胸膨らむ『設定』構築して欲しいかも」

「……断崖絶壁でも需要はあると思うだけれども…………あ、いや。なんでもないですよ琉海さん？　だから無表情でペットボトルのキャップを捻って水のルーン刻んで魔力解放しようとするのはやめてもらえませんかねっ！？」

「自業自得。でも赦す、今回だけ」

　あざとく笑みを浮かべて琉海は開けたペットボトルに口を付けて、こくこくと喉を鳴らして水を飲む。

　そんな姿を横目に見ながら、紫門の方は突然の無茶振りに頭を抱えていた。

「でも、どんな『設定』をすれば良いのやら……皆目見当も付かんのは本当だ」

「使えない」

　グサッと心が抉られる。

「言ってくれるじゃないか琉海。オーケイ解った。ここまで言われて引いたら仮採用監理官の名が廃る。琉海は水流系統だったよな？」

「うん……っ」

　心なしか琉海は楽しそうに笑った。

　無表情ながら、その目は期待に満ちているような気がした。

　これは適当なことは言えないな、と紫門も少しばかり気合を入れる。

「水分量とかは調整出来ないのか？　喩えば水を飲むことで交感神経を刺激して、エネルギー代謝を上昇させる研究があったよな確か。あとは水温調整とか。冷たい水を摂取すると体温を上昇させようとエネルギー消費量が上がるし」

「……むーっ」

「なんでそんな怒ってんですかね、琉海さんや」

「だって、科学準拠。あんまり好きくない」

「なるほど……」

　そう云えば烽火と違って、琉海は科学よりも魔術を愛する《観測者》アルテフエクスだった。

　であれば、彼女の趣向に合わせた『設定』でなければならない。どんなに筋が通っていようともＩＮＳ領域がオカルト方面を望む限り、それ以外の分野からのアプローチは失敗に終わってしまうだろう。

「じゃあ水質変化だ」

「錬金術？　確かにそれはオカルト」

「摂取した水分を霊薬エリクサーだと誤認しちゃえば良いんじゃないのか？」

「……てきとー？」

「いやいや、最後まで聞いてくれ。不老不死を齎すってことは、つまりは今現在の身体の状態を永遠に維持するってことじゃないか。それは体型維持にも繋がる。つまりカロリーは相殺されるんだよ、その霊薬エリクサーによって」

「…………」

　黙りこくる琉海。

　表情は、いつも通り変わらない。

　怒っているのか、呆れているのか、驚いているのかさえ解らない。

「……没」

「ダメかーっ！」

　どうにも手厳しい。

「でも、一生懸命考えてくれた。だから……ありがと」

　そんな琉海の笑顔に、紫門の方も自然と笑みが溢れた。

　同時。

　遥か上空で、紅蓮の炎が凄まじい轟音と共に雲間から覗く。

「随分と派手にやってるな……どこの軍事訓練だよ、本当にまったく」
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